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　　　ＣＡＳＥ１　マリッジ　オア　ダイ




　彼らの世界には三パーセントの誠実と、五パーセントの寛かん容ようと、八パーセントの無関心と、八十四パーセントくらいのナンセンスでバカバカしい感情が渦うず巻まいている。




　その日の朝、南な雲ぐも高校の敷しき地ち内ないに大小様さま々ざまな隕いん石せきが次から次へと落下してきた。

　一つ目の隕石が落下したのは一限目の開始を知らせるチャイムが鳴なり止やんだ直後のことで、校長自じ慢まんの錦にしき鯉ごいが泳ぐ中庭の池を直ちよく撃げきした。落下の衝しよう撃げきで水しぶきが高々と上がり（錦鯉も宙に舞まい上がり）一年生校舎と二年生校舎の間に綺き麗れいな虹にじがかかった。

「──な、なんの音!?」

　中庭の衝撃音にいち早く気づいた一いち之の瀬せ智とも香かは慌あわてて席を立ち、窓まど際ぎわに駆かけ寄った。

　彼女は「かなり」の常じよう識しき人じんだから異常なことに敏感だ。……普通の反応とも言えるが。

「……何……あれ……」

　巨大な岩の塊かたまりが中庭の池に半分埋まっているのが見えた。隕石か何かだろうか。

「おー、すごい。こんな低いところに虹がかかってる。これはもう授業どころじゃないよねー」

　同じクラスの猫ねこ矢や栄えい一いちが窓の外を指差し暢のん気きに笑っていた。猫矢は一年Ｆ組のバカ筆ひつ頭とうで、後先考えずに悪ノリしてしまう困った男子だ。ねこやん、という可愛かわいらしいあだ名とは裏うら腹はらにけっこうエグイことを実行する。たとえば『Ｆ組色気のない女子ランキング』の集計とか。

「虹なんて久しぶりに見たなー」「でもなんで虹が？」「さー、なんでだろー」「そういえばさっき変な音しなかった？」「え？　気のせいじゃない？」「気のせいだろ」「そっか。気のせいか」

　一人ひとりくらい隕石の存在に気づいてもよさそうなものなのに、みんな猫矢に同どう調ちようして虹を観かん賞しようし始めた。虹をバックに「イェー」とか言いながら記き念ねん撮さつ影えいをしているバカも多数いる。

「ちょ、ちょっと！　なんでみんな虹に着目するの!?　わざと!?　わざとなの!?」

　一之瀬は大声で訴えたが、誰だれも聞いちゃいなかった。

　ダメだ。このクラスの連中はみんなマイルドすぎる。平和に毒されすぎだ。

　南雲高校に入学して約一ヶ月半。来る学校間違えたかな、と一之瀬は深いため息をついた。




　中庭に隕石が落下する何分か前、今回の騒そう動どうの原因を作った人物──一年Ｆ組所属の柳なぎ楽ら淳じゆんは一年生校舎の二階を全力疾しつ走そうしていた。

「なんなんだよ──っ!?」

　彼は『あるもの』から逃げ回っていた。

　朝のＳＨＲ終了後のことだった。廊下で『留学生』と話をしていると、廊下の窓ガラスがいきなり砕くだけ散った。破片を避けようと柳楽は後方にステップしたのだが、どういうわけか移動した先でも同様の現象が起きた。今度は反転して前方に回かい避ひしたが、不可解な現象は終わることなく続き……柳なぎ楽らはいつしか廊下を全力疾しつ走そうする羽は目めになっていた。

　廊下の端まで移動すると迷わず階段を駆かけ上がった。

　──ガシャーン──っ！

　踊り場の窓ガラスが割れたとき、柳楽はあることに気づいた。

　窓ガラスの破損は自分に反応して起きている、ということに。

「なるほど……ってことは──」

　柳楽は三階に到達すると迷わず四階に向かった。その途中、当然のように踊り場の窓ガラスが割れた。もう何枚割れたことか。被ひ害がい総そう額がくは計り知れない。

「──ふー、ここまで来れば安心だな」

　柳楽がやってきたのは一年生校舎の屋上。たしかに屋上には窓ガラスはないが──

「ん？　なんだあれ？」

　大きく背伸びをして澄すみ切った青空を見上げていると、上空から『何か』が降ってきた。

　丸いので野球のボールかな、と最初は思った。しかしその『何か』はどんどん大きくなっていき、ハンドボールくらいの大きさになり、バスケットボールくらいの大きさになり──最終的に車のタイヤくらいの大きさになった。巨大な岩の塊かたまり。どう見ても隕いん石せきだ。

「こ、こ、こ、こっちに向かってるぅぅぅぅぅぅ──っ!?」

　慌あわてふためき絶叫している間にも隕石はぐんぐん近づいてくる。

「だ、だ、だ、ダメだぁぁ！　足が動かないぃぃぃ！　このままでは死ぬ──っ!?」

　死が目前に迫っているからだろうか、時間の流れが酷ひどくゆっくりに感じられた。

　柳楽はそのスローモーションの世界の中で、「どうして自分がこんな目に？」と自問自答した。

　明めい確かくな答えは何も出てこなかったが、柳楽の脳のう裏りにある一人ひとりの少女の姿が浮かんだ。

　金きん色いろの頭髪が印象的な、天使のような少女の姿が──




　　　　☆　☆　☆




　隕石が学校に落下する十六時間前のこと──




　その日の放ほう課か後ご、柳楽淳じゆんは友人の猫ねこ矢や栄えい一いちと、「どうしたら合法的に女の子の胸を揉もむことができるのか？」という凄すさまじくアホらしい問題について真剣に議ぎ論ろんし合っていた。

「簡かん単たんなことだ。女になればいい」

「女になればいい……？　それってどういうこと？」猫矢が顔をしかめた。

「いいか、ねこやん。男が女の胸を揉む──危険な響ひびきがするよな？」

「うん、犯罪の香りがプンプンするよ。セクハラ親おや父じと若い女性の姿が思い浮かぶ」

「じゃあ……女が女の胸を揉もむ。これはどうだ？」

「女が女の……す、すごいよ、ナギラ！　犯罪の香りは一切しないよ！　むしろ美しい！」

　柳なぎ楽らは猫ねこ矢やのことを「ねこやん」と呼び、猫矢は柳楽のことを「ナギラ」と呼ぶ。猫矢は柳楽のことを苗みよう字じで呼んでいるが、メールでは「ナギラ」とカタカナ表記になる。読み方が特殊な苗字なので、もはや「ナギラ」という呼び名はニックネームに近い感覚がある。

「ナギラは天才だ！　さすが自称ＩＱ１７０の天才児！」

「ふふふ、褒ほめても何も出ないぞ」自称とついている時点でどう考えても悪口だ。「だが、お前が俺おれの右腕になるというのならば、世界の半分はくれてやってもいいぞ？」

「世界の半分！　マジっすか！　好きなだけ女を食えるじゃないっすか！　っていうか、世界をすでに手中にしてるのなら、合法だろうと違法だろうともはや関係ないっすね！」

　二人ふたりの頭の中には「彼女を作る」というまっとうな選せん択たく肢しがなぜか抜け落ちていた。

　沈みかけの夕日を追いかけるように歩いていると前方に交差点が見えてきた。

　四つの階段を持つ、大きめな歩道橋に青い横長の道どう路ろ標ひよう識しきが二つ並んでいる。国道なので交通量はそこそこあるが、商業地から離はなれているせいか通行人は少ない。

「ナギラ……あそこ、誰だれか倒れてない？」猫矢が前を向いたままつぶやいた。

「ん？　どこだよ？」

「あそこだよ。歩道橋の階段の脇わきのところ」

「……んー、人形か何かに見えるが……」

　なんだか気になったので、柳楽たちは現場まで小走りで急行した。

「人間だな……」

　倒れていたのはブロンドの少女。

　国こく籍せきはよくわからないが、顔立ちからすると外国人のようだ。まだ若い。十代の顔立ちだ。

　足元に高そうな白いエナメルのバッグが落ちている。この子の持ち物に違いない。

　少女はフリルが重ねられた淡あわい水みず色いろのドレスを身にまとっていた。肩に黒っぽいストールをかけている。

　何者だろうか。この派は手でな服装……パーティーに向かう途中のご令れい嬢じようといった感じだが。

　シュールな光景だなー、と内心で苦笑していると、ふいに猫矢が大声で叫んだ。

「──な、な、ナギラ！　この人、血が出てる！」

「ん……？」頭のほうに目をやると、「う、うわっ！　こ、これはやばいんじゃないのか!?」

　少女は後頭部から血を流していた。地面に血ち溜だまりができている。

「ねこやん！　救急車だ！　救急車！」

「わかったよ！　僕に任せてくれ！　瞬しゆん時じに五千台の消防車を召しよう還かんしてみせるよ！」

「いらない、いらない！　消防車はいらない！　頼むから救急車を呼んでくれ！」

　柳楽は少女の側そばで片かた膝ひざをついた。

　わかっていたことだが、この子はそうとうな美人さんだ。間近で見るとそれがよくわかる。

　混じり気のない美しいブロンド。閉じた目を覆おおう長い睫まつ毛げ。顔のパーツはどれを取っても完かん璧ぺきとしか言いようがない。化粧はしていないようだが、日にまったく焼けていないこのキメの細かい白い肌の上にわざわざ化粧を施ほどこす必要はないように思える。

「……おっと、急がないと」

　怪け我がの具合を確かく認にんしようと後頭部に触れてみると、右手に真まっ赤かな血が付着した。

　げげ、これはもう助からないんじゃないのか？　というかもう死んでないか？

　脈を取ってみる。……あった。まだ死んではいない。生きている。

「次は何をすればいいんだっけ？　えっと……人工呼吸か？」

　それは柳なぎ楽らの願がん望ぼうだ。人工呼吸で可愛かわいい女の子の命を救い、意い識しきを取り戻したその女の子から「私のファーストキスを返してよ！」と言われるのが柳楽の夢なのだ。バカな夢だ。

「いかんいかん！　不ふ謹きん慎しんだぞ！　ちゃんと真剣に考えないと！」

「ナギラ！　ナギラ！」猫ねこ矢やが背後で叫んでいる。「ダメだ！　僕には救急車を呼べない！」

「──なんでだよ！　呼べよ！　全力で呼べ！」

「ダメなんだ！　何度もかけてるのに僕の声を無視するんだ！」

「どういうことだよ──っ!?」

「一方的なんだ！　明日あしたは晴れるとか、そんなことばっかり言ってる！」

「アホー！　それは天気予報だ──っ！」

「うあああああああああ！　間違えたぁぁぁぁぁぁ！」

「間違え方が古典的すぎるぞ、ねこやん！」

　猫矢はどうしようもないアホだ。まだ小学生のほうが役に立つ。

「──さて、とりあえず止血だよな。この出血をどうにかしないことには──」

　血を止めるためには包帯が必要だ。しかしそんなものを持ち歩いているわけがない。

　だけど代用できるものならあるはず。……布。そうだ。要ようは布があればいいのだ。

「──何かないか……布……布……布………………あ、あった！　これだ！」

　柳楽はバッグを漁あさり、中から体たい操そう着ぎを取り出した。汗を吸ってものすごい悪臭を放っている体操着だ。こんなものを使ったら別の病気が発症してしまいそうだが、「これも人命救助のため！」と迷いを断ち切り、体操着をビリビリと引き裂いた。

「これを頭の下に敷しいて……」

　柳楽は少女の頭を慎しん重ちように持ち上げると、包帯（体操着）を丁てい寧ねいに巻いていった。時間はかかったがなんとか巻き終えることができた。

「ナギラ！　ナギラ！　大変だ！」

「今度はなんだよ!?」イライラしながら振り返る。

「ピザだよ、ピザ！　シーフードミックスのＬサイズを勢いで注文しちゃったんだ！」

「ねこやん！　お前、わざとやってるだろ！」

　──救急車なんて三桁けたの番号ですむだろ。ああ……なんて使えない男なんだ。ねこやん……昔はもっと度胸のある男だったのになぁ。みんなの憧あこがれだったユミちゃん（当時小学校四年生）のスカートを唯一めくった伝説の男なのに……。

「うあああああ！　ナギラ！　ナギラ！　ナギラ────っ！」

「……ねこやん、俺おれをこれ以上、失望させないでくれ……」

「うあああああああ！　後ろ──っ！　後ろ──っ！　う・し・ろっ！」

「なんだよ……後ろがどうしたって……」

　柳なぎ楽らが背後を振り返ると──眼前に血まみれの少女が立っていた。白いバッグを血に染まった右手で握りしめている。少女は柳楽たちの存在に気づくとニコリと微笑ほほえんだ。

「ゾンビだぁぁ！　リビングデッドだぁぁ！　クリーチャーだぁぁ！」

「お、おい！　ねこやん！　なぜ逃げるんだ！　この人はまだ一度も死んでいないんだぞ！　ゾンビじゃないんだぞぉぉぉ──っ！」

　猫ねこ矢やは逃走してしまった。友人の柳楽を置き去りにして。

　──はぁ、ダメダメな友人を持つと苦労するぜ。

「っと、そういえば……」

　血まみれの少女に視し線せんを向ける。少女は頭をボリボリ掻かきながら柳楽を見ていた。

　──なんでこの子、平然としてるんだ？　頭の怪け我がは大丈夫なのか？　いやいやいや、大丈夫なわけがない。あれだけ血を流していたんだ。立っているのがやっとのはずだ。

「あのー、どこか痛いところはありませんか？」

　接近しながら訊きいてみる。我われながらマヌケな問いかけだ。

「なんの話でしょうか？」

　少女は目をパチパチさせながらそう返してきた。

　立ち姿を見て初めて気づいたことだが、少女はかなり小こ柄がらで、身長なんか百五十センチあるかどうかも怪あやしい感じだった。しかし不ふ思し議ぎと年下という印象はない。仮に年下であったとしてもそう何歳も離はなれていないのではないかと思う。

「頭の怪我の話です」

「頭の怪我？」

「頭の怪我です」

「頭の怪我？」

　わざとやってんのかな、この子は……。

　柳楽はイライラしながら少女の背後に回って後頭部に目をやった。

「ん……さっきよりはマシなような気が……でも、あれだけ血が出てたわけだから……」

　先ほどまでは血がポタポタと地面に滴したたり落ちていたが、今はもうそれほど血は出ていない。柳なぎ楽らの応急処置がよかったのかもしれない。……疑問に思うところがないでもないが。

「とりあえず病院に行きましょう」

　柳楽はコマを一つ進めることにした。ここで恩を売っておけば……いや、親切にしておけばあとで感かん謝しやされるに違いないし、上う手まくいけば友達になれるかもしれない。

「病院？」

「精密検査を受けたほうがいいですよ。脳に異常があるかもしれませんから」

「脳に異常？　……私は脳に異常があるのですか？　おバカさんなのですか？」

　どうも状況を正せい確かくに呑のみ込めていないらしい。頭を打ったショックで一時的に変になっているのかもしれない。自分が怪け我がをしているという事実さえ気づいていない可能性がある。ここはきちんと説明しておくべきだろう。

「そこに血けつ痕こんがありますよね」柳楽は少女が倒れていた場所を指差す。「あなたはそこで血を流しながら仰あお向むけの状態で倒れていました」

「私がですか？」

「俺おれはあなたの頭に包帯を巻きました」

「包帯を？」

「包帯を巻きました」

「包帯を？」

「体たい操そう着ぎを巻きました」

「体操着を？」

「いえ、包帯を……」何度も訊きかないでくれ。間違えるから。「包帯を巻いたんですよ」

「つまり……私の怪我の手当てを？」

「そういうことです」

「まあ……そうだったのですか」ようやく納得してくれたらしい。「……それでは、あなたは私の命の恩人……ということになりますね」

「そんな大げさな」

「いえ……お礼を言わせてください」少女は両手をお腹なかの辺あたりに持ってくると深々と頭を下げた。「ありがとうございます。あなたのおかげで一命を取とり留とめることができました」

「……そっすか」変な子だ。「……ま、とりあえず病院へ行きましょうか」

「病院？」

「さっき言ったじゃないですか。精密検査はやっぱり受けないと……」

「……病院は……ダメなのです」

「え？　何がダメなんですか？」

「病院……ノーです」一いつ瞬しゆんだけ片かた言ことになる。「ノーサンキューなのです」

「病院の何がダメなんですか？」

「病院はノーなのです。ＮＧスポットなのです」

「なんだかよくわかりませんが、ダメですよ。病院には行かないと」

「もう治りました。だから病院には行かなくても平気なのです」

「いやいやいや、そんなことありえませんから！」

「ありえます！　私は岩のように頑がん丈じようなのです！　まっするぼでぃーなのです！」

「いやいやいや、岩だって崖がけから落とせば粉々になりますから！」

「病院に行くくらいだったら死んだほうがマシなのです！」

「何を言ってるんですか！　死ぬかもしれないから病院に行くんですよ！」

「嫌いやです！　嫌です！　病院は絶対に嫌です！　解かい剖ぼうされるのは嫌です！」

　幼よう稚ちな意地の張り合いを続けていると、徐じよ々じよに柳なぎ楽らたちの周囲に人が集まってきた。

　女子高生三人組、帰宅途中のサラリーマン、若いカップル、小学生四人組、スーパーのビニール袋を提さげた主婦……などなど。交こう通つう機き関かんなどの関係から人よりも車の行き来のほうが激はげしい通りだが、頭に包帯（体たい操そう着ぎ）を巻いた血まみれの金髪少女（しかも血のにじんだ派は手でなデザインのドレスを着ている）と両手が血に染まった男子高校生が激しい口こう論ろんを繰くり広げていたら、そりゃ誰だれだって立ち止まるに決まっている。

『きっと……別れ話がもつれて口論になったのね』

『二人ふたりとも血まみれじゃない……これってやばくない？』

『みんな離はなれろ！　ナイフか何かを隠し持ってるかもしれないぞ！』

『あの男、目が血走ってるぞ！　あれは犯罪者の目だ！』

　野や次じ馬うまたちは完全に状況を誤認していた。

　──おや？

　柳楽はようやく野次馬の存在に気づいた。

　見物人の一人ひとりが「こっちを見てるぞ！」と大声を上げる。

　──あれ？　なんか……誤解されてる？

『ちょ、ちょっと誰か警けい察さつ呼んでよ！』

　──は？　警察？　なんで警察？

　この現場に居合わせた人々は概おおむね次のように状況を解釈していた。

『キレた少年が懐ふところからナイフを取り出し、少女に傷を負わせた！』

　──まずい。これは非常にまずいぞ……。

　柳楽はＩＱ１７０（自称）の頭脳をフル回転させた。

　今後のプランを五秒で練り上げる。そして、すかさずそれを実行に移した。

「──うあああああああああぁぁぁぁ！」

　柳楽は少女の腕をつかむと、狂気じみた奇声を発しながら住んでいるマンションに向かって駆かけ出した。残念ながら他ほかの選せん択たく肢しは何一つ思いつかなかった。

　……奇声を上げたのは明らかに失敗だったが。




　　　　☆　☆　☆




　帰宅するとタイミングを計ったかのようにピザが届いた。

「なんでうちに届くんだよ！　鬼か、ねこやんは！　つか、やっぱわざとじゃねーか！」

　三千五百円の出費となった。痛い出費だ。そのうち報復してやろう。

　柳なぎ楽らはピザの入った箱を両手で抱えると少女を部へ屋やの中に招き入れた。

「えーと、シャワーでも浴びる？」

　柳楽はリビングに移動すると、謎なぞの金髪少女にそんな提案をした。

　──ピザのことは忘れよう、ピザのことは。今はこの子をなんとかしないと……。

　少女が身にまとっている水みず色いろのドレスは血と埃ほこりにまみれて残念なことになっている。

　こんな目立つ格好で外に放り出したら、間違いなく付近の住民に通報されてしまうだろう。

　この少女が警けい察さつに補ほ導どうされるのは非常に都合が悪い……柳楽にとって。

　保身を考えてのことである。柳楽は自分の身が一番可愛かわいいのだ。最低な男なのだ。

「シャワーを浴びたら私を病院に連れていくのですか？」

「病院はＮＧなんだよね？」

「ＮＧスポッツなのです」なぜか複数形だった。

「じゃあ、もう無む理り強じいはしないよ」

「本当ですか？」

「本当だよ。心置きなくシャワーを浴びていいよ」

「ありがとうございます！」

「別にいいって」

　案あん外がい素す直なおな子なのかもしれない。怪け我がの手当てをしたことを伝えたときも「恐きよう縮しゆくです」って感じに頭を下げていたし。今も頭を垂れている。

「そっちのドアを抜けたところが脱衣所だから」

「わかりました！　任せてください！」何も任せていない。

「あ、ちょっと待って」

「はい？　なんですか？」

　少女が戸口の前で一時停止し、軍人みたいに回れ右をした。くるりと反転した拍子にパステル調ちようのドレスが空気を孕はらんでふわっと広がった。

「俺おれの名前は柳なぎ楽ら淳じゆん。キミの名前は？」

「名前ですか？　私の名前は……まいねーむいず、モニカです」

　──なんで途中だけ英語で言ったんだ？　それに意味重複してるよ？

「ではシャワーを浴びてきます」

　モニカがリビングから姿を消す。ドアを閉めた勢いで彼女の残のこり香がが部へ屋やの中を舞まった。

　──姉ねえちゃん、今日きようは残業で遅くなるって言ってたし、しばらくは平気だな。

　柳なぎ楽らはピザをテーブルの上に置き、ソファーに腰を下ろすと盛大なため息をついた。

「……あのモニカって子、律りち儀ぎではあるけど、ちょっと変だよな……」

　疑問に思うことがいくつかある。まず頭の怪け我がだ。

　さっきエレベーターで何気なく彼女の後頭部を眺めたところ、血はほとんど止まっていて、半ば固まりかけていた。間近でたしかめたわけではないが傷も浅いように思えた。

　──実はたいした怪我じゃなかったのか？　でもなぁ……。

　事故の原因も気になる。モニカが倒れていたのは歩道橋の脇わきだったから、歩道橋の階段から落ちた、というのは考えにくい。原因は他ほかにあるはずだ。

「ん……？」

　ふと足元に落ちている白いバッグの存在に気づく。これは……あのモニカという少女の持ち物だ。肌身離はなさず持っていたからよほど大事なものが入っているのだろう。

「……なんだろう、これ」

　バッグから青い表紙の本が半分はみ出ていた。妙に分厚い本だ。

　なんだってこんな辞書みたいな本を持ち歩いているんだ。うーん、気になるな──

「ちょっと中を覗のぞいてみよう。バレなきゃ……犯罪じゃない。バレなきゃ……」

　バレなければ犯罪ではない。柳楽の持じ論ろんだ。よい子は絶対に真ま似ねをしてはいけない。

「……うん？　これだけ？」

　てっきり化粧品とかケータイとか（しかもストラップがたくさんついている）手帳とか手て鏡かがみとか……女の子の必需品が大量に詰め込まれているのだろう、と思っていたのに、バッグの中には例の青い表紙の本と、タバコの箱くらいの大きさの黒いケースが入っているだけだった。

「……これはちょっとした凶きよう器きになるぞ」

　本を片手で持ち上げてみた。ダンベルでも持ち上げているような気分だ。厚さは辞書並み、紙面の大きさは少年漫画雑誌くらいある。月刊少年○○○○顔負けの大ボリュームだ。

　柳楽はアクリル仕様の透とう明めいなテーブルの上にその分厚い本をのせた。

　本のタイトルは『地球観かん光こうガイドブック』。

　柳楽はタイトルを口の中でつぶやきながら、どういうことだろう、と思った。

　なぜに『地球』なのだ？　日本観光ガイドブック、ならわかるが。

　これではまるで地球を知らない奴やつが読むガイドブックみたいじゃないか……。




◇太陽系第三惑星地球とは？

　未開惑わく星せいに指定されている辺境の惑星です。宇宙進出は果たしているものの、知的生命体との接触は果たしておらず、現在も地球人は孤立状態にあります。井の中の蛙かわずです。

　地球の直径は約一万二千七百キロメートルで、バレス系の惑わく星せいなどと比べると重力はかなり小さいと言えます。よって少々高いところから落下しても死ぬことはありません（※個人差があります）。

　また、高重力下で生まれ育った方々にとって地球人なんて紙のようなものです。実際、彼らはペラペラしています（※個人差があります）。接触する際は十分に注意してください。強く押したら破けてしまった、との残念な報告あり（※もちろん個人差があります）。




　──パタン。

　眩暈めまいを覚えた柳なぎ楽らは無言でその分厚い本を閉じた。

「これはノーコメントだな。……見なかったことにしよう」

　気を取り直してモニカのもう一つの持ち物、黒いケースを手に取ってみた。

　さすがに止やめておこうか、と思ったが結局は好奇心に負けてケースを開けてしまった。

「これは……指ゆび輪わか？　安っぽいな。デザインも……地味だ──」

　指輪をケースから取り出し、手のひらの上に置いてみる。チープなデザインだ。その辺の怪あやしげな露ろ店てんで売られている指輪のほうがまだマシではないかと思えるほどに。

「けっこう大きいな。このサイズだと男性用か？」

　柳楽は軽い気持ちでその指輪を右手人差し指にはめてみた。すると──




　ピピピピピピピピピピピピピピピ────ッ！




　目め覚ざまし時ど計けいのようにけたたましい音が室内に響ひびき渡った。

　音の発生源はどうやら指輪のようだ。

「──な、なんなんだよ！　この指輪は──っ!?」

　火災報知器並みのやかましさだ。柳楽は慌あわてて指輪を人差し指から外した。しかし──

「──止まない？　な、なんでだよ？　この音は一体なんなんだよ？　スイッチは……って指輪にそんなものあるわけねぇ──っ！」

　柳楽はバスルームに向かって駆かけ出した。言いい訳わけの余地もなく悪いのは自分だが、こうなってしまっては指輪の持ち主に止め方を訊きく以外に道は残されていない。

「すみません、モニカさん！　許してください！　わざとじゃな……ぶはあああ──っ!?」

　脱衣所に続く白い扉とびらをノックしようと手を伸ばした瞬しゆん間かん、目の前の扉がいきなり開き──

「ようやくです！　ようやく巡り合えました！　柳楽さんは８５６２人目の奇跡なのです！」
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　素っ裸のモニカがものすごい勢いで柳楽に抱きついてきた。軽い抱ほう擁ようとかそんな生なま易やさしいものではなく、ほとんど飛びかかってくるような感じだったので、柳楽は抱きとめることができず、モニカ共とも々ども、床ゆかの上に倒れ込んでしまった。

「素す晴ばらしいです！　これはもう奇跡としか言いようがありません！」

　モニカは天然の無む邪じや気きさでもって、「これでもか！　これでもか！」と生のおっぱいを柳なぎ楽らのお腹なかに押しつけてきた。ゴム風船のように「ぼよーん、ぼよーん」と弾むモニカの乳房。柳楽は生まれて初めて体たい験けんする生身の女の子の肌の感触と女の子特有の甘あま酸ずっぱい体臭に圧倒されて気を失いそうになった。

　華きや奢しやだ華奢だと思っていたけど、脱ぐとこんなにもすごかったのか……。

「ビンゴなのです！　柳楽さんは私の運命の人なのです！」

「……う、運命の人って……どういうこと？」密着状態のまま疑問を呈ていする。

「その指ゆび輪わは特定の遺い伝でん子し配列を持った男性がはめないとなんの反応も示さない仕組みなのです！　とってもハイテクな指輪なのです！　地球ごときの科学技術では同じものを作ることは不可能なのです！　おとといきやがれなのです！」

「なんだかよくわからないけど……モニカさんってけっこう毒どく舌ぜつなんだね……」

「見てください、この数値を！　なんと１２５００エトロです！　信じられません！」

　モニカは半身を起こして柳楽から身を離はなすと、スウォッチのようなものを差し出してきた。

　そこには１２５００エトロと表示してある。なんの単位かは不明だ。

「エトロって？」

「この数値が高いということは優すぐれた遺い伝でん子しを持っているということなのです！　普通は５００エトロ程度ですから、柳なぎ楽らさんは常人の二十倍以上優れているということになりますね！　つまり、柳楽さん以外の人類はみんなゴミくずということです！」

「……モニカさん……そのうち訴えられるよ」こんな状況だが一応ツッコんでおく。

「今日きようはとても素す晴ばらしい日！」モニカの興こう奮ふんは治まらない。「記念すべき日なのです！」

「……あのー、それで俺おれがなんだっていうの？」

「柳楽さんは生まれてくる子供に必要な遺伝子配列を持っているのですよ！」

「え？　生まれてくる子供って？」

「もちろん、柳楽さんと私の子供なのです！」

「え？　え？　ええええええええええええええええええ──っ!?」

「柳楽さん！　私と結婚してください！　今すぐに！」

「──ちょ、ちょ……ちょっと待ってよ！　今、大きな飛ひ躍やくがあったよね!?」

「柳楽さんは神聖なる『マナフの遺伝子』を有する、この世に唯ゆい一いつ無む二にの存在なのです！　一千億分の一の確かく率りつなのです！　私はずっと『マナフの遺伝子』を持つ男性を探し求めていました！　柳楽さん！　是ぜ非ひとも私と結婚してください！」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なんで結婚とかそういう話になるんだよ──っ!?」

「結婚するから結婚するのですよ！」

「日本語おかしいから！　全然理由になってないから！」

　──だいたいなんなんだ、その『マナフの遺伝子』っていうのは？　一千億分の一の確率だとか言ってたけど、そんなにすごいものなのか？　というか、自分で言うのもなんだが俺はしょうもない人間だぞ？　学校じゃ、『セクハラ魔ま人じん』って呼ばれてるんだぜ？

「と、とりあえず落ち着こうよ……」

　素っ裸の女の子が相手では理性的に振ふる舞まうのは難むずかしい。

　柳楽は側そばのカゴから白いバスタオルを引っつかむとモニカの身体からだをそれで覆おおった。

　バスタオル一枚という格好は裸とはまた違った色っぽさがあるが、これでようやくモニカの姿を直視することができる。

「モニカさん……いきなり結婚しろと言われてもそれは無理だよ」

「どうしてですか？」

「いやさ、最終的にはありだと思うよ？」

「最終的には？」

「だってほら、普通は恋愛の過程を踏むものじゃない。こういうことはもっと慎しん重ちように──」

「あのー、柳楽さん？　レンアイとはなんですか？」

「──え？」

「初耳です。レンアイ……不ふ思し議ぎな響ひびきがします」

　小首を傾かしげて、うーん、と唸うなるモニカ。演技には見えない。本気で唸っているようだ。

「じょ、冗じよう談だんだよね？」

　知らない？　恋愛を知らない？　──え？　え？　なんで？　恋愛って日本特有のものだったっけ？　いやいやいや、そんなはずはない。恋愛は万国共通の概がい念ねんのはずだぞ。……でも、モニカさんは知らないと言っている。

「レンアイのことはよくわかりませんが、最終的にはありだと仰おつしやいましたよね？　でしたら、四の五の言わずに今すぐ結婚してください！　私は一秒たりとも待つ気はありません！」

「いやいやいや！　過程が重要だって話なんですけど──っ!?」

　──やばいぞ。この子はアレだ。アレ的な人なんだ。特殊な怪電波を受信してしまう系の危ない女の子なんだ。たしかに見た目はすごくいい。これで性格が普通だったら、結婚も悪くない話だけど……うん、悪くない話ですよね？　結婚となればこの子の身体からだをいかように弄いじっても構わないわけで……この魅み力りよく的てきなボディと好きなだけ戯たわむれていいわけで……合法的に胸を揉もむことが可能なわけで……このおっぱいを……おっぱいを……モニカさんのおっぱいを……。

「──はっ!?」

　無む意い識しきのうちに何もない空中を両手で揉みしだいていた。

　やばいやばい。この子はいろんな意味で危険だぞ。

　──ぶぅぅぅぅぅぅ！

　そのとき、ポケットの中のケータイが震ふるえ出した。

「くそっ……誰だれだよ、こんなときに」

　柳なぎ楽らは文句を言いつつも電話に出た。モニカから逃れたいと思う気持ちがあったからだ。

「──もしもし？」

『あ、淳じゆん？　お姉ねえちゃんだけど』

「……ああ……姉ちゃんか……」

　テンションは若じやつ干かん下がったが、身内の声を聞いて少しホッとした。『モニカ』という非常識からほんのちょっとだけ常識側に移動できたような気がする。

「で？　何か用か？　二十七歳独身」いつもの調ちよう子しで話しかける。

『死にたいのか』

「……す、すいません」姉は冗じよう談だんが通じないから注意が必要だ。「……えっと、それで何？　今日きようって残業で遅くなるんだったよね？　下へ手たしたら午前回るとかなんとか……」

『残業はなしになったから』

「──え？」

『今ね、駅前近くのコンビニにいるんだけど……』

「残業は……？」

『だからなしだってば』

「残業は────!?」

『だからなしだってば！　何度言えばわかるのよ！』

「知るかよ！　残業しろよ！　真の日本人なら残業しろ！　日本には資源がないんだぞ！　資源がない国は資源を輸ゆ入にゆうして物を作るしかないんだ！　日本人は──」

『──弟よ、黙だまれ。それ以上、くだらんことを述べたらケータイ越しに息の根を止めるぞ』

　ケータイ越しに息の根を止める？　一体どうやって？

『まさか、また友達と闇やみ鍋なべパーティーでもやってるんじゃないでしょうね？』

「ははは……そんなわけないじゃないですか」

『ふーん、まあいいわ』姉がようやく普ふ段だんの口く調ちように戻った。『今、コンビニにいるんだけど、何か必要なものある？』

「では…………『月刊トランジスタ』という雑誌を買ってきてください」

『トランジスタって半はん導どう体たい素そ子しよね？　あんたってそんなものに興きよう味みあるわけ？』

「学校で流は行やってるんです！　女子も男子もトランジスタに夢中なんです！　『月刊トランジスタ』を購こう読どくしていないと友達にハブられるんです！　だから必ず買ってきてね！」

『あんた……なんでそんなに必死なの？』

「買ってきていただけますか？」

『このコンビニに置いてあったらね』

　──ブツ。

　一方的に電話を切られた。

「ま、まずいな……完全に対処法を誤った……」

　駅の近くのコンビニということは買い物の時間などを考こう慮りよするとタイムリミットは二十分といったところだろう。──よし、二十分もあればなんとかなるな……。

『私が汗水たらして仕事をしている間に女を連れ込んだりしたら即座に退去命令を下す！』

　それは柳なぎ楽らがこのマンションに引っ越してきた初日に姉と交わした約束事だった。

　姉は規律に厳きびしい人だ。約束を反ほ故ごにしたら土ど下げ座ざしたって許してはくれない。

　柳楽の姉、「柳楽恵めぐみ（二十七歳）」は規則を重んじる人物。変人の父親と母親に反発し続けた結果、そういう人間に育ってしまったのだ。姉はもう五年以上も実家に帰っていない。

　一方、柳楽は義務教育時代までは親と同居していた。しかし高校に進学した今年ことしの春に姉が暮らすこのマンションに転がり込んだ。親元から逃げ出したのだ。

　柳楽の父親は未知との遭そう遇ぐうを何よりの生いき甲が斐いとする自称冒険家。母親は父親にべったりなノンフィクション作家。二人ふたりとも知的好奇心の塊かたまりだ。とっても危険な人たちだ。法律的にギリギリなものをたくさん所有している。彼らにとっては非ひ常じよう識しきこそが常識なのだ。

　──まずい。このままではまずい。モニカさんが姉ねえちゃんに見つかったら、あの変態夫婦の愛の巣に強きよう制せい送そう還かんだ！　そんなことになったら……またあの変態親おや父じに世界各国を連れ回される！　アフリカとか東南アジアとか南米とかシベリアとか！　上半身丸裸の日本語も英語も通じない怪あやしげな部族と一夜を共ともに過ごすことになったりとか！　路ろ銀ぎんが尽きて現地で運び屋のバイトをする羽は目めになったりとか！　俺おれはもうあんな過か酷こくな生活には戻りたくない──っ！

「──モニカさん！　ちょっと待ってて！」

　柳なぎ楽らはまず玄関に向かった。鍵かぎがかかっていることを確かく認にんするとチェーンをかけた。念のためもう一度鍵をチェックする。──おっと、こいつを忘れてはいけない。柳楽はモニカの靴を片手でつかむと自室に舞まい戻り、ベランダにその靴を隠した。そして、再び脱衣所へ──

「柳楽さん！　煙に巻こうたってそうはいきませんよ！　結婚です！　結婚なのです！」

　扉とびらを開けると、モニカがものすごい剣けん幕まくで飛びかかってきた。

「──ああああもう！　わかったよ！」柳楽は勢いに任せてこう宣言した。「──結婚しよう！　結婚しようじゃないか！　キミと結婚しようじゃないか！」

　どうせ口約束だ。あとでどうとでもなる──

「え？　本当ですか？　私と結婚してくださるのですか？」

「結婚してくださいます」変な日本語になった。「結婚しちゃいます。結婚しちゃいますから、今から俺が言うことをよく聞いてください！」

「はい、喜んで！　なんなりと仰おつしやってください！」

　素す直なおな子で大助かりだ。……将来が心配だけど。

「じゃあ、俺について来て──」




『おーい、淳じゆん！　チェーン外してよ！　中に入れないじゃない！』




　廊下に出ようとしたそのとき、玄関から声がした。

　聞き覚えのある身内の怒ど声せい──姉だ。

『こらー、とっとと開けろ！　童貞のくせに生意気なんだよ！』

　姉はご近所に聞こえるような大声で文句を言いながら「ピンポーン、ピンポーン」と何度もチャイムを鳴らす。まるで借金の取り立てのようだ。──少しは世せ間けん体ていを気にしろよ。

「──っていうかまだ二分くらいしか経たってないんですけど！　タクシーを使ったとしても五分以上はかかるはずなのに！　あの女は魔ま法ほう使つかいか──っ!?」

　空でも飛んで帰ってきたとしか思えない。本人は両親を毛嫌いしているが、やはり変態の血が流れているのだ。変態から生まれてくる子供は変態以外にありえないのだ。

「くそっ……こっちから出るのは危険だな」

　柳楽はモニカの腕を握ると、廊下には出ず（玄関に直通なので）もう一つの扉からキッチンに出た。キッチンとダイニングを素通りし廊下へ。そして廊下を小走りに進み自室に向かう。

　移動中、柳楽はモニカが頭に包帯（体たい操そう着ぎ）を巻いていないことに気づいた。

　──あれ、包帯は？　……え？　出血が止まってる？　……治ったのか……？　はは……まさか。それはないだろ。そんなはずない……よね？　これは幻覚だよね？

「……明日あした、眼科に行こう……ついでに精神科にも……」

　自室に飛び込むとモニカが側そばにいることを確かく認にんしてから後ろ手で扉とびらを閉めた。

「柳なぎ楽らさん、どなたかお客様が見えているようですが？」

　ドアを閉めると、未いまだバスタオル姿のモニカが珍しくまともなことを訊きいてきた。

「あれは客じゃないよ……敵だ」

　ここは得意の『ファンタジー』で切り抜けるしかない。柳楽妄想劇げき場じようの始まりだ。

「敵ですか？」モニカが眉まゆ根ねを寄せる。「たしかに先ほどから何か叫んでいるようですが……」

「凶きよう暴ぼうな奴やつだよ。家に上げたが最後。俺おれもキミもただじゃすまない」

「……どうなってしまうのですか？」

「当然、殺されるよ」

「──さ、殺人!?　殺人事件勃ぼつ発ぱつなのですか!?」

　モニカが両手を挙げて仰ぎよう天てんする。そして、まだ私は死にたくありません、と嘆なげく。

「でも、大丈夫！　キミは俺が必ず守ってみせるから！」

　これで落ちる女がいたら奇跡だ、と言わんばかりの微妙な演技だったが、

「素す敵てきです！　柳楽さんは素敵なのです！　頼もしいです！　未来の旦だん那な様です！」

「ははは……そうでしょう、そうでしょう」

　気持ちいいくらいに騙だまされてくれた。……なんだか話が上う手まくいきすぎな気もするが。

「そういうわけだから、まずは──」

　柳楽はクローゼットの奥から『アレ』を引っ張り出した。

　一年前、コスプレ通販サイトで手に入れたものだ（五千二百円もした）。

　──彼女ができたらこれを着てもらうんだ！

　そんな純な想おもいで左クリックした代しろ物ものである（※不純です）。

　購こう入にゆうしたのは黒と白を基き調ちようとしたウェイトレスの制服だ。ワンピースとエプロンとカチューシャとパニエの四点セット。メイド服にしなかったのはこちらのほうが圧倒的にスカートの丈たけが短かったからだ。

「モニカさん、この洋服に着替えてよ。いつまでもその格好じゃ風か邪ぜを引いちゃうからね」

「わかりました。これに着替えればいいのですね？」

「うん。急いでね」

　モニカがその場で着替え始めたので柳楽は身体からだごとベランダのほうを向いた。

　──ぶぅぅぅぅぅぅ！

　またポケットの中のケータイが震ふるえた。姉ねえちゃんからかな、と不安に思いながら制服のポケットからケータイを引っ張り出す。今度は相手を確認する。姉ではない。猫ねこ矢やからだった。

「もしもし」反射的に通話ボタンを押してしまったことを後悔する。今は緊きん急きゆう事じ態たいなのに。

『ナギラ？　あのさ、数学の宿題なんだけど──』

　──ピッ。

　くだらない用件だったので即座に通話を終了させた。モニカの件についての電話だったら、ちょっとくらいは相手をしてやろうと思っていたが、まさか宿題とは。ちょっとは親友の心配をしたらどうなのだ？　──というか、完全に素すでしたよね？

　──ぶぅぅぅぅぅぅ！

　また通話かと思ったら今度はメールが届いた。ケータイを操そう作さし受信ボックスを開く。

　──しゅくだい　おしえろ　ふろむ　ねこやん。

　腹の立つメールだった。猫ねこ矢やは電話やメールになると強気になる傾向がある。

　──じごくに　おちろ　ふろむ　なぎら。

　文面を真ま似ねて素す早ばやく返信した。

　──ぶぅぅぅぅぅぅ！

　返信の返信が届く。今度も猫矢から──だったが、

　──受信メール一件……二件……三件……五件……十件……三十件……九十九件！

「──ダァァァァァァッ！　嫌いやがらせかよ────ッ！　ってか、多すぎだろ！」

　柳なぎ楽らはケータイの電源を切ると、それをベッドの上に放り投げた。

「柳楽さん、着替え終わりました」

「お、早かったね」気を取り直してモニカのほうを振り返る。「──お、おお！　すごく似合ってるよ！　完かん璧ぺきだよ！　店員さん、アイスコーヒーください！」

「あいすこーひー？」

　ウェイトレス姿のモニカが小首を傾かしげる。その仕し草ぐさがまたなんとも可愛かわいらしい。

　足の長い欧米人体型のモニカには着き丈たけがやや短いようだが、短いことに一体なんの問題があると言うのだろうか？　短いほうが機き能のう的てきでいいではないか、と柳楽は思う（建前）。

　──しかしこれは着丈だけの問題ではないな。胸があんなに張り出しちゃって……明らかにサイズが合ってないよな。でも……これはこれで、いいんじゃないでしょうか？

「モニカさん」

「なんでしょうか？」

「俺おれはこれから敵と交こう渉しようしてくるから」

「交渉ですか？」

「モニカさんはこの部へ屋やでじっとしててよ」

「じっとですか？」

「本当はさ、このマンションから離はなれるのがベストなんだけど、今は敵が玄関にいるから出られないんだよね。──あ、ところで、モニカさんってどこに住んでるの？」




「えーと、ですね……わりと近所だと思うのですが」

「じゃあ、隙すきを見て外に連れ出すよ。ここは危険だ。ひとまず自宅に戻ったほうがいい」

「なるほどです」モニカが真ま面じ目めな顔で頷うなずく。「柳なぎ楽らさんの言う通りにします」

「じゃ、行ってくるよ」

　片手を挙げるとモニカが極上の微笑ほほえみで送り出してくれた。

「さてっと……」

　自室を出ると玄関で騒さわいでいる姉のもとへと急いだ。

　さて、どんな言いい訳わけで誤ご魔ま化かすかな、とあれこれ悩みながら玄関に向かうと、

「──う、うわっ……何やってんだよ！　姉ねえちゃん！」

「何って……見てわからない？　……強行突破よ──っ！」

　──パキーン──っ！

　あろうことか、差し込んだ右手一本でドアチェーンを引きちぎってしまった。

「あのー、お姉さま？　人間の枠わくから飛び出さないでくださいませんか？」

「それは無理な話よ。現代人は意外性を求めているの。何事も奇をてらわないとね」

「誰だれに意外性を示してるんだよ！　誰に！」

　姉は体育会系を好む肉体派だが、優すぐれた頭脳の持ち主でもある。数年前に某ぼう一流大学を卒業し、大手広告代理店に就しゆう職しよく。現在は社内のアートディレクターとして活かつ躍やく中ちゆうだ。

「ねえ、淳じゆん。私に何か隠し事してるでしょう？」

「してない、してない」

「怪あやしいなぁ……」

　姉はお気に入りのパンダスリッパを履はくと、疑いの眼まな差ざしで柳楽を見つめてきた。

「や、やだなぁ……何も怪しくないって」

「怪しい。実に怪しい。特に……そうね。あんたの部へ屋やが怪しいよーな気がするなぁ」

「──ええええええ!?」ピンポイントで当ててきた。

「私の推理だと犯人はそこにいる」

「推理じゃなくて勘かんだろ！　つーか、犯人ってなんの犯人だよ──!?」

「あなたの部屋に犯人が逃げ込んだ可能性があります。犯人逮たい捕ほにご協力ください」

　姉は威い圧あつ的てきな笑えみを浮かべて柳楽の頭をポンポンと叩たたくと、廊下をずかずかと歩き出した。

　まっすぐ柳楽の部屋に向かっている。犯人（？）を逮捕する気なのだ。

　──まずい。このままではモニカさんが逮捕（？）されてしまう！

　今後の展開は容易に想像できた。最悪のケースが柳楽の脳のう裏りを過よぎる。

　モニカが発見される→往復ビンタ（三往復）→彼女にコスプレさせてたの？（問いかけ）→お姉ちゃん（怒）→二時間にわたる説教→実家に連絡→強制送そう還かん→実家での生活がスタート→日常の崩ほう壊かい→南なん極きよくでカキ氷でも食おうぜ？（変態親おや父じの変態的発言）。

「お、お姉ねえさま！　二十七歳にしては、お美しいお姉さま！　お待ちになってください！」

　柳なぎ楽らは姉に追いすがり、「カキ氷だけは勘かん弁べんしてください！」と懇こん願がんした。しかし猪ちよ突とつ猛もう進しん型の姉は聞く耳を持たない。パンダスリッパと共ともに邁まい進しんする。姉は突き当たりの部へ屋や──つまり柳楽の部屋の前で足を止めると、躊ちゆう躇ちよすることなくドアノブに手を伸ばした。

　柳楽は観かん念ねんした。もう自分には姉の目をそらす術すべはない。あとは神に祈るだけだ。

「──さぁ、犯人とのご対面ね！」

　ドアノブがゆっくりと捻ひねられる。そして、扉とびらが開き──

「──あら？」

　中を覗のぞき込むなり姉が素すっ頓とん狂きような声を漏らした。意外な反応だった。

　柳楽はなるだけ平静を保ち、姉の肩越しに部屋の中を覗き込んだ。

「……誰だれもいないじゃない」

　姉がボソッとつぶやく。期待外れと言わんばかりだ。

　モニカの姿は……どこにも見当たらなかった。というか、人の気け配はいすらしなかった。

「ははは……だから言ったじゃないか」柳楽はここぞとばかりに言ってやった。「俺おれはねこやんから借りた女教師物のＡＶをリビングのプラズマテレビで観かん賞しようしようと企たくらんでただけなんだよ。姉ちゃんが残業だって言うからさー」

「……私はバカだ」姉が廊下に引き返す。「そもそも淳じゆんに彼女ができるわけがない……」

「うわ、ひどぃ……自分だってフリーのくせに」

「彼女いない歴＝年ねん齢れいのあんたと一いつ緒しよにするな！」

　強制退去は免まぬがれたものの、余計なことを言ったばっかりに姉と口こう論ろんになってしまった。

　もっとも……マンションを追い出されるよりはずっとマシだったが。




　姉が着替えのために自室に去ったあと、柳楽は自室のクローゼットを開けてみたり、机の下やベッドの下を覗き込んだりしてみた。ベランダにも出た。しかしモニカの姿はどこにもなく──その後、他ほかの部屋も回ってみたが、やはりモニカはどこにも隠れていなかった。

「玄関から聞こえる会話を聞いて、この部屋はまずい、と思って別の部屋に隠れて……俺と姉ちゃんが口くち喧げん嘩かしている間に玄関から出ていった……そんなところか」

　柳楽は自分が納得するためにそんな結論を出した。

「筋は通ってる。でも……臨りん機き応おう変へんに立ち回れるような子には見えないんだよなぁ……」




　　　　☆　☆　☆




　その日の夜、柳楽が深夜番組に熱ねつ中ちゆうしていると電話が鳴った。ケータイではなくリビングに置いてある固定電話のほうだった。こんな時間に誰だれだよ、とぼやきながら電話に出る。

「もしもし？」

『柳なぎ楽ら淳じゆんさんのお宅でしょうか？』知らない女性の声だった。年ねん齢れいは特定できない。

「自分がそうですけど？」そう答えると相手の喋しやべり方が豹ひよう変へんした。

『貴様が柳楽淳か』

「……ほほう」貴様という単語を現実で耳にしたのは初めてのことだった。「残念だったな！　俺おれはどちらかと言うと影かげ武む者しやのほうだ！　本物の柳楽淳はもうこの世に存在しないわ！」

『貴様……正気か？』

「フフフ、正気じゃなかったとしたら？」

『なるほど……貴様の性格は把は握あくした。想像の斜め上だ……』

「なんだそりゃ？　つーか、あんた誰だれなんだよ？」いい加か減げん、真ま面じ目めに対応することにした。

『貴様はあの方と本気で結婚するつもりなのか？』

「──は？　結婚？　あんた何言ってんだ？」

『やはり安やす請うけ合いだったか。これは最悪のケースだな……』

「おいこら、勝手に納得するなよ」

　──わけがわからんぞ。何かの勧かん誘ゆうでもなさそうだし、悪戯いたずら電話でもないようだ。ちょっと気味が悪いな。そろそろ切ってしまおうか──




『貴様、死ぬぞ』




　受話器から耳を離はなそうとした瞬しゆん間かん、女が恐ろしいことを口にした。

「……なんだって？」

『一度言えば十分だろう』

「何が狙ねらいなんだ？　意味不明だぞ？」

『これは警けい告こくだ』

「警告？」

『いいか？　絶対に結婚しろよ？　結婚しなかったら絶交だからな──っ！』

　急に相手の態度が軽くなった──というか子供っぽくなった。

「……絶交だからな、とか言われても、元々あんたとは他人だし……」

『結婚だぞ？　結婚だからな？　逃げようなんて思うなよ？　わかってるな？　冗じよう談だんでしたー、とか言うのも禁止だぞ？　自分に素す直なおになるんだぞ？　全すべては──』

　──ガチャ。

　柳楽は受話器を置いた。アホか、と思いながらテレビに目を向ける。

　──プルルルルルル！

　再び電話が鳴る。この時間だから相手は同じだろう。柳楽は受話器を持ち上げると、

　──ガチャ。

　即座に受話器を戻した。──が、数秒後にまた電話が鳴り出す。

　──プルルルルルル！　──ガチャ。

　──プルルルルルル！　──ガチャ。

　──プルルルルルル！

「しつこいんだよぉぉぉ！　言われなくてもお前とは絶交だぁぁぁ────っ！」

　柳なぎ楽らは電話の相手に大声で罵ば声せいを吐くと、受話器を思いっきり叩たたきつけた。そして、すかさず電話台の裏側に回り、ジャックから電でん話わ線せんを引き抜いた。

　──ふぅ、これでよしっと。さー、テレビの続きを見よーっと。

　柳楽は都合の悪いことはすぐに忘れてしまう。この奇妙な電話のことも風ふ呂ろ上がりにマンゴージュースを飲んでいるころにはすっかり忘れてしまっていた。




　　　　☆　☆　☆




「──素す晴ばらしい」

　予よ鈴れいが鳴るまであと五分。クラスメイトが教室へ雪崩なだれのように駆かけ込んでくる時間帯。

　柳楽は窓まど際ぎわの一席に座る、一人ひとりの女子生徒の横顔に集中していた。

　朝あさ霧ぎりシズホ──

　いついかなるときも表情を崩さない黒髪のクールビューティー。入学当初から柳楽が「心のオアシス」に指定している容よう姿し偏へん差さ値ち「85」の歴史に残る偉大な芸術品だ。誰だれともつるまない孤高の存在である朝霧は高校進学以前の情報が皆かい無むで、他県から南な雲ぐも高校を受じゆ験けんしたという説が今のところ有力である。柳楽は、妄想の中ではすでに何度も朝霧に「好きです」と告白されているのだが……入学して一ヶ月以上も経たつというのに未いまだに「おはよう」以外の言葉を交わしたことがない。

　──朝霧さんの制服姿は最高だ……癒いやされる。白い制服に黒い髪……はっきり言ってこの組み合わせは最強だ。……おい、そこの小汚い茶髪の女子。朝霧さんを見習え。そして敬うやまえ。

　南雲高校の女子の制服は白のセーラーだ。こう説明すると大たい抵ていの人間は紺こん色いろとか灰はい色いろのスカートを想像してしまうようなのだが、女子のスカートはセーラー服と同じ白だ。上も下も眩まばゆいばかりの純白なのである。セーラー服の襟えりと腕の部分には黒いラインが入っていて、胸元のリボンは他校のセーラー服と比べるとやや大きめで、色は赤。かなり目立つ制服と言える。それに引き換え男子はいたって平凡だ。グレーのズボンに白いシャツ。夏はポロシャツになるのでネクタイは締しめなくてもいいが、それ以外の季節はネクタイの着用が必ひつ須すとなる。

　柳楽がこの春から通っている南雲高校は私立の名門校だ（今は名ばかりだが）。

　生徒数は三学年合わせて約千五百人。規き模ぼはそこそこ大きい。

　南な雲ぐも高校は伝統的に『緩ゆるい』ことで有名だ。何が緩いの？　──そんなことを訊きかれても困る。とにかく緩いのだ。ズレている、と言い換えてもいいかもしれない。

「──柳なぎ楽ら先生、おはようございます」

　朝の日につ課か、「オアシス朝あさ霧ぎりの観かん賞しよう」を続けていると、いつの間にか猫ねこ矢やが側そばに立っていた。

「本日は柳楽先生の数学のノートをお借りできないものかと思いまして……」

　猫矢は自分の席（柳楽の隣となりだ）に鞄かばんを置くと、柳楽に擦すり寄ってきた。

　宿題を自力で片付けることができなかったのだろう。──哀あわれな奴やつ。

「フフフ……よかろう。過去のことは水に流そうではないか、ねこやん殿どの」

　朝霧の制服姿（実は太ふと股ももばかり見ている）に癒いやされ超ゴキゲンだった柳楽は快こころよく親友にノートを貸した。ただし無料ではない。柳楽はノートを手渡すとき「ミックスサンド」とつぶやいた。猫矢は「酷ひどい……」と嘆なげいたが、最終的には柳楽の交換条件を渋しぶ々しぶ受け入れた。

　──今日きようは幸さい先さきいいねぇ。朝霧さんの太股が拝おがめて、昼飯代も浮いて……。

　柳楽はニコニコだった。ウキウキだった。ワクワクだった。

　ところが──その生なま温ぬるい幸福はあっけなく打うち砕くだかれた。

　奴が現れたのだ。あの女が──

「全員、席につけ。ＳＨＲを始めるぞ」

　予よ鈴れいが鳴った直後、いつもは何分か遅れてやってくる担任教師の川かわ添ぞえが教室に飛び込んできた。なんだかせかせかしている。連絡事項が多いのかもしれない。談だん笑しようしていた生徒たちが慌あわてて席に戻る。隣の猫矢が、「ようやく終わった……」と脱力し、ノートを閉じた。

「急な話なんだが、うちのクラスに転入生……いや、留学生だな」

　担任のその発言に室内が沸いた。女子も男子も等しく顔を綻ほころばせている。

　柳楽はその話を適当に聞き流していた。彼は未いまだに朝霧の横顔を観察している。

　──何が留学生だ。どいつもこいつも黄き色いろい声を出しやがって。朝霧さん以上に素す晴ばらしい人間がこの世に存在するとでも思ってるのか？　存在しねぇよ！

「えーと、じゃあ、中に入ってきて」

　わざわざ廊下に待たせていたようだ。担任の川添は演えん劇げき部ぶの顧こ問もんをしているだけあって、演出には凝こるタイプだ。お約束的な演出を好むようで、捻ひねりが足りない、とよく批判される。

　──ガラガラガラ！

　ドアが開いた……普通は開けないほうのドアが。受けを狙ねらったのかどうかは不明だが、生徒たちの反応はよかった。あははは、と好意的な笑いで留学生を迎え入れた。

　が──その笑いはすぐにため息混じりの歓かん声せいへと変わった。

「綺き麗れいだ！」「美人だ！」「金髪だ！」「天使だ！」などと男子生徒の多くは歓喜している。

　ミーハーな奴らめ、と柳楽は男どもを軽けい蔑べつする。

「──えー、留学生の……モニカ・ロスチャイルドさんだ」

　柳なぎ楽らは担任が「モニカ……」と口にした瞬しゆん間かん、反射的に顔を上げていた。

　──な、な、何ぃぃぃ！　モニカだって────っ!?

　視し線せんの先、恰かつ幅ぷくのいい担任の真横にモニカが立っていた。

　同姓同名の別人ではない。間違いなくあのモニカだ。昨日きのう、歩道橋の脇わきに血まみれの状態で倒れていた……柳楽の言うことをホイホイ信じて頷うなずいていたあのモニカだ。

「ねえ、ナギラ。あの子ってもしかして昨日の──」猫ねこ矢やが柳楽に耳打ちする。

「……そ、そうか。ねこやんも気づいたか」

「うん、僕は記き憶おく力りよくがいいからね。……ゾンビ、だよね？」

「──だからゾンビじゃねーって！」

　猫矢の額ひたいをぺしっと叩たたく。わりと本気で叩いた。

「よーし、時間に余裕があるようだから、質問コーナーの時間にしよう」

　担任が急にそんなことを言い出した。これも演出の一いつ環かんだろうか。

「はいはい！　モニカさんはどこの国から来たんですか？」男子生徒Ａの質問（元気いいな）。

「うちゅ……いえ、ヨーロッパのほうから参りました」モニカの回答（うちゅ？）。

「ヨーロッパのなんという国ですか？」男子生徒Ａの質問（しつこい）。

「某ぼう国こく……です。これ以上は訊きかないでください」モニカの回答（神妙）。

「えーと、その……ちらっと見えちゃったんですけど、後頭部にガーゼのようなものを貼はっていますよね？　……怪け我がですか？」女子生徒Ａの質問（ぶしつけ）。

「トラックが……いえ、段差につまずいて頭を打ちました」モニカの回答（トラック？）。

「日本語お上手じようずですね」女子生徒Ｂの質問（質問か？）。

「宇宙船の中で……いえ、専属の講こう師しから指し導どうを受けました」モニカの回答（宇宙船？）。

　──誰だれかその女にツッコミを浴びせろよ！　変なこと言ってるだろ！　真実を問いただせ！

　そんな柳楽の心の叫びは誰にも届かない。質疑応答は続行された。

「好きな食べ物はなんですか？」男子生徒Ｂの質問（普通）。

「最近のお気に入りは納なつ豆とうプリンなのです」モニカの回答（その組み合わせはアウトだろ！）。

「どうして日本に留学を？」猫矢の質問（お前も質問するか）。

「それは……」

　モニカは一瞬、言葉に詰まったが──

「──へっくしゅ！」

　可愛かわいらしいくしゃみをした。わざとではないだろう。天然だから。

　そんなわけで仕切り直し。モニカは改めて猫矢の質問に答えた。……爆ばく弾だん発言でもって。

「──日本にやってきた理由……それは、結婚相手を探すためです！」

　ザワザワザワ──。

　室内にどよめきが広がった。担任が困こん惑わく顔がおで頬ほおを掻かく。そりゃ、誰だって困る。

　──結婚……なんだか嫌いやな予感がするな。いや、俺おれにはなんの関係もないはずだ……。

「実は……もう相手は決まっています」

　モニカがはにかみながら小声でつぶやいた。

　──相手は決まっている？　それってまさか……。

　柳なぎ楽らは記き憶おくをたどりながら、教きよう壇だんの上に立つモニカに視し線せんを投じた。

　──うおっ、目が合った。……笑ってる？

　モニカは柳楽に微笑ほほえみかけながら、「よろしくお願ねがいします」と、その場で一礼した。

　きっと誰だれも気がつかなかっただろう。モニカが誰に頭を下げたのか──




　　　　☆　☆　☆




　朝のＳＨＲ終了後、危き機き感かんを覚えた柳楽はモニカから逃げるように教室を出たのだが──

「柳楽さん！」

　モニカが笑え顔がおで追いかけてきた。そして公衆の面前で、

「昨日きのうの約束……覚えていますよね？」

　そんなことを訊きいてくる。周囲の目をまったく気にしていない。

『おい、留学生と柳楽がなんか話してるぞ……』

『なんで変態指定の柳楽にあんな可愛かわいい子が……許せねぇ』

『柳楽なんてケツの穴に単一電池を詰め込んで死ねばいいのに！』

『柳楽が幸せになることは法律で禁止されているはずなのに！』

　みんな言いたい放題だ。柳楽の普ふ段だんの素そ行こうが最悪だからだろう。

「さっそくですが、柳楽さん。この書類にサインを──」

　どこから取り出したのかモニカがピンク色の薄うすっぺらい紙とボールペンを差し出してきた。

　──約束……思い出したぜ。たしかに俺は勢いからモニカさんと結婚の約束を交わしてしまった。でもあれは、実家への強制送そう還かんを避けるための方ほう便べん。本心ではなかったのだが……。

「えーと……モニカさん？」

「なんでしょうか？」

　──ああ、なんて純真な子なんだ。まるで子犬のようだ。素す直なおにも程ほどがある。まったく、微み塵じんも、ちょっとも、少しも、一ミリたりとも……俺を疑っていないぞ、この目は。……というか、この子は俺と結婚の約束を交わしたからこの学校にやってきたのか？　いやいやいや、そんなわけがない。昨日の今日きようでそれは無理だろ。元々南な雲ぐも高校に留学の予定があって……たまたま俺と同じクラスに編へん入にゆうされた……んだよね？　そうだよね？

「あのー、柳楽さん？　私の話を聞いていましたか？」

「あー、約束ね。もちろん、覚えてるよ……」うぉー、まったくテンションが上がらん。

「結婚していただけるのですよね？」

「そのことなんだけどさ……」

　柳なぎ楽らは一いつ瞬しゆんで五通りの回答を思い浮かべた。

　──実は許嫁いいなずけがいるんだ。──実は結婚してるんだ。──実は女なんだ。──実は人間じゃないんだ。──実は医者から余よ命めい三ヶ月と宣告されているんだ。

　……どの回答もいずれはバレてしまうであろう下へ手たな言いい訳わけばかりだった。

　──ここは正直に話そう。嘘うそでした。本意ではなかったんです。──と。

　いつまでも隠し通せるようなことではない。とっとと本ほん音ねを伝えてしまおう。

「えーと、驚おどろかないで聞いてくれる？」

「はい？　なんでしょうか？」

「結婚の件なんだけど……」柳楽はモニカから目をそらした。「あれさ、なんていうかさ、本気じゃなかったっていうか……嘘も方ほう便べんというか……」

「本気じゃなかった？　嘘も方便？　……それはどういう意味ですか？」

「簡かん単たんに言うとさ……俺おれはモニカさんと結婚する気がない──ってことなんだよ」

「──結婚する気がない？」

「ごめんね。嘘なんかついちゃって……」

「──ど、どうしてですか……？　どうして私ではダメなのですか……？」

　見る見るうちにモニカの目に涙が溜たまっていく。

「私はそんなに魅み力りよくがありませんか？　それとも、何か気に入らないところでもあるのですか？　私の吐く息が臭くさいとか、髪の色が気に入らないとか、そういうことなのですか!?」

「えー、なんていうか……本能的に（危き機き感かんを覚えたから）？」

「……ほ、本能的に!?　本能のお導みちびきの結果なのですか────!?」

「うん……まあ……そういうことになるかな」

「そ、そんなの……そんなのって……そんなのって、あんまりですぅぅぅ────っ！」

　モニカがヒステリックな悲鳴を上げる。柳楽は思わず耳を塞ふさいでしまった。

　長い長い絶叫が途と切ぎれると、今度は静かにすすり泣き始めた。そしてその直後──

　──ガシャーン──っ！

　突然、廊下の窓ガラスが粉々に砕くだけ散った。

「うおっ──なんだぁ──っ!?」

　生徒たちの悲鳴の中、柳楽は飛び散った破片を回かい避ひしようと後方にステップした。だが──

　──ガシャーン──っ！

　移動した先でも同様に窓ガラスが音を立てて砕け散った。

「な、なんなんだ──っ!?」

　反転して前方に回避したが、不可解な現象は終わりをみなかった。

　──ガシャーン──っ！　──回かい避ひ！　──ガシャーン──っ！　──回避！　──ガシャーン──っ！　──回避！　──ガシャーン──っ！　──回避！

　柳なぎ楽らは廊下を全力疾しつ走そうした。ガラスの割れる音と生徒の悲鳴が背後から津波のように追いかけてくる。柳楽は廊下の端まで移動すると、階段を使って二階から三階へと駆かけ上がった。立ち止まると逆に危ないような気がしたのだ。

　──ガシャーン──っ！

　踊り場の窓ガラスが割れたとき、柳楽はあることに気づいた。

　窓ガラスの破損は自分に反応して起きている、ということに。

「なるほど……ってことは──」

　柳楽は三階に到達すると迷わず四階に向かった。その途中、当然のように踊り場の窓ガラスが割れた。もう何枚割れたことか。被ひ害がい総そう額がくは計り知れない。

「──ふー、ここまで来れば安心だな」

　柳楽がやってきたのは一年生校舎の屋上。たしかに屋上には窓ガラスはないが──

「ん？　なんだあれ？」

　大きく背伸びをして澄すみ切った青空を見上げていると、上空から『何か』が降ってきた。

　丸いので野球のボールかな、と最初は思った。しかしその『何か』はどんどん大きくなっていき、ハンドボールくらいの大きさになり、バスケットボールくらいの大きさになり──最終的に車のタイヤくらいの大きさになった。巨大な岩の塊かたまり。どう見ても隕いん石せきだ。

「こ、こ、こ、こっちに向かってるぅぅぅぅ──っ!?」

　慌あわてふためき絶叫している間にも隕石はぐんぐん近づいてくる。

「だ、だ、だ、ダメだぁぁ！　足が動かないぃぃぃ！　このままでは死ぬ──っ!?」

　柳楽が死を覚悟したそのとき──

「避けろ────っ！」

　誰だれかが大声で叫びながら柳楽を背後から抱きかかえ、屋上のコンクリートの上をゴロゴロと五メートルくらい転がり、端っこのフェンスにぶち当たってようやく停止した。

「いててっ…………ん……？　あんたは……？」

　目を開けると、赤いジャケットを羽は織おったショートカットの女が柳楽の上半身にまたがっていた。異国の血が混じっているのか、柳楽を見下ろす二つの瞳ひとみは極端に色素が薄うすかった。柳楽よりもいくつか年上だろう。二十歳前後ではないかと思われる。

「私は昨夜ゆうべ、貴様に電話をかけた者だ」

「──あ、あの電話はあんたの仕し業わざか──っ!!」

「叫ぶな。うるさい」女が馬乗りのまま柳楽の頬ほおをパシッと叩たたく。「私の名前はリリアン・レッドフォード。王女様の側近だ。教育係でもある」

「……王女様？」

「モニカ様のことだ。あのお方はクレメンツという大国の次期女王なのだ」

「……胡う散さん臭くさいな。そんな名前の国は聞いたことないぞ？」

「胡散臭いか……ならばもっと胡散臭い話をしてやろうか？」

　そう言って微笑ほほえみながら太ふと股ももに力を入れ、柳なぎ楽らの上半身を束そく縛ばくする。

　──太股！　太股！　太股！　ああ、あなたこそが女王様なのでは？（女王様違い）。

「いいか？　私とモニカ様は貴様ら地球人が言うところの『宇宙人』なのだ」

「………………プッ」思わず笑ってしまった。「……いい病院紹介してやろうか？」

「信じたくなければそれでもいい。……今はそれどころではないからな」

「は？　なんだって？」

「──言っておくが、諸しよ悪あくの根源は貴様なのだぞ？」

　リリアンと名乗った女が柳楽を突き放し、すっと立ち上がる。赤いジャケットの内側には極端に丈たけの短いグレーのスカートとシンプルなデザインの白いシャツを合わせていた。長身の女性をイメージしていたが、身長百七十三センチの柳楽よりもずっと低かった。とはいえ女性としては平均的な身長だと思う。

「モニカ様は現女王の溺でき愛あいを受け、宇宙一素す直なおな女性に育った。……それは喜ばしいことなのだが……しかしモニカ様は世せ間けん知しらずゆえに打たれ弱い。泣き虫なのだ」

「たしかにそんな感じだが……」

　宇宙人云うん々ぬんは到とう底てい信じられないが、モニカの性格はリリアンの言う通りだと思う。

「モニカ様は子供と同じなのだ。……子供が駄だ々だをこねるとどうなる？」

「えっと……泣き叫ぶ？」

「そうだ。モニカ様も泣き叫ぶ」リリアンは暗い面おも持もちで柳楽を見据え、「……そして、悲しみが絶望に変わるとモニカ様は暴ぼう走そうしてしまう──」

「暴走？」なんだか嫌いやな予感がする。予感というか確かく信しんに近い。

「厄やつ介かいなことに……クレメンツの王族には『ヴォルフの血』が流れているのだ」

「な、なんだそれは……」聞きなれない単語が飛び出した。

「『ヴォルフ』とは地球語に置き換えると『悪あく魔ま』のことだ。概がい念ねん的てきにも似たようなものだな」

「悪魔……」

　宇宙人の次は悪魔。さらに胡散臭いことになってきた。──つーか、大丈夫かこの人？

「で、その『ヴォルフの血』ってなんなんだ？」一応、訊きいてみる。

「それはな……」リリアンはたっぷり間を置くと、「『ヴォルフの血』はこの世のありとあらゆる不幸を呼び寄せる、どす黒い血！　宇宙史上、最低最悪と言っても過言ではない、とってもやばい感じの殺さつ戮りくの血なのだ──っ！」

「……おい」言い方があまりにも酷ひどかったので柳楽はすかさずツッコんだ。「最低最悪って……あんたのところの王族たちの血筋のことだろ？　敬意がまるで感じられないんだが──」

「敬意なんか払えるか！　クレメンツは女王主しゆ導どうによる軍事国家なんだぞ──っ!?　現女王は『ヴォルフの血』の力を乱用して、やりたい放題やっている！　すでに全宇宙の四割を掌しよう握あくしているんだぞ？　はっきり言ってバカだぞ!?　バカが頂点に立つバカ国家だぞ!?」

「す、すみません……お勤つとめご苦労様です」反射的に謝あやまってしまった。

「そんなことはどうでもいいんだ！　早くモニカ様に謝れ！　そして、結婚するんだ！」

「えー、やだよぉ……」

「──何が……やだよぉ……だ！　いいか、地球人！　貴様らには馴な染じみがないだろうが、クレメンツの住人は王族に限らず、結婚相手を遺い伝でん子しの良よし悪あしで選ぶのだ。地球人は『レンアイ』とかいう妙な過程を経て結婚に至るようだが……とにかく、貴様はモニカ様に選ばれたのだ！　ぐだぐだ言わずに結婚しろ！」

「いや……そんなこと言われても……」

「貴様はすでにモニカ様の暴ぼう走そうを目まの当あたりにしているだろう？　どうして物理的な干かん渉しようを伴わず窓ガラスが割れたのか、理由を説明できるか？　ポルターガイスト現象か？　それとも見えない誰だれかが叩たたき割ったのか？」

「そ、それは……」

「そこを見てみろ」リリアンが柳なぎ楽らを無理やり立たせる。「フェンスのところだ。──どうだ？　えぐれているだろう？　さっき、空から降ってきた隕いん石せきがフェンスを破は壊かいしたのだ」

「──い、隕石だって？」

「言っただろう！　モニカ様はありとあらゆる災害を無む意い識しきのうちに招き寄せてしまうのだ！　台風に地じ震しんに竜たつ巻まきに津波に隕石！　災害の組み合わせは無限大！」

「そんな無限大は嫌いやだ──っ！」

「見ろ！　また降ってきたぞ！　中庭に落ちる！」

　ドーン！　という複数の衝しよう撃げき音おんが辺あたりに轟とどろいた。

　フェンスににじり寄ると、再び衝撃音が響ひびき渡り、校舎が揺れ動いた。フェンス越しに中庭を見下ろすと、巨大な隕石が中庭のソメイヨシノを直撃し、斜めに傾いたソメイヨシノが校舎の窓ガラスを突き破っていた。もうメチャクチャだ。そんなメチャクチャな最さ中なか、さらなる隕石が上空から落下してきた。今度は一つや二つではない。無数に降ってきた。それら大量の隕石はグラウンドに次から次へと巨大な穴を開けていき──

「こ、こ、これが噂うわさに聞く隕石文字なのか!?　──って、んなもんあるか！」

　落下した数十個の隕石はグラウンドの中央に『凶きよう』という不ふ吉きつな文字を描いていた。

　──そんな器用な落ち方しなくてもいいから！

　大だい胆たんに攻めたいのか、それとも繊せん細さいに攻めたいのか、はっきりして欲しい、と柳楽は思う。

『──柳楽さん！　柳楽さんはどこですか！』

　隕いん石せきの落下が一段落したころ、柳なぎ楽らを呼ぶモニカの声が聞こえてきた。屋上に続く階段のほうからだ。だんだん声が近づいてくる。どうやら彼女は屋上に向かっているようだ。

「おい、貴様！　チャンスだぞ！　早くモニカ様と結婚の約束を交わすんだ！」

「結婚以外に何か方法はないのかよ!?」

「ない！　観かん念ねんして結婚しろ！　そして災害を食い止めろ！　私はまだ死にたくないんだ！」

「我わが身がそんなに大事ですか……！」

　結婚か死か。柳楽は究極の選せん択たくを迫られた。

　──いや……待て。本当にそうなのか？　他ほかに選択肢しはないのか？

　柳楽はグラウンドの惨さん事じを横目で眺めながら冷静に思し案あんした。

　──遺い伝でん子し。結婚。恋愛……ん？　恋愛？　待てよ？　もしかしてこれは……。

「リリアンさん……一つ訊きくけど、あんたらは本当に『恋愛』を知らないのか？」

「話をそらすな。覚悟を決めろ」

「大事なことなんだよ。答えてくれ」

「……ああ、そうだ」渋しぶ々しぶといった感じでリリアンが答える。「『レンアイ』という概がい念ねんは知らない。我われ々われは遺伝子の優ゆう劣れつのみでパートナーを選ぶ」

「そうか……だったら……」

　モニカは『恋愛』という概念を知らない。正直、今日きようは信じられないことばかりだが、これまでのモニカの言動から察するにそれだけは事実のようだ。どうして知らないのか？　理由はこの際どうでもいい。それはあとから考えよう。

「おい、何を悩んでいる！　急がないと大変なことになるぞ！」

「──いや……大丈夫だ。これなら……いけるはずだ」

「どうしたんだ？　何が大丈夫なんだ？」

「フフフ……」柳楽は不気味に微笑ほほえみながらリリアンを見やった。「──安心してくれ、リリアンさん！　この俺おれが見事、王女様の悲しみを打ち消して見せる！」

「ま、まさか……貴様？　モニカ様を説得しようと言うのか？　──バカなことは止やめろ！　説得など無理に決まっている！　余計、状況が悪くなるだけだ！」

「勝算はある！　平気だ！」五十パーセントくらいだけど。

　柳楽は咄とつ嗟さに思いついたアイデアを頭の中で一度整せい理りすると、それを明めい確かくに順序立てた。

「──酷ひどいです、柳楽さん！　どうして私から逃げるのですか!?」

　準備が整ととのったころ、ちょうどよくモニカが屋上に姿を現した。

　校内中を走り回ったのか、髪の毛が豪ごう快かいに乱れていた。

「モニカさん……俺の話を聞いてくれ」

「…………柳楽……さん……？」

「うん、柳楽さんです」変な相あい槌づちを打つ。作戦開始だ。「モニカさん、俺たち地球人は結婚相手を遺い伝でん子しの良よし悪あしで選んだりはしないんだ」

「……え？　どうしてですか？」

　──よし、食いついたぞ。興きよう味みを示してくれた。

「地球には地球の常じよう識しきがあるんだよ」

「常識ですか……？」

「そうそう。俺おれたちは遺伝子で結婚相手を選ぶっていう習性がない。だから、『あなたの遺伝子はとても素す晴ばらしい。是ぜ非ひとも私と結婚してください』って言ったって、誰だれも納得してくれないと思うんだよね。もちろん、俺も納得できない」

「そんな……それでは一体どうすればいいのですか？」

「簡かん単たんだよ。地球人の常識に従えばいいんだ。そうすれば誰も不自然に思わない」

「なるほどです……」モニカはあっさりと納得してくれた。「それで……地球の方々はどうやって結婚相手を選ぶのですか？」

「それはね──愛だよ」間を置いてクールに決めた。

「あい？」

「そうなんだ。地球人は『愛』を目安に結婚相手を選ぶんだ。『遺伝子』じゃなしに」

「……そうなのですか。地球人は『アイ』なのですか」

　モニカはいつの間にかピンク色のカバーの手帳を開き、メモを取り始めていた。
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　──なんだか小学生を相手にしてるみたいで疲れるな。というか、屁へ理り屈くつしか能がないこの俺おれがなんの捻ひねりも加えず、大おお真ま面じ目めに愛を語ることになるとは……人生ってわからないね。

「柳なぎ楽らさん。それで……愛とは一体どのようなものなのですか？」

「残念ながら、それは誰だれにもわからない」今度は哲学者っぽく決めてみた。「神は死んだんだ」

「かみはしんだ……？」

「愛は目に見えないものなんだよ」

「目に見えない？　ではどのような方法を用いて愛を発見するのですか？」

「感じ取るんだ！　自分の第六感を信じて！」

「第六感を信じる……？」

　柳楽の月並みなセリフに驚きよう愕がくするモニカ。カルチャーショックを受けたようだ。

「愛を感じ取ったら結婚なのですか……？」

「モニカさん、愛は遺い伝でん子しとは違う！　愛は不変ではないんだ！　変化するんだ！　一年後の愛と二年後の愛と十年後の愛が同質のものであるとは限らないんだ！」

「愛は不変ではない──っ!?」モニカが手帳を落とした。ガクガクと打うち震ふるえている。

「遺伝子は変化しない！　故ゆえに優すぐれた遺伝子の持ち主を発見したら即そく結婚！　それがキミたちの常じよう識しき！　しかし！　愛は時間の変化と共ともに形を変えていくもの……だから地球人は異性に愛を感じても、すぐには結婚に踏み切らない！」

「すぐには結婚に踏み切らない！」なぜか復唱するモニカ。「踏み切らない！」

「そうそう……そうなんだ──」柳楽は口く調ちようを抑おさえた。「でね、結婚の一歩手前に、お試し期間というのがあって……それを恋人期間と言うんだ」

「恋人期間中は何をするのですか？」

「お互いの愛を確かく認にんし合って、それが『結婚に値する愛』なのかどうかを見み極きわめるんだ」

「見極める……なるほど。愛とはとても不安定なものなのですね……儚はかないです」

　憂うれいの表情を浮かべ、両手で肩を抱く。

　ピュアな子だな、と柳楽は思った。

「えーと、とりあえず……そんな感じなんだけど……わかってくれたかな？」

「はい！　理解しました！　目が覚めるような思いです！」

　なんの意味があるのか、その場でくるくると回転し始めるモニカ。空気を孕はらんだプリーツスカートが傘かさみたいにパサッと広がり、膝ひざから上の白い太ふと股ももが露あらわになった。

「うんうん、それはよかった」

「私は……この地球で愛を極めることにします！」

「うんうん、そうしなよ。俺も協力するからさ」




「それでは、私と柳楽さんは今日きようから恋人同士ということになりますねっ！」




「………………………………え？　なんで？」

「お試し期間なのでしょう？　愛を確かく認にんし合うのでしょう？」

「……うん、まあ……そうだね……」

　思わず頷うなずいてしまった。付き合うくらいならいいか、と思わなくもないが、そのままなし崩し的に結婚ということになってしまいそうで恐こわい。モニカ個人には大変興きよう味みがあるが、彼女のバックには全宇宙の四割を手中に治める女王様がいるわけで、ここは一つでもいいから何か逃げ道を作っておくべきかもしれない──

「愛を極きわめたあかつきには結婚ですね！　目標設定完了なのです！　ロックオンなのです！」

「あの……必ずしも結婚するというわけでは。……というか俺おれの話……聞いてた？」

「あっ！　そうです！　式は地球で挙げましょう！　海の見える教会なんかいいですね！」

「…………海の見える教会って……いかにも最近の若者が好みそうなロケーションだね……」

　どうやらモニカの中では、柳なぎ楽らと結婚することは決定事項らしい。

　──説得の意味、まるでなかったな。……今すぐ結婚ってことにはならなさそうだけど。

　結婚の二文字を打ち消すことはできなかったが、モニカは地球に滞在し、「愛を極める」つもりでいるようなので、多少の猶ゆう予よは得られたことになる。

「あっ！　もう授業が始まっている時間ですね！　柳楽さん、早く教室に戻りましょう！」

　モニカが小走りで校舎の中に引き返す。

「…………はぁー」

　柳楽は濁にごった息を吐き出し、屋上の新しん鮮せんな空気を体内に取り入れた。

　くるっと身体からだを反転させると、背後に立っていたリリアンが柳楽を見つめていた。

　問題はいくつか残ったが、とりあえずモニカに笑え顔がおは戻った。少しくらいは見直してくれるのではないか、と思ったが──

　なぜかリリアンは笑顔を浮かべていなかった。鬼の形ぎよう相そうで柳楽を睨にらんでいた。

「このミジンコ野郎──っ！　とんでもないことをしてくれたな──っ！」

　リリアンは子供じみた罵ば声せいを吐くと、柳楽の胸むな倉ぐらを強引につかみ、そのままぐいっと持ち上げ、二度三度と乱らん暴ぼうに上下させた。とても女性の力とは思えない。

「──私はな！　モニカ様の結婚相手が見つかるまで故郷に帰れないんだぞ!?　私は早く今の任務から解放されたいんだ！　……これまで……これまで何度死にかけたことか！　今回だけではないんだぞ？　何度も死に目に遭あっているんだぞ？　貴様に私の苦労が理解できるのか？　理解できるというのか────っ!?」

「……あの、ちょっと……それ以上、揺さぶらないで──」

「滅びるぞ！　地球はいつか滅びる！　貴様の判断ミスによって滅びるぞ！」

「……や、やめてくれ……お、落ちる──」

　リリアンは柳なぎ楽らが気絶するまで上下に揺さぶり続けた。

　──だから結婚しろ結婚しろってうるさかったんだな、この人……。




　　　　☆　☆　☆




　その日の夜、シャンプーが切れていたことを思い出した柳楽は近所のコンビニへ向かった。ドラッグストアと比べると品しな揃ぞろえは悪かったが、柳楽が使っているシャンプーはそのコンビニでも取り扱っていた。

　外へ出ようと扉とびらを引くと、同じタイミングで店内に入ってきた赤いジャケットの女と目が合った。……明るいブラウンの髪。ショートカット。つり上がった目。

「──あんたみたいな人でもコンビニとか利用するんだ？」

　リリアンは「ふん……」と鼻で返事をし、柳楽から目をそむけた。




　柳楽はコンビニの外の駐ちゆう車しや場じようでリリアンが買い物を終えるのを待った。リリアンは数分ほどで出てきた。しかし、柳楽を無視して歩き出す。コンビニの袋を揺らしながら。

「ねえ、リリアンさん──」

　柳楽は小走りであとを追い、赤い背中に呼びかけた。訊ききたいことがいくつかあった。

「…………」

　彼女は振り向きもしない。昼間のことをまだ根に持っているのだろう。

「昨日きのう、血まみれのモニカさんを拾ったんだ」

「……らしいな」ようやく返事があった。

「なんで血まみれだったのかな。リリアンさん、何か知ってる？」

「……ガイドブックをお読みになったのだ」

「ガイドブック？　それって……」

　──モニカさんのバッグに入ってた、あの分厚い本のことか？

「『地球観かん光こうガイドブック』という本だ。辺境の惑わく星せいということで地球へ旅立つ数日前に購こう入にゆうしたのだ。地球に関してはほとんど情報を持っていなかったからな」

「で、そのガイドブックを読んだら、どうして頭から血を流す羽は目めに？」

「モニカ様は昨日、外出される前にこう言っておられた。『地球の重力はクレメンツの半分しかないそうですよ？』とな」

「……えっと……なんだか嫌いやな予感がするんだけど」

「五階建てのビルから飛び降りたと聞いた」

「──おいおいおい……」

「過って頭から落下してしまったと聞いた」

「──おいおいおいおいおい──っ！」

「大丈夫だ。あのガイドブックに書いてあることはでたらめだ。地球の重力はクレメンツの四分の一程度だ。ビルの五階程度なら死にはしない」

「──そういう問題じゃねーだろ──っ！」

「案ずるな。我われ々われは地球人よりもずっと頑がん丈じようにできている。血液だって半分くらい失ってもどうということはない。自し然ぜん治ち癒ゆ力りよくも地球人とは比較にならないほど優すぐれている」

「──だからそういう問題じゃないんだけど……いや……もういいです……」

　もはやどんな反はん論ろんの言葉を用いたところで、モニカの超人的な体質を否定することは不可能だ。モニカは柳なぎ楽らたち地球人とは何かが根本的に違う。価か値ち観かんの相違はもちろんのこと、リリアンが言うように肉体的にも多くの相違点があるのだろう。彼女たちは宇宙人なのだ──

「あのガイドブックは近々処分しておく。まったく当てにならないようだからな」

「そうしてくれ……」

　不安要素はできるだけ少ないほうがいい。モニカは疑うということを知らないから、どんなにバカげた内容でも「なるほどです！」と納得してしまうに違いない。

「あー、そうそう。もう一つ訊ききたいんだけど、『マナフの遺い伝でん子し』ってなんなの？」

「『マナフ』という言葉を地球語に置き換えるのは難むずかしいが……一番近い表現は『神』だな」

「……神か」

「『マナフの遺伝子』にはこの世のありとあらゆる幸運を引き寄せる力がある。クレメンツの王族に伝わる『ヴォルフの血』に匹ひつ敵てきする特別な力を秘めた遺伝子だ」

「……俺おれはその遺伝子を持ってるわけ？」

「指ゆび輪わが反応したのだから、まず間違いないだろう。……だが、『マナフの遺伝子』はそれ単体ではなんの意味もなさない。だから貴様は普通の人間となんら変わるところはないはずだ」

「単体では……？」

「『マナフの遺伝子』は『ヴォルフの血』に反応して目覚める仕組みになっている」

「えーと、それって……要ようは俺とモニカさんの間に生まれてくる子供に力が宿るってこと？」

「そういうことだ」リリアンは前を向いたまま頷うなずいた。「女王様は全宇宙を支配することを望んでおられる。そのためには優ゆう秀しゆうな遺伝子が必要なのだ。『ヴォルフの血』は不幸を呼び、『マナフの遺伝子』は幸運を呼び起こす」

「欲張りな女王様だ。悪あく魔まの力だけでは飽あき足らず、神様の力まで手に入れようだなんて」

　神様と悪魔が合体したら、プラスマイナスゼロで普通の人間になったりしてな。

「一つ、いいことを教えてやろう。モニカ様が暴ぼう走そうするのは『人生に絶望』されたとき、つまり……自力での問題解決が困こん難なんなときだ」

「あ、じゃあ、クモが恐こわいとか、雷が恐いとか、そういうのは平気なんだ？」

「まず大丈夫なはずだ。そういった恐怖は一過性のものだからな」

「……ってことは……モニカさんは泣き虫ではあるけど、だからといっていつでも暴ぼう走そうするわけではないんだね。そっかそっか……それを聞いて安心したよ……」

　柳なぎ楽らはホッと胸を撫なで下ろした。

「──ところで貴様……どこまでついてくる気だ？」

「どこまでって言われても……俺おれ、そこのマンションに住んでるんだけど？」

　柳楽は灰はい色いろのブロック塀べいの向こう側にそびえ立つ高層マンションを指差した。

　高さ八十メートルを誇る市内有数の高層マンションだ。大手勤務とはいえ、どうして二十代の姉がこんな豪ごう華かなマンションに入居できるのか、柳楽は常々疑問に思っているのだが、余計なことを訊きくと追い出されかねないのでその疑問は胸の奥にしまっている。

「そうか……同じマンションに住んでいたのか」

「へ？　同じ？」

「十七階だ。１７０５号室」

「あ、あの……モニカさん……一度、俺の部へ屋やに来たんだけど、覚えてるかな？」

「忘れているだろう。モニカ様は極度の方向音おん痴ちだからな。事実、昨日きのうの夕方、『道に迷ったので迎えに来てください』と電話があった」

「──ってことは、モニカさん、あのあと……一度マンションを出たんだな。自分が暮らしてるマンションだとは気づかずに」

「たぶんな」

　──危ないところだった。モニカさんのことだからな。部屋番号を記き憶おくしていたら、昼ちゆう夜や問わず出入りしようとするはずだ。そんなことになったら……確かく実じつに実家へ強制送そう還かんだ。

「ところで──」リリアンの声が低くなる。「あの日、モニカ様と合流したとき、モニカ様が妙な服を着ておられたのだが、あのいかがわしい洋服はなんなのだ？」

「あ、あれは……身内が持ってた服だよ。男物を着せるわけにはいかなかったからさ……」

「声が上うわ擦ずっていないか？」

「き、気のせいじゃないかな……」自分の趣しゆ味みです、とは死んでも言えない。「あ、あの……リリアンさん？　同じマンションに住んでること、モニカさんには言わないでね？」

「ほう……」前を歩いていたリリアンが身体からだを捻ひねり、柳楽を見た。笑っている。「どうやら私は偶ぐう然ぜんにも貴様の弱みを握ったようだな」

「──ぐっ……」

「心配するな。他言はしない。……貴様が余計なことをしなければな？」

「それ脅きよう迫はくって言わない……？」

　最後まで気の抜けない一日だった。







　　　ＣＡＳＥ２　回らないお寿司と人間サンドイッチ




　しばしば友人たちから「ボケ倒しの妙みよう手しゆ」と評される柳なぎ楽らだが、宇宙からやってきたエキセントリックな少女は、柳楽がツッコミ役に回らざるを得ないほどのつわもので、知り合ってからというもの、「違うよ！」「それはないから！」「ありえないから！」「無理だから！」といった言葉を使う機き会かいが飛ひ躍やく的てきに増えた。

　たまにはボケてみたいのだが……当分は無理のようだ。




　その日も朝っぱらから大変な目に遭あった。

　交差点でモニカが歩行者用の信号ではなく車両用の信号を見て、

「青です。青は渡れ……なのです」

　とありえない間違いを犯し、右から走ってきたトラックに跳はね飛ばされたのだ。

「だ、だ、だ、大丈夫ですか────っ!?」

　運転席から降りてきたのはいかつい顔をした若い兄にいちゃんだった。身体からだはプロレスラー並みにごつかったが、状況が状況だけに顔のほうは青ざめていた。人を跳ね飛ばしてしまったのだから当たり前の反応と言えるが、モニカは五階建てのビルから飛び降りても平気なわけで、トラックに跳ね飛ばされた程度では死にはしない。

　柳楽はそのことを知っていたから、頭から血を流しているモニカを見てもさほど動揺はしなかったが、「この状況……どう切り抜けたらいいんだ」と別の意味で動揺していた。

「は、は、は、早く！　びょ、びょ、びょ、病院へ────っ！」

「……病院はノーなのです。病院はＮＧスポットなのです」

　モニカは首を振って病院行きを拒否した。柳楽と初めて出会ったときと同じように。

　リリアンにも言えることだが、モニカたちクレメンツ人は地球人とは微妙に身体構造が異なる。正体を知られると何かと厄やつ介かいなので、病院行きだけは避けなければならない。血液を採取されたらアウトだからな、とリリアンから言われている。

「びょ、びょ、びょ、病院へ────っ！」

「……病院には行かなくても大丈夫です」

「びょ、びょ、びょ、病院へ────っ！」

「たしかに私は頭から血を流していますけど……全然平気なのですよ？」

「びょ、びょ、びょ、びょおおおおおお──っ!?」

　トラックの兄ちゃんは斬ざん新しんな悲鳴を発しながら尻しり餅もちをついてしまった。

　モニカが平然と立ち上がったものだから、びっくりしたのだろう。

「本当に平気なのですよ？」モニカはその場で跳ちよう躍やくしてみせた。「──ほら！　この通り！　私はこんなにも元気なのです！　今すぐフルマラソンに挑戦することすら容易なのです！」

「……………………………………」

　トラックの兄にいちゃんは絶句しているようだったが、すぐに落ち着きを取り戻し、

「……で、でも……頭から血が……出てるし……」

「失われた血液は戻ってきません。諦あきらめて次のステージに進むべきです！」

「……次のステージに進む前に病院で輸ゆ血けつしたほうが……」

　トラックの兄ちゃんはモニカの自覚のないボケに見事な正せい論ろんで返した。

　──まずい、まずいぞ。最初は押してたけど、だんだん劣勢になってきた。もうごり押しは無理っぽい感じだし、騒さわぎが大きくなる前にこの場を離はなれたほうが利口かもしれないな……。

　柳楽がそんなふうに考えていると、

「えっと……あ、そうです！　見ていてください！」

　いきなりだった。何を思ったのかモニカが車道に飛び出した。

　危ない！　と思ったときにはもう遅かった。モニカは左から猛スピードで走ってきた青いスポーツカーに跳はね飛ばされた。今度は十メートルくらい吹っ飛んだ。

「「──うあああああああああ────っ！」」

　柳楽はトラックの兄ちゃんと声をそろえて絶叫した。

　さすがに今のはシャレになっていないだろう、と思ったが、

「ほら、平気だったでしょう？」

　見るからに出血量は増えていたが、モニカはピンピンしていた。

　──シャレですんじゃったよ！　っていうか、トラックの兄ちゃんドン引きだよ！

　間もなくグレーのスーツを着込んだ若い青年がスポーツカーから降りてきた。

　青年はトラックの兄ちゃんほどではないがやはり慌あわてていた。モニカはそんな青年に向かって、「病院はノーなのです」とさっきと同じパターンで対応し、青年がなかなか納得してくれないものだから、「見ていてください！」とまた車道に飛び出そうとした。やはりか、と事前に警けい戒かいしていた柳なぎ楽らはモニカに背後から抱きついて歩道側へ引き寄せた。そして──

「今のは全部冗じよう談だんです──っ！　冗談ですから──っ！」

　モニカの腕を引っ張って事故現場から逃げ出した。

　──冗談ですむわけねー……。




「……負の交通連れん鎖さだ」

　加害者二人ふたり（ある意味被害者）を撒まくと、路ろ地じ裏うらでモニカの怪け我がの手当てをした。

　といっても頭に包帯を巻くだけだ。本当は止血の必要さえないのだが、リアルタイムで怪我が治っていく様が観かん察さつできてしまうため、誰だれかに目もく撃げきされぬよう、モニカが怪我をしたときはこのように包帯を巻くようにしているのだ。

　ちなみにモニカは身体からだこそ丈夫だが、運動は大の苦にが手てのようで、足は極端に遅く、腕わん力りよくも人並み以下だ。肉体は鋼はがねのように強きよう靱じんなのに身体能力は地球人の平均以下……高重力下で育てば筋力も地球人以上に発達しそうなものだが、なぜかモニカは非力なのであった。

「こんなところで……何をしているんですか？」

　余った包帯を鞄かばんの中に押し込んでいると、誰だれかが表通りのほうから声をかけてきた。

　聞き覚えのある声だな、と思って背後を振り返ると、

「……朝あさ霧ぎり……さん？」

　表通りから姿を現したのはクラスメイトの朝霧シズホ。柳なぎ楽らの想おもい人びとだった。

　朝霧は後ろで手を組み、ゆったりとした足取りで柳楽たちに近づいてきた。白いプリーツスカートから伸びる二本の足は今日きようもうっとりするほど美しい。純和風の顔立ちの朝霧は欧米風の派は手でな雰囲気（宇宙人だが）を持ったモニカとは対照的におしとやかなイメージがある。

「ところで……大丈夫なんですか？」

「──え？」

「かなり勢いよく飛ばされていたみたいですけど」

　柳楽はギョッとした。朝霧の発言に含みが感じられたからだ。

　まるで全すべての事情を知っていて訊きいているような──

「モニカさん、車に跳はねられましたよね？」

「──見てたの!?」

「ええ、まあ」朝霧はこくりと頷うなずいた。「全ぜん編ぺんノーカットで」

　うわあああーん！　見られちゃった！　見られちゃったよぉぉぉぉ！

　十八歳未満は見ちゃいけないシーンだったのにぃぃぃぃぃぃ！（グロいから！）。

「モニカさん身体が丈夫なんですね。車に跳ねられても平気だなんて。びっくりしましたよ」

「──いやいやいや！　無理してボケなくてもいいから！　疑問に思ってくれていいから！」

「別に無理なんかしていませんけど……あの、私……何か変なこと言いました？」

　慌あわてふためく柳楽とは対照的に朝霧は平静を崩していない。落ち着いたものだった。

　──何事にも動じない神経の図太い人だって噂うわさがあったけど、どうも本当みたいだな……。

　これは猫ねこ矢やから聞いた話なのだが、学校に隕いん石せきが降ってきたあの日、みんなが校舎の外へ避ひ難なんする中、彼女はずっと教室で居眠りをしていたらしい。──誰だれか起こしてやれよ……。

「柳楽さん、そろそろ学校に行かないと遅ち刻こくしてしまいます」

　それまで貧血で地面に横たわっていたモニカがむくりと身体を起こした。何も考えていないとはわかっていても、モニカの上うわ目め遣づかいには男心をくすぐるものがある。

「あ、うん。そうだね。……えっと、朝霧さんも学校行くよね？」

「ええ、もちろんです」

　というわけで、一いつ緒しよに登校することになった。

　左には頭に包帯を巻いたブロンドの少女。右には誰だれもがため息をつくクールな黒髪少女。

　最強の布陣だ。これに勝まさる朝の登校シーンが存在するとは思えない。

「あの……柳なぎ楽ら君。一つ質問してもいいですか？」

　路ろ地じを出て間もなく朝あさ霧ぎりが話しかけてきた。たぶん初めて名前を呼ばれた。

「……は、はぃ？」緊きん張ちようで声が上うわ擦ずってしまう。「な、なんですか？」

「不ぶ躾しつけな質問で大変恐きよう縮しゆくなんですけど──」

「は、はい……」

「柳楽君とモニカさんは付き合っているんですか？」

「………………つ、つ、つ、ツキアッテナイデスヨォ……」

「では、噂うわさ通り……なんですか？」

「……そ、そ、ソウデスヨォ。ネ、ネェ、モニカサン？」

「はい！　その通りです！　私と柳楽さんは赤の他人！　なんの関係もありません！」

「他人は言い過ぎなのでは？」

「うん……他人ではないよ。正せい確かくに言うと母親の知り合いの娘さん……だね」

　モニカとの関係についてはクラスメイト（主おもに男子）から散さん々ざん質問を受けていた。今はもう収しゆう拾しゆうがついているが、当初はクラスの内外であれこれ憶おく測そくが飛び交った。

『アホで変態の柳楽とモニカさんってマジで付き合ってるの？』とか『柳楽ってアホだし変態だから信じたくはないけど……でも、あの二人ふたりっていつも一いつ緒しよにいるし……』とか『どうしてモニカさんみたいに綺き麗れいな人がアホで変態な柳楽なんかと……』とか──

　大変腹が立ったので、柳楽はある日、クラスの連中に向かってこう言ってやった。

「俺おれはアホじゃねぇぇぇぇよ！　変態でもねぇぇぇぇよ！　全員、悔くい改めろぉぉぉ！」

　柳楽的には譲ゆずれない点だったのだが、「それはない」とみんなに一いつ蹴しゆうされてしまった。

　噂のほうは、モニカが南な雲ぐも高校にやってきて一週間が経たつころには当初ささやかれていたものとはまるで正反対な内容に変わっていた。そして、それは結けつ論ろんとなった。

『どうやらアホで変態の柳楽はあの可愛かわいい留学生と付き合っているわけではないらしい』

　噂が沈静化したのは、モニカが柳楽との関係を決して口外しなかったからだ。

「日本人は慎つつしみ深いんだ。自慢みたいに聞こえちゃうから、俺たちの関係は他た言ごん無む用ようだよ？」

　柳楽はモニカにそう言い聞かせておいたのだ。モニカの性格からいって、「柳楽さんは私の恋人なのです！」と声高らかに宣言しかねない。そうなる前に手を打っておいたのだ。

　噂が否定された理由はもう一つある。それは柳楽の中学時代の友人たちが、

『つーか、柳楽に彼女ができるわけねーよ』『そりゃそうだ』『アホだからな』

『柳楽の親って変わってるし、外国人の知り合いがいたって別に不ふ思し議ぎじゃないよなー』

『そういやさー、柳楽の父親って手作りのイカダで太たい平へい洋ようを横断したことがあるんだよな』

『俺、本人と会ったことあるけど、あれは柳楽以上の変態だったぜ』

『母親は作家だよね。最近はワイドショーのコメンテーターとかバラエティなんかにも出演してるけど。あと討とう論ろん番組なんかにも』

『ああ、あのサングラスのババアだろ？』

『いつも黒い服着てる』『手元の指ゆび輪わが露ろ骨こつな』『ハスキーボイスの』

『人気はあるらしいけど、あのババアって言ってること恐こわいよな』

『あー、この前、司会者にものすごい剣けん幕まくで噛かみついてたよ。「あなたみたいな温室育ちのお坊っちゃんにダンボールハウスの温ぬくもりが理解できるはずがないのよ!?」ってわけのわかんないことで怒ってた』

　と、まあ……このように柳なぎ楽らの家庭環かん境きようを暴ばく露ろしたのである。その結果こうなった。

『あんな奴やつに彼女ができるわけがない。……というかなんか嫌いやだ』

　みんな柳楽を祝福したくなかったのだ。そういうことにしたかったのだろう。

「そういえば……モニカさんが転校してきた日の話なんですけど──」

　信号待ちをしていると朝あさ霧ぎりが話題を振ってきた。今日きようの朝霧はやけに多弁だ。

　──『今日の』といっても、今まで朝霧さんとまともに話したことないんだけど……。

「教きよう壇だんの上で質問責めにあったとき、たしかモニカさん……『結婚相手を探すために日本にやってきた』とか言っていましたよね？　あれは本当なんですか？」

「えっと……それは……」答えづらい質問だ。「なんというか……」

「すでに相手は決まっている……とも言っていましたよね？」

　朝霧は容疑者を問い詰める刑事みたいな顔をしていた。面おも白しろ半はん分ぶんで訊きいているような雰囲気ではない。まるで柳楽とモニカの仲を疑っているような──

「どういうことなのか説明してもらえませんか？」

「い、いや、違うんだ。あれは…………ジョーク。そう、ジョークだよ！」

「……ジョーク？　あれが？」

「と、当然だよ。……ね、ねえ？　モニカさん？」

　柳楽はモニカの肩を二度叩たたいた。正直に答えてはいけない、というサインなのである。

　──頼む、モニカさん。今こそ空気を読んでくれ。上手じようずに嘘うそをついてくれぇ！

「はい！　その通りです！　私と柳楽さんは赤の他人！　なんの関係もありません！」

「……………………で、ですよねぇ」

　──うわーん！　それ最初に言ったよーっ！　もう使えないネタだよーっ！

　場の空気は緩ゆるんだが、朝霧が不信感を強めたのは言うまでもない。




　　　　☆　☆　☆




　その日の夜、大切な話があるので会って話がしたい、とモニカから電話があったので、柳楽は夕食後、エレベーターで十七階に上がった。リリアンに教えてもらった部へ屋や番号、１７０５号室の前に立つと、柳なぎ楽らは深呼吸を一つしてからチャイムを鳴らした。……しかし、いつまで経たっても返事はなく、誰だれも出てこなかった。

　試しにドアノブを捻ひねってみると、なんの抵抗もなくすんなりと回った。無用心だな、と思いながら玄関に頭だけ突っ込み、「も、モニカさーん？　いるのー？」と呼びかけた。しばらく待ってみたがやはり無反応。誰も姿を現さない。これは何かの事件かもしれない、と心配になった柳楽はモニカの無事をたしかめるため、無断で部屋に上がり込んだ。

「モニカさん……何やってるの？」

　リビングを覗のぞき込むと、体たい操そう着ぎ姿のモニカが膝ひざを伸ばした格好でフローリングの上に座り込み、つま先に向かって両手を伸ばしていた。

「じゅ……柔じゆう軟なん体操……なのです」

　モニカの顔は赤く上気していた。うーん、うーん、と唸うなりながら一いつ生しよう懸けん命めいに手を伸ばしているが、彼女の上半身はほとんど垂直方向を向いていた。全身に力が入っているからか、表情は苦しげで、首から上をズームアップしたら、いかがわしい行為の真っ最中のように見えないこともない。こう、なんというか、オブラートに包んだ表現をするなら、『もっと前に！　もっと前に突き出してください！』みたいな感じ。柔軟体操だけに。

「モニカさん、それ毎日やってるの？」

「いえ……」モニカは柔軟体操を一時中断し、「身体からだが硬いと怪け我がをしやすくなる、と体育の先生が仰おつしやっていたので、今日きようから柔軟体操をすることに決めたのです」

「それはいいことだよ。素す晴ばらしいことだよ」

「身体が柔らかくなれば車に跳はねられても怪我をしないですみます」

「……えーと、むしろ車に跳ねられないよう心がけるべきでは？」

　目標の設定からして間違っているような気がするが、身体が柔らかくなって困ることはないだろうし、ここは温かい目で見守るべきだろう。……というか無む邪じや気きすぎてツッコめない。

「ところでモニカさん。大切な話って何？」

「あ、すみません。柔軟体操に夢中になっていました」

　モニカがのろのろとその場から立ち上がる。前ぜん屈くつの姿勢をとったせいか、ハーフパンツからシャツがはみ出していた。モニカがぐっと背伸びをしたとき、ちらっとおへそが見えた。毎度のことながら無防備な王女様だ。

「ご相そう談だんがあるのです」ソファーに移動するなりモニカが口を開いた。

「相談？」

「結けつ論ろんから言います。私とデートをしてください。よろしくお願ねがいします」

「……デートですか」

「はい。恋人同士はデートなのです。地球の常じよう識しきなのです」

「えっと……モニカさんの故郷にもデートという概がい念ねんはあるの？」

「似たようなものはありますが、地球ほどバラエティに富んだものではありません」

「ふーん」モニカの言うことだ。実際のところはどうだかわからない。「……それで？　デートと言ってもいろいろあるけど、どこに行くか決めてるの？」

「食事に行きます」

　珍しくまともな答えが返ってきた。どうやら今回の情報源は例の『地球観かん光こうガイドブック』とかいう本ではないらしい。きっと本はリリアンが処分したのだろう。

「お店も決めてるの？」

「はい。お寿す司しを食べに行きます」

「へぇ、寿司か」

「お寿司はお寿司でも回転寿司のほうです」

「うん。行くならそっちだよね」

　たぶん一般的な高校生カップルはデートの行き先に回転寿司屋を選んだりしないと思うが、宇宙人のモニカには「寿司」が未知の食べ物に見えるのかもしれない。とすれば今回のモニカはけっこうまともなことを言っていることになる。

「モニカさんは回転寿司がどういうものか知ってる？」

「お寿司が……回転……します……？」疑問系だった。

「そうだね。お寿司が回転するね。なんのために回転するかはわかる？」

「……遠心力で……お米同士が……いい感じに……くっついて……美お味いしさ倍増です……？」

「う、うん……もしかしたらそういう作用も……」ないだろうな。

　詳しく話を聞いてみると、寿司そのものは食べたことがあるものの（スーパーに売っているパック寿司）回転寿司屋に入ったことはまだないとのことだった。たまたまテレビで回転寿司という言葉を聞いて興きよう味みを持ったらしい。

「んー、それにしても回転寿司屋でデートねぇ……」

「何か問題がありますか？」

「あ、いや、問題はないよ。問題はないんだけど……俺おれたちって実は重要な儀ぎ式しきをすっ飛ばしちゃってるんだなーって思ってさ」

「重要な儀式？」

「うん。普通はさ、友達から恋人に昇格するためには『告白』が必要不可欠なんだよね」

「告発ですか？」

「そうそう。会社の不正を暴あばくために…………って、全然違うから。俺が言ってるのは告白。結婚におけるプロポーズみたいなものだね。相手に好意を伝えてオーケーをもらう。そうやってお互いの気持ちを確かく認にんし合って、初めて恋人同士になれるんだよ」

「初耳です。メモしておきます」例によってモニカが手帳を開く。「柳なぎ楽らさん。告白するときは相手になんと言えばいいのですか？」

「そうだね。ありきたりだけど……『好きです。付き合ってください』って感じかな？」

「好きです。付き合ってください」

「相手の目を見ながら言ったほうがいいね」

「好きです。付き合ってください。……こうですか？」

「んー、姿勢が悪いな。もうちょっとこう……前まえ屈かがみにならないと」

　柳なぎ楽らは調ちよう子しに乗ってモニカにグラビアアイドルのピンナップみたいなポーズをとらせた。水着姿で胸の谷間を強調するあれだ。今のモニカは体たい操そう着ぎ姿だから露ろ出しゆつは少ないが、生き地じが薄うすいからこういうポーズをとると下着のラインがはっきりとわかる。
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　──いろいろと酷ひどい目に遭あってるし、これくらいは役得だよな……。

「好きです。付き合ってください。……これでいいですか？」

「気持ちがこもってない。もっと恥ずかしそうにモジモジしながら言わないと」

　あれこれ注文をつけてリテイクを重ねていく。柳楽は完全に暴ぼう走そうしていた。

「わ、私……あなたのことが……す、好きなんです。私とお付き合いしてください……」

　だんだんそれらしくなってきた。モニカは素す直なおなので上達も早い。

「柳楽さん。どうですか？　他ほかに改善すべき点は？」

「ほぼ完かん璧ぺきだよ！　あとは反復あるのみだね！」

「はい！　わかりました！　毎晩、寝る前に練習します！」

「モニカさん。最後にあと一回だけ俺おれの目の前でやってみようか？　あ、できれば体たい操そう着ぎじゃなくて制服のほうがいいんだけど──って、痛いてぇぇぇぇぇぇぇぇぇ──っ！」

　そのとき、柳なぎ楽らの側頭部に何か硬いものが命中した。

「おい、貴様！　モニカ様にふしだらなことを強要するな！　暗殺するぞ！」

「……う、ううう……痛い」

「まったく、油断も隙すきもない奴やつだ」

　リリアンは柳楽の足元までやってくると、テレビのリモコンを拾い上げた。

「……リリアンさん……リモコンは止やめてよ……」

「ああ？　なんだ？　もっと硬くて重いもののほうがよかったか？」

　──死ぬよ？　俺おれ、地球人だから血がたくさん出たら死んじゃうからね？




　十分後──

「モニカさん、お風ふ呂ろに入ったの？」

　リビングに戻ってきたリリアンに尋たずねると、

「ああ……」

　棘とげのある声こわ色いろだった。まだご機き嫌げん斜めのようだ。アメでも与えるべきか。

「あ、そうだ。リリアンさんは回かい転てん寿ず司しって知ってる？」

「回転寿司は知らないが、寿司なら食べたことがあるぞ。スーパーのパック寿司だが」

　知ち識しき的てきにはモニカと大差ないらしい。どうでもいいが、王女とその護ご衛えいがスーパーのパック寿司を食べるってのはどうなんだろう。もっといいもの食べればいいのに。

「味のほうはどうだった？　宇宙人の感想が聞いてみたいな」

「地球の食べ物はなんでも美う味まい。特に不満はないな」

「へぇ、意外な反応だな。高評価じゃん」

「私見ではない。地球の食文化は宇宙的に見ても群を抜いて卓越している」

「そうなの？」

「食べ物に限った話ではない。嗜し好こう品ひんも豊富のようだし、あと地球人は娯楽に対する執着心が異常だ。噂うわさには聞いていたが、まさかこれほどまでとは想像していなかった。……ちなみに私は日本酒が気に入った。あれはすごくいいものだ」

「リリアンさん……アル中にだけはならないでくださいね」

「なんだそれは」

　──知らないのかよ。大丈夫か、この人……。

「ああ、そうだ。貴様に渡さなければならないものがある」

「なんすか？」

「これだ」リリアンはスカートのポケットから何かを取り出し、「音声対話型の携けい帯たい情報端末だ。マニュアルに切り替えればボタン操そう作さもできるぞ。宇宙全般について何か知りたいことがあったら、これを使うといい。ナビゲーターに質問すれば大たい抵ていのことには答えてくれるはずだ」

「へぇー、音声対話型か。さすがは宇宙人さん。ハイテクなものをお持ちだ」

「改造を施ほどこしておいたから、地球の『いんたーねっと』とかいうのにも接続できるぞ」

「……マジっすか」

　柳なぎ楽らは端末を受け取るとさっそく電源を入れてみた。

「ん、こいつがナビゲーター？」

「そうだ。会話のやり取りをしながら情報を引き出すんだ」

　画面中央に変てこなキャラクターが表示された。ネコがモデルになっているようだが、体毛が黄き色いろいネコなんてあまり聞いたことがない。それにネコはサングラスなんてかけないし、タバコも吸わないと思う。なんて憎たらしい奴やつなんだ、と柳楽は思った。

《おはよう、ございます。なびげーたーの、なっくんです》ぷかー、と煙を吐き出す。

「あ、どうも……」対応がフランクなので驚おどろいた。まるで人間と会話しているみたいだ。

《しつもんをどうぞ》

「えーと、じゃあ、クレメンツ星について教えてよ」

《けんさくします。さんびょうほどおまちください》

　一秒……二秒……三秒……四秒……………………そして一分が経過した。

「おーい、いつまで待たせるんだよー」

《あ、すみません……いねむりを……していました》

「おい！　機き械かいのくせに寝るな！」

《あらためて、しつもんを、どうぞ》

「さっき言っただろ！　忘れんなよ！」

《わすれたものは、しかたないじゃ、ないですか。とっととしつもんしやがれ、でございます》

　どんどん態度が悪くなっていく。腹の立つナビゲーターだ。

「だから！　クレメンツ星について教えてくれって言ってるだろ！」

《くれめんつせい、ですか？》

「そうだよ！」

《じつは、ぼくがおしえるまでもなく、あなた、しっているんじゃないですか？》

「ああ、知ってるよ！　知ってるけど教えろよ！　それがお前の役目だろ！」

《せつめいが、ながくなるので、まにゅあるでけんさくしたほうが、はやいとおもいます》

「知るか！　説明しろよ！　機械のくせに生なま意い気きだぞ！」

《ぶっちゃけ、おんせいよりも、てきすとのほうがよくないですか？　だって、ほら、てきすとならよみかえせるし。それに、こっちも、いちいちしゃべるの、めんどう、なんだよねー》

　柳なぎ楽らは電源を切った。

「ちょっと、リリアンさん！　これどうなってんの！」

「……ああ、すまない。難なん易い度どが『プロフェッショナル』になっていたらしい」

「意味わかんねーし、その設定！　なんのためにあるんだよ！」

　これではお話にならないので、難易度を『ノーマル』に変えてもらった。




　　　　☆　☆　☆




　デート当日の放ほう課か後ご、柳楽が待ち合わせ場所の校門に向かうと、モニカを含めた四人の男女が「来た来た」という顔で柳楽を迎え入れた。女が三人、男が一人ひとり。柳楽を合わせると男女比率は三対二になる。──そっかぁー、五人かー。うんうん、やっぱりねー。そうだよねー。当然だよねー。大人数でワイワイやるのがデートだもんね。

　──って……そんなわけあるか────っ！　こんなのデートじゃねぇよ────っ！

　この場でモニカに指摘しても仕方がないので、内心でセルフツッコミを決めておいた。

「今日きようはナギラが奢おごってくれるんだよね？　僕、回かい転てん寿ず司しなんて久しぶりだよー」

　一人目のメンバー。悪友の猫ねこ矢や栄えい一いち。好きな寿司ネタはイクラ。

　──ねこやん、マジいらない。このメンバーの中でもっともどうでもいい存在だ。

「モニカさんがどうしてもって言うから来たんだけど……柳楽もいたんだね」

　二人ふたり目めのメンバー。クラスメイトの一いち之の瀬せ智とも香か。好きな寿司ネタはウニ。

　──はぁー、一之瀬か。こいつもわりとどうでもいいな。……説教臭くさい女だからな。

　一之瀬とは中学の三年間、同じ釜かまの飯を食った仲だ。ずっと同じクラスだったのだ。相あい性しようはあまりよくないのだが、ふと気づけば隣となりにいる……柳楽にとってはそんな人物である。

「お寿司はまあまあ好きですよ」

　そして三人目のメンバー。柳楽の意中の人物、朝あさ霧ぎりシズホ。好きな寿司ネタは不明。

「お誘いしたら、みなさん即そくオーケーしてくださいました！」

　モニカは満面の笑えみを浮かべていた。この笑え顔がおを見ると怒る気力など失うせてしまう。

　しかし、これでは単なるグループ交際だ。モニカにちゃんとデートの定義を確かく認にんしておくべきだった。……もしかしたらデートだということを忘れているだけかもしれないが。

　──にしても、メンバーの中に朝霧さんがいるとは。……運がいいのか悪いのか。でも、これはお近づきになるチャンスかもしれない。といってもモニカさんがいるからなぁ……。

　前ぜん途と多た難なんだ。




「柳なぎ楽ら。ちょっと待った」

　地下鉄の駅に続く長い階段を下りていると一いち之の瀬せに呼び止められた。

「なんだよ、一之瀬」

　途中で足を止め、階段の上を見上げると、小こ麦むぎ色いろに焼けた健康優ゆう良りよう児じが不ふ機き嫌げんそうに、

「あんた最近、朝あさ霧ぎりさんと仲がいいみたいじゃない？」

「……ああ」

　一之瀬のその発言は柳楽にとって聞き流せないものだったが……話を進める前にこちらから言うべきことがあった。もしかしたら言わないほうが本人のためかもしれないが、柳楽は不意打ちとばかりに言ってやった。

「お前、パンツ見えてるぞ」

「──ひ、ひゃああああああああ──っ!?」

　一之瀬は素す早ばやい動作でスカートを押さえたが、不安定な場所に立っていたせいか、段差に足を取られて尻しり餅もちをついてしまった。それほど大げさな転倒ではなかったが、尻餅をついた拍子にスカートがめくれ返り、今度は角度云うん々ぬん関係なく下着が丸見えになってしまった。

「ば、バカ！　見るな！　変態！」

　一之瀬は生まれつきつり上がった猫のような目をさらにつり上げていた。見るなと言われても不可抗力である。柳楽の視界に一之瀬の縞しま模も様ようのパンツが飛び込んできた。

「さすがは一之瀬。期待通りの素す敵てきなリアクションだ。キミに『パンツウーマン』の称号を与えよう。進学とか就しゆう職しよくのとき面接でアピールすると何かと有利だぞ？」

「有利なわけないでしょう！　あんたバカ!?　バカなの!?」

「まあいいや。早く下りようぜ。お前のパンツなんて心底どうでもいいんだ」

「……あんたは一言余計なのよ！　傷つくでしょうが！」

「あー、悪い悪い。お前も一応乙女おとめだったな」言い直すことにした。「さすがは一之瀬さん。素敵なパンツを穿はいていらっしゃる。……どうですか？　五千円で譲ゆずって頂けませんか？」

「──ただの変態じゃない!?」

　怒ど鳴なり散らしながら腰を上げた一之瀬はピンク色のリボンで束たばねた栗くり色いろの髪を振り乱しながら柳楽の側そばまで階段を下りてきた。一之瀬は今日きようのようにポニーテールで登校することが多いが、たまに後ろで二つに結ゆうこともある。その日の気分で変えているそうだ。

「話は戻るけど……あんた、朝霧さんの弱みでも握ってるの？」

「んなわけないだろ。人聞きの悪いことを抜かすな」

「だって不自然じゃない。柳楽みたいな信用ゼロの男に朝霧さんが話しかけるなんて」

「……あのぉ、喧けん嘩か売ってます？」

　一之瀬はいつもこんな調ちよう子しで、柳楽の人間関係にケチをつけてくる。

　──こいつって中学のときもこうだったよな。……なんか俺おれに恨うらみでもあるのか？

　そんな姑しゆうとめのようにうるさい一いち之の瀬せだが、彼女は中学時代、硬式テニスで全国大会に出場した経けい験けんがある。しかも全国ベスト８という好こう成せい績せきを残した。そして、当然のようにあちこちの高校からスポーツ推すい薦せんの話が舞まい込んできたらしいのだが──なぜか一之瀬は地元の南な雲ぐも高校を進学先に選んだ。南雲高校のテニス部は地区予選敗退の弱小校なのだが……。

「ね、ねえ……朝あさ霧ぎりさんって……柳なぎ楽らに気があるんじゃないの？」

「……そ、そうかな……」

　たしかに近ちか頃ごろの朝霧はやたらと柳楽に話しかけてくる。モニカの事故現場を目もく撃げきされて以来ずっとそうだ。元々寡か黙もくな人っぽいから話題が弾むことはほとんどないが、柳楽としては憧あこがれの朝霧と会話ができるだけでも十分幸せだ。

　しかし疑問はある。同性とすらまともに言葉を交わすことのない朝霧がどうして自分にだけは積せつ極きよく的てきに話しかけてくるのか？

　……この疑問に関して柳楽はある一つの可能性を抱いている。

　それは『朝霧嫉しつ妬と説せつ』である。たとえばこんな感じだ。

『なんなの？　あのモニカって子？　私の柳楽君に馴なれ馴なれしい！　最初に目をつけたのは私なのよ！　許せない！　横取りしてやるわ！　どんな手段を使ってでも！』

　いくらなんでも都合がよすぎるような気がしないでもないが、朝霧と同性の一之瀬でさえこれに近い想像をしているのだから、可能性がゼロということはないはずだ。キャラ変だけど。

「ねえ、もしそうだとしたら……どうする？」

「ど、どうするってなんだよ？」

「だから……告白する、とかそういうの」一之瀬が赤ら顔でそんなことを言う。

「何言ってんだよ？　誘ゆう導どう尋じん問もんのつもりか……？」

「だって……あんた、よく朝霧さんのこと見てるじゃない。授業中とかさ」

「な、なんでそんなこと知ってるんだよ！　お前、俺おれのこと監かん視しでもしてるのかよ!?」

「うるっさいわね！　どうだっていいじゃない、そんなこと！　私はただ、あんたが朝霧さんに変な気を起こすんじゃないかって心配してるだけよ！」

「…………お前、相変わらず怒りっぽいな。急にキレるな」

「私は純粋に怒ってるの！　あんたがいい加減な男だから！」

　一之瀬は柳楽を怒ど鳴なりつけると、わざとらしく靴音を鳴らしながら階段を下りていった。

「……なんだかよくわからんが、あいつはよっぽど俺が嫌いなんだな」




　　　　☆　☆　☆




　半年前に訪れたときはたしかに回っていた。

　間違いなく回っていた。緩ゆるやかな速度で回っていた。回っていたのに──

「柳なぎ楽ら君」

　カウンター席を目の前にして立ち尽くしていると朝あさ霧ぎりがやけに冷静な声で、

「ここは……いわゆる回らないお寿す司し屋やさんなのでは？」

「……そうみたいだね」

「ちょっと……柳楽。どうすんの」一いち之の瀬せが柳楽の横っ腹を突っつく。

「どうするって言われても……」

「あっ……モニカさんと猫ねこ矢や君が──」

　入口でごちゃごちゃやっている間にモニカたちがカウンター席に移動してしまった。

　──モニカさんはともかくなんでねこやんまで……あいつはバカか。

「こちらのお客さんのお連れの方ですよね？」

　店の大将らしき人物が柳楽たちの存在に気づいたらしく声をかけてきた。

「テーブル席はいっぱいですから、カウンターのほうにどうぞー」

「柳楽さん！　そんなところで何をしているのですか！　早く食べましょう！」

　違うんですよ、モニカさん。ここは回転寿司屋ではないんです。回らない寿司屋なんです。

　回らない寿司屋は俺おれたちには敷しき居いが高すぎるんです。だから早くここから脱出を──

「すみませーん。とりあえずこの『得にぎり』っていうのをお願ねがいしまーす」

「うわああああああっ！　ねこやんのバカーっ！　死んじゃえー！」

　猫矢の悪ノリのせいで出るに出られなくなった。

　※得にぎり……一人前三千五百円。このお店の定番メニュー。




　カウンターの右端から順にモニカ、柳楽、朝霧、一之瀬、猫矢の並びになった。

　朝霧と相そう談だんした結果、長居するのは危険だから軽くつまんで退散しよう、ということになった。一之瀬もそれで納得してくれたが、モニカと猫矢は食べる気満々のようだった。

「柳楽さん。早く私たちも注文しましょう」

　ガラスケースの中の新しん鮮せんな寿司ネタを指差しながら喜き々きとした表情を浮かべるモニカ。

　小学生みたいに無む邪じや気きだ。興きようをそぐような発言は危険だな、と柳楽は思う。

　下へ手たなことを言ってモニカの機き嫌げんを損そこねたら寿司屋が崩ほう壊かいしかねない。

「モニカさんは何が食べたい？」

「お寿司と言ったら大トロ、中トロ、小トロなのです」

「うん、そうだね」小トロなんてないけど指摘はしない。「俺はコハダでも食べようかな」

「私は大トロを注文したいと思います」

「──ええええ!?　な、なんでいきなり大トロを!?」

「初めてのお店では一番高いものを注文するのが地球の常じよう識しき！　なのです！」

「いやいやいや！　そんな常識ないから！」

「でもガイドブックにはそう書いてありましたよ？」

「ガイドブックって…………あれかぁ！」

　例のあれに違いない。『地球観かん光こうガイドブック』とかいうのだ。

　──リリアンさん……そのうち処分するって言ってたのにー！

「ではさっそく大トロを注文したいと思います！　どんな味がするのかワクワクです！」

「……モニカさんの目が輝かがやいている。ダメだ。ここで止めたら泣いちゃうかも……」

　※大トロ……時価。この日は一いつ貫かん千八百円（今日きようはいつもよりお安くなっております☆）。




「あのー、柳なぎ楽ら君」

　一貫千八百円の大トロをモニカが一口で平らげた直後、朝あさ霧ぎりが耳元でささやいた。

「猫ねこ矢や君が、また悪ノリして特上にぎりを注文してしまったみたいです」

「──はあ!?　特上!?」

「……ごめん……柳楽。止められなかった……！」一いち之の瀬せが申もうし訳わけなさそうな顔で両手を合わせる。「私が席を外してる間に注文したみたい……」

「ねこやんのアホー！」柳楽はおしぼりを猫矢の顔がん面めんに投げつけた。「特上っていくらだよ！」

「うわっ……五千五百円だって。ごめんね、ナギラ。悪気はなかったんだ」

「嘘うそつけ！　……っていうか、お前、ちゃんと払えるんだろな!?」

「あ、それ無理。だって今日は財さい布ふ持ってきてないし」

「──お前は地じ獄ごくに落ちて反省してこい！」

　柳楽はガリにワサビをたっぷりとぬりたくると、その『刺し激げき物ぶつ』と化したガリを猫矢の口の中に無理やり捻ねじ込んだ。猫矢はリスのように口を膨ふくらませ、「目が！　目がぁぁ！」と涙を流しながらトイレに走っていった。

「ねえ、精算どうすんの？　私、そんなにお金持ってないよ？」

「いくらだ？」

「えっと……たしか三千円くらい」と一之瀬。

「私は五千円札が一枚と千円札が二枚。あと小銭が少々」と朝霧。

「俺は……五百円しかない」

「ちょっとあんた！　たった五百円でお寿す司し食べるつもりだったの──っ!?」

「う、うっせぇな！　百円の皿が五枚も食えるだろうが!?」

「落ち着いてください」朝霧が仲ちゆう裁さいに入る。「今、簡かん単たんに計算してみたんですけど、私たちの所持金を合わせればなんとか払えそうですよ。まだ一万円をちょっと超えたくらいですから」

「そ、そっか。じゃあ、とっとと精算してこの店を出よう」

「賛さん成せい。これ以上は泥どろ沼ぬまだもんね」

　一之瀬が席を立つ。柳楽も椅い子すを引いた。しかし──

「あ、すみません。まだ計算していない注文があったみたいです」

「「え？」」柳なぎ楽らと一いち之の瀬せの声がシンクロした。「「何を？」」

「モニカさんの目の前に積つみ上がったお皿の山なんですが──」

　朝あさ霧ぎりの目め線せんの先を追うと、そこには『大食い選手権』でも開かい催さいされているのか、とツッコミたくなるような数のお皿が積み重なっていて、それらを平らげたと思われる金髪の少女が、

「すみません！　この『マグロつくし』というものをお願ねがいしたいのですが！」

「『マグロつくし』ですね！　少々お待ちください！」

「大将さん！　このお店のマグロは最高なのです！　大変に美味なのです！」

「お客さんの食いっぷりも最高ですよ！」

　モニカは大将とすっかり意気投合していた。

　※マグロつくし……大トロと中トロのみで構成された一人前九千円のにぎり寿ず司し。




　猫ねこ矢やと入れ替わりにトイレの個室に駆かけ込んだ柳楽は便座に腰を下ろし、ため息をついた。

「大おお雑ざつ把ぱに計算して……八万円くらいか。あの調ちよう子しだともっといくだろうな……」

　あのあとヤケになった柳楽は『マグロつくし』をモニカと一いつ緒しよになって食いまくった。そして『特上にぎり』のさらに上に存在する一人前七千円の『極上にぎり』を三人前追加した。

　で、食うだけ食ってトイレの個室に逃げ出したのだ。

「……あの大将もちょっとは不ふ審しんに思えよな……」

　再度ため息をつきながら天てん井じようを見上げる柳楽。と、そのとき──

　──ガタガタガタ……ガタン！

　天井の通つう風ふう孔こうを塞ふさいでいる鉄製の格こう子し戸どが開き、そこからリリアンが顔を出した。

「う、うおっ！」柳楽は便座からずり落ちた。「……あんたは忍者かっ！」

「おいおい、貴様、知らないのか？　忍者って架空の存在なんだぞ？」

「──ちゃんと実在してました！」

「騒さわぐな。助けに来てやったんだぞ。私を崇あがめろ。神を崇めるようにな……ぺっ……」

「──って、汚いな！　唾つばを吐くな！」

「ほら、これを使え」今度は茶封筒を落としてきた。「ちょうど十万円入っているはずだ」

「……おっと」

　柳楽は両手で茶封筒をキャッチした。へぇ、十万円ってこれくらいの厚さなんだ、とどうでもいいことに感心しながら茶封筒の中身を確かく認にんする。

「一枚、二枚、三枚………………十枚。うん、たしかに十万円あるな」

「領りよう収しゆう証しようを忘れるなよ」

「へいへい」経費で落とせるらしい。「……ん？　このお札さつ、なんか変じゃない？」

「何がだ？」

「う、うわあああああ！　このお札さつ、福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちじゃなくてモニカさんの顔が──っ!?」

「あー、すまない。クレメンツの紙し幣へいと間違えたようだ」

「しかも単位が『Monica』って！　王女様が通貨単位なのかよ!?」

「柳なぎ楽らは十万モニカを手に入れた。しかし地球では使えない紙幣だった……」

「いかにも残念そうに言うな！　っていうか、早く日本円をよこせ！　日に本ほん銀ぎん行こう券けんを！」

「今は無理だ。マンションに忘れてきた」

「嘘うそだろぉぉぉぉ!?」

「すまないが一時間ほど待ってくれ。じゃあな──」

　リリアンは闇やみの中に顔を引っ込めると、格こう子し戸どを元の位置に戻した。

「お、おい！　一時間もどうしろって言うんだよ！　余計に金がかかるぞ！」

　戻ってくる気け配はいなし。もう脱出してしまったのかもしれない。

　受け取った紙幣に視し線せんを落とすと十人のモニカが同じ表情で微笑ほほえんでいた。

「……モニカさん。笑ってる場合じゃないですよ……」

　柳楽は茶封筒をポケットにしまった。そしてすぐに気を取り直す。

　──落ち込んでる場合じゃない。カウンターに戻ろう。モニカさんが心配だ……。

　個室を出る。蛇じや口ぐちを捻ひねってさっと手を洗う。トイレを出ると入口で朝あさ霧ぎりが待っていた。

「──あ、朝霧さん。どうしたの？」

「モニカさんが、とうとう箸はしを置いてしまったんです」

「えっと……それは満足したってこと？」

「まあ、そうですね。それで精算しようという話になりまして」

「……お勘かん定じよう……いくらに……なった？」

「たしか、二十三万円くらいだったと思います」

「──に、に、二十三万円って！　コンビニのおにぎりが千八百個も買えるよ！」

「暗算、得意なんですか？　実は私も得意なんですよ。そろばんがマイブームなんです」

「へ、へぇ、そろばんが……って、そろばんの話はいいよ！　っていうか、なんでそんなに冷静なの!?　二十三万円だよ！　二十三万円！」

「ああ、そのことでしたら問題ありませんよ。私がなんとかしますから」

「──へ？」

　朝霧が微笑ほほえむのを目まの当あたりにしたのはそれが初めてだった。




「ありがとうございました！　またのご来店をお待ちしております！」

　寿す司し屋やの大将は柳楽たちを見送るため、なんと店の外までついてきた。きっと柳楽たちが二十三万円分の寿司を平らげた上客だからだろう。

「朝霧さん……助かったよ。お金はあとできっちり払うから……（リリアンさんが）」

「気にしないでください。ちゃんと領りよう収しゆう証しようは切ってもらいましたから」

　朝あさ霧ぎりは真ま顔がおでそんな冗じよう談だんを言うと黒髪をパサーっと払った。涼しげでいらっしゃる。

「それにしてもびっくりしたよ……高校生なのにクレジットカードなんて持ってるなんて」

「柳なぎ楽ら君は持っていないんですか？」

「……普通は持ってないって。キャッシュカードなら持ってるけど」

　精算のとき柳楽たちがレジの側そばで息を呑のんでいると、店員と向き合った朝霧が財さい布ふからおもむろにクレジットカードを取り出した。そのクレカはなんとゴールドカードで、柳楽の母親が使っているものと同じ、有名な国際ブランドのクレカだった。なんでもそこのクレカはゴールドカード以下のグレードがないらしく、社会的地位の高い人間御ご用よう達たしだとかなんとか。

　──朝霧さんってお嬢じよう様さまなのかな。あんなクレカ持ってるくらいだし……。

「……まいっか」

　何はともあれ無銭飲食は免まぬがれたのだ。細かいことは気にするまい。

　さて、難なん局きよくは無事乗り切ったし、あとは無事に帰宅するだけだが──

「……ん？　んんん？」

　近道をしようと裏通りを歩いていると、第二のトラブルが柳楽たちを襲おそった。

　学ランを着た柄がらの悪そうな高校生三人組がニヤニヤ笑いながら近づいてきたのだ。

　先頭を歩いているのは赤い帽子をかぶった長身の男。その後ろを、フレームメガネをかけた痩やせ型がたの男と、体格のいい茶髪の男が並んで歩いている。

　──しまった。今日きようはねこやんと二人ふたりで歩いてるんじゃなかったんだ。一いち之の瀬せは……ともかくモニカさんと朝霧さんはタレント並みに可愛かわいいからな。目をつけられて当然だ。というか、女連れなんだから裏通りは避けるべきだった。……なんたる失態。

「ナギラ、あいつら菊きく川かわ工業の生徒だ……」猫ねこ矢やがそっと耳打ちしてくる。「学校があるのは駅の反対側だけど、この裏通りは奴やつらの庭みたいなものだよ。ナワバリなんだ。ちなみに……菊川工業は掛け算ができない奴でも入れちゃう不ふ思し議ぎな学校だよ」

　猫矢が言うには平日のこの時間帯が一番やばいらしい。

「柳楽さん……あの人たち」今度はモニカが側そばに寄ってきた。

「どうしたの？」

「見てください、この数値を。なんと２５エトロです。こんな数値は見たことがありません」

「たしかそれって……遺い伝でん子しの良よし悪あしを判断するための機き械かいなんだよね？」

「そんな感じです」

　モニカは重々しく頷うなずくと腕につけたスウォッチにも似た赤い計器を指で操そう作さした。

「すごいよね、それ。一体どういう仕組みで──」

「柳楽さん、感心している場合ではありません！」

「……へ？　どうしたの？」

「早くこの場を離はなれましょう！　空くう気き感かん染せんして柳なぎ楽らさんの遺い伝でん子しに傷がついてしまうかもしれません！　彼らの遺伝子は最悪です！　バイキン並みに劣悪です！」

「……ちょ、ちょっとモニカさん……声が大きいって……」

　慌あわててモニカの口を塞ふさいだが──

「──うおーい、聞こえてんぞ！　誰だれがバイキン並みに劣悪だって!?」

　完全に筒抜けだったらしく、赤い帽子をかぶった先頭の男が不快そうに顔を歪ゆがめた。

　──モニカさんのバカー。何もこっちから軋あつ轢れきの原因を作らなくてもいいのに！

「おい、そこのお前！」

「は、はい……？」

「そうだよ！　お前だよ！」帽子の男は柳楽の目の前までやってくると、「お前ら、あれだろ？　俺おれのことバカにしてるだろ？　口には出さずとも心の中でバカにしてるんだろ!?」

「ま、まさか……そんな」ここで相手の挑ちよう発はつに乗るほど柳楽も軽けい率そつではない。

「いーや、バカにしてるね。そうに決まってる。俺のこの帽子のことだって、『プププッ。ダサい帽子かぶっちゃって』とか思ってるんだろ？　悪かったなー！　俺だって好きでこんな帽子かぶってるわけじゃねーんだよ！　昨日きのう、風ふ呂ろ場ばで鏡かがみを見ながら髪切ってたら、どんどん変な髪型になっちまって……後頭部がギザギザになっちゃったんだよ!?　この帽子は小学生の弟が使ってる奴やつだよ！　これしかなかったんだよ！　週末にもっといい帽子買うよ！」

「……へ、へぇ……そうなんですか……」

「あー、あー！　お前ら内心では苦笑してるだろ！　ハサミも満足に扱えないお子様だって、俺のことをあざ笑ってるんだろう!?　言っとくけど俺は七の段スラスラ言えるからな!?」

「──落ち着けよ、エビネ。過剰にビビらせてどうするんだよ」

　後ろで待たい機きしていたフレームメガネの男が前に出てきて帽子男の肩をぐいっとつかんだ。

「ビビるっていうか……みんな引いてるんだけど……」

　猫ねこ矢やが誰だれに言うでもなくつぶやく。もっともな意見である。

「すまん……ナルミ。つい自じ虐ぎやく的てきに振ふる舞まっちまった……」自覚はあるらしい。

「とりあえず下がってろよ。ここは俺に任せろ」

　そう言って帽子男ことエビネとバトンタッチしたのはフレームメガネの人。どうやらナルミという名前らしい。自らの欠点をさらけ出し自滅してしまったエビネとは違い、若じやつ干かん偏へん差さ値ちが高そうである。三人の中では一番ハンサムだが、ピアスやネックレスなどのアクセサリーをやたらと身につけていて、どことなく軽けい薄はくな雰囲気が漂っている。

「へぇ……並程度の男どもが、えらく可愛かわいい子連れてんなー。あ、並ってお前らのことな」

「「並で悪かったな！」」柳楽は猫矢と声をそろえた。

「特にそっちの二人ふたり、すげーいいよ。地元の子？　だったら知らないはずねーんだけど」

　ナルミはフレームメガネをくいっと押し上げ、饒じよう舌ぜつに語り出した。

「二人ふたりとも髪の毛、綺き麗れいだねー。地毛？　えっと、そっちの子は日本人じゃないよね？　天然の金髪なんて見たの俺おれ、初めてだわ。いやー、いいねぇ。肌白いし、スタイルもいいし。あ、でも、俺、黒い髪も好きなんだよね。最近の子ってみんな染めてるからさー、貴重だよね、黒髪って。いやー、ホント、かなりレベル高いよ。……うん、そっちの二人は」

　ナルミは一いつ瞬しゆんだけ一いち之の瀬せを見たが、すぐにモニカと朝あさ霧ぎりに視し線せんを移した。ナルミの好奇の視線に対し、朝霧は終始無言を貫つらぬき通した。モニカは完全に怯おびえてしまっていて何も答えられない状況だ（恐怖の対象はあくまで彼らの遺い伝でん子しらしいが）。

「……そ、そっか……私はどうでもいい女なんだ……」

　そして、なんのコメントももらえなかった一之瀬が一人ひとり落ち込んでしまった。

「いやいや、そんなことないって」傷しよう心しんの一之瀬に猫ねこ矢やがフォローを入れる。「一之瀬さんもまあまあ可愛かわいいって。残念なことに僕の好みからは著いちじるしくかけ離はなれてるけど、客きやつ観かん的てきに見れば一之瀬さんだって需要はあるはずだよ、きっと。だから元気だしなって」

「あんた、それでも慰なぐさめてるつもり──っ!?」一之瀬が拳こぶしを振り上げる。

「ちょ、ちょっとグーは止やめてよ！　せめてパーにしてよ！」

　猫矢は一之瀬の脅きよう威いから逃れようと柳なぎ楽らにバトンを放り投げた。

「──な、ナギラ──っ！　もうお遊びはこれくらいにして、早いところそのステレオタイプな不良たちを一いつ掃そうしちゃってよ！　空から手て三段でしょう！」

「…………はぁ!?」

　格かく闘とう技ぎとは無む縁えんの生活を送ってきた柳楽にそのような事実は一切ない。

　──空手三段は姉ねえちゃんだ！　俺は英えい検けん三級だぞ！　すっごい中途半端だぞ！

「おい、ケンジ！　こいつ空手三段だってよ！　相手してやれよ！」

　電柱に寄りかかり傍ぼう観かんを決め込んでいた茶髪の男をナルミが手招きした。

「ケンジは柔道三段だからな！　空手野郎なんてイチコロだぜ！」

「やっちまえー、ケンジー。俺の無念を晴らしてくれー」

　ケンジと呼ばれた男は、「面めん倒どうくせぇな」と顔をしかめたが、言葉とは裏うら腹はらにやる気満々のようで、ガクランをポイっと脱ぎ捨て、ズボンの中のＴシャツを外に出した。Ｔシャツには黒字で『誠実』と書いてある。外国人が喜びそうなセンスのＴシャツだ。

「……どこら辺が誠実なのか教えてくれよ……」

　こんな喧けん嘩か、やらなくても結果は見えている。

　背負い投げ、一本！　……たぶん、そんな感じだろう。

　──そこまではよしとしよう。……よしとしたくないけどよしとしよう。で、問題はそのあとだ。俺がこのケンジって男に投げ飛ばされて、モニカさんが黙だまっているはずないんだ。たぶん打たれ弱いモニカさんのことだから、怒るよりも泣き出す可能性のほうが高い。

『柳楽さんの遺伝子が！　遺伝子が！　いやぁぁぁぁぁぁぁ────っ！』

　モニカが例の力を解放させてしまったら、喧けん嘩かよりもよほど厄やつ介かいなことになる。

　下へ手たをすれば南な雲ぐも市しどころか日本全土が海の底に沈みかねない。喧嘩ごときで遺い伝でん子しに傷がつくとは思えないが、モニカはしきりにそのことを気にしているようだから、柳なぎ楽らが少しでも傷を負えば、『人生に絶望』してしまうかもしれない。いや、その可能性が非常に高い。

「……死ぬよりはずっとマシだよな」

　柳楽は一呼吸置くと、背後に立っている朝あさ霧ぎりにこう耳打ちした。

「俺おれが右手で頭を掻かいたら、モニカさんと一いち之の瀬せを連れて、駅のほうへ走ってよ」

「……いいですけど……柳楽君はどうするんですか？」

「ねこやんと二人ふたりで適当に頑がん張ばってみる」

「……大丈夫ですか？」

「心配無用」柳楽は虚きよ勢せいを張った。「俺もねこやんも逃げ足だけは速いから。それに一方的に殴なぐられる趣しゆ味みはないよ。ねこやんはどうだか知らないけど」

「そうですか……わかりました。くれぐれも気をつけてくださいね？」

「気をつけるよ。気をつけないと殴られちゃうからね」

「──おい、何コソコソやってんだよ？」ケンジが柳楽を睨にらみつけながら低い声を発する。

「あー、ごめんごめん」

　内心ではビビりまくっていたが、モニカたちを無事逃がすまでは「空から手ての有段者」を演じなければならないので、いかにも「余裕アリ」といった態度でケンジと対たい峙じした。

「こ、こいつ……ケンジを目の前にしてもまったく怯ひるんでないぞ……」

「当然だろ。空手三段なんだから……」

　猫ねこ矢やのハッタリと柳楽の演技にまったく気づかないエビネとナルミ。

「……来いよ」

　ケンジもケンジでなんの疑問も抱いていないようで、ますます警けい戒かい心しんを強めた。

　彼はガクランを脱ぎ捨て、変なＴシャツ姿（誠実Ｔシャツ）で臨りん戦せん態たい勢せいをとっているが、柳楽がかかってくるのを待っているようで、あちらから仕掛けてくる気け配はいはない。

　──よし、今ならいけるかもしれない。

　柳楽はわざとらしく右手を挙げ、タイミングを見計らって頭を掻いた。

　その瞬しゆん間かん──

　背後で朝霧たちが動いた。パタパタと駅の方角へ複数の足音が遠ざかっていく。

「あああああああ！　逃げやがった──っ！」

　すぐにケンジ以外の二人が朝霧たちを追いかけようとしたが、

「させるかよ！」

　柳楽はすかさずエビネたちの進路を塞ふさいだ。

　──フフフ、全すべては計画通り！　今日きようのヒーローインタビューは俺のものだ！

「くそっ！　こいつ、最初からこれを狙ねらってたのか！」

　ナルミが露ろ骨こつに舌打ちをする。エビネは帽子を地面に叩たたきつけた。

　思った通りの反応だ。さすがはステレオタイプ。

「なかなかいい度胸してんじゃねーか」

　ケンジがポキポキと指の関節を鳴らしながら不敵に笑う。どこまでもステレオタイプだ。

　──これで三対二か。一気に分ぶが悪くなったな……。

「……ってあれ？　ねこやんがいないよ……？」

　周囲を見回すが猫ねこ矢やの姿はどこにもなかった。

　──うわあああああ！　一いつ緒しよになって逃げちゃったんだぁぁぁ！

「おい、早くやろうぜ。それとも怖おじ気けづいたか？」

「……い、いや……なんていうか……その……」

　猫矢と二人ふたりならコンビネーションプレー（主おもに攪かく乱らん）を披ひ露ろうすることも可能だったが、一人ひとりでは策を講こうじようがない。逃走しようにも退路を断たれたこの状況ではそれも難むずかしい。目の前にはケンジが立ち塞ふさがっているし、背後ではエビネとナルミが目を光らせている。

「柳なぎ楽ら君」

　うつむいてあれこれ考えていると、誰だれかが柳楽の肩を叩たたいた。振り返るとそこには──

「朝あさ霧ぎりさん……？」

「どうも」軽く頭を下げ、無表情でつぶやく。「お久しぶりです」

「お久しぶりって、ついさっきまで一緒にいたじゃん。…………って、なんで戻ってきたの？」

「話はあとです」朝霧は問答無用で柳楽の腕をつかんだ。「行きましょう。このような輩やからを相手にすることはありません。逃げるが勝ちという言葉もありますし」

「あ、うん……だけど」

　たしかにそれが一番なのだが、この不良たちが見逃してくれるとは思えない。

「──おい！」予想通りケンジが柳楽と朝霧の間に割って入ってきた。「男と男の勝負に女がしゃしゃり出てくるんじゃねぇよ！　邪じや魔まだからとっとと消えろ！」

「ツバを飛ばさないでください」朝霧は動じない。「そのＴシャツもどうかと思いますよ」

「うるせぇよ！　肌寒い中、ガクラン脱いで待たい機きしていた俺おれの気持ちがお前にわかんのかよ！　しかも、脱ぎ捨てたガクラン、汚きったねぇ溝みぞの中に落ちたんだぞ！　これ以上、ガタガタ抜かすようだったら、クリーニング代を請せい求きゆうしてやるからな！」

「そうだそうだ！　ケンジはもう引っ込みがつかないんだぞ！」とエビネ。

「ケンジやっちまえ！　喧けん嘩かが終わっても俺のガクランは貸さないけどなー」とナルミ。

　歩道脇わきの溝を何気なく見やると、たしかにケンジのものと思われるガクランが泥どろ水みずにまみれていた。元々の色が黒なので、汚れは目立たないかもしれないが、さすがにドブ臭くさい制服を着て帰るわけにはいかないだろう。ということは──ケンジはあのダサいＴシャツ姿で帰宅しなければならないのだ。それはさぞかしお寒いことだろう。いろんな意味で。

「どうやら話し合いでの解決は不可能みたいですね」

「はんっ、当たり前だろうが。俺おれたちをなんだと思ってんだ？　聖人君子にでも見えるか？」

「……仕方ありませんね。──それでは力ずくで解決しましょう」

「力ずく？　おいおい……まさか、あんたが俺の喧けん嘩かの相手をしてくれるって言うのか？」

「そのつもりです」

　朝あさ霧ぎりはそう言って表情を引ひき締しめると、ケンジの胸を両手でドンと突き飛ばした。

　突然の攻こう撃げきにふらふらっとよろめいたケンジだったが、すぐに体勢を立て直した。

　ところが──




「おい、そんな細腕で俺とやろうっての…………ぶはああああああああああ──っ!?」




　信じられないことが起こった。

　朝霧が体重九十キロはあろうかという巨きよ漢かんのケンジを軽々と蹴けり飛ばしたのだ。

　ムチのようにしなった朝霧の強烈な回し蹴りを顔がん面めんでまともに受けたケンジは、般はん若にやの面みたいな顔になって、くるくるくる、と規則正しく回転しながらコンビニの前に設置してある燃もえるゴミ専用のゴミ箱に頭から突っ込んだ。

「け、ケンジが……あのケンジが、人間ゴルフでほーるいんわん──!?」

「俺たちはゴミなんかじゃない！　燃もえるゴミなんかじゃない！　俺たちは人間なんだぁ！」

　錯さく乱らんするエビネとナルミ。二人ふたりともわけのわからないことを口走っている。

　ケンジはゴミ箱にはまったまま身動き一つしない。きっと気絶しているのだ。

「──それで？　次は誰だれが相手をしてくれるんですか？」

　朝霧は蹴りの余勢で一回転すると、乱れた前髪を手て櫛ぐしで整ととのえつつ、残る二人に問いかけた。

「……え、エビネ！　あとはお前に任せた！　俺、バイトの時間なんだ！」

　先に駆かけ出したのはナルミのほうだった。狩られる、と本能的に危き機き感かんを覚えたのだろう。

「お、おい！　待ってくれよぉ！　俺を一人ひとりにしないでくれよぉ！」

「あなたはどうしますか？　私と遊んでくれますか？」

「遊ばない！　遊ばない！　いえ、遊びたくないです！」エビネは涙目で訴えた。

「でしたら……私の気が変わらないうちにおとなしく帰ったほうが身のためですよ」

「はい、承知いたしました！　わたくし、直ただちに帰らせていただきます！」

　エビネは軍人みたいに機械的な動作で敬礼すると脱だつ兎とのごとく走り去った。

「戦い向きの格好ではありませんね……」

　先ほどの蹴りの衝しよう撃げきで脱げてしまったのだろう、朝霧は右足を後ろに跳はね上げ、踵かかとの脱げたローファーを妙な体勢で履はき直した。足が上がった拍子に黒い髪がだらりと前に垂れ、また手て櫛ぐしで整ととのえる羽は目めになる。

「ふぅ……」朝あさ霧ぎりは肩の力を抜くと柳なぎ楽らを見やった。「つい本気を出してしまいました」

「びっくりしたよ……朝霧さんって強いんだね。格かく闘とう技ぎか何かやってるの？」

「ええ、まあ……いろいろと」

「うちの学校って空から手てとか柔道とか格技系の部活はけっこう強いらしいんだけど、朝霧さんって帰宅部だよね？　校外で活動してるの？」

「ノーコメントです」朝霧は微笑を浮かべ、「──とか言うと不ふ思し議ぎ少女っぽくないですか？」

「俺おれの中ではとっくに不思議少女に指定されてるよ、朝霧さんは」

「それは光栄ですね……」

　朝霧は柳楽から目をそむけると、胸元の赤いリボンを弄いじり始めた。

　どうやら多くを語るつもりはないらしい。

「柳楽君……早く駅に向かいましょう。モニカさんたちが待っているはずですから」

「あ、うん。そうだね」

　ここはおとなしく引き下がることにした。これ以上、朝霧のプライベートを追求しても有益な情報は得られそうにないし、「しつこい男だ」と思われてはたまらない。




「柳楽さん……怪け我がはありませんか……？」

　数分後、他ほかのメンバーと駅で合流すると真っ先にモニカが駆かけ寄ってきた。

「かすり傷一つ負ってないよ。余裕、余裕」

「……はー、よかったですー」

　柳楽の無事な姿を見て安心したのか、モニカはすぐに笑え顔がおを取り戻してくれた。

　その後、地下鉄で地元の駅まで移動している途中、一いち之の瀬せが、「朝霧さんが『様よう子すを見てくる』って言っていなくなってから、柳楽と一いつ緒しよに戻ってくるまでけっこう時間があった気がするんだけど、本当に何もなかったの？」と目ざとく質問してきたが、「あいつらを撒まくためにビルの物陰に五分くらい隠れてたからな」と適当に誤ご魔ま化かした。

　地元の駅に到着すると、帰る方向が同じらしい猫ねこ矢やに一之瀬のことは任せ、柳楽はモニカと朝霧を自宅まで送ることにした。

　駅のロータリーを抜け、住宅街の方向へ国道を数分ほど歩くと、「私はこの先ですから」と言って朝霧が脇わき道みちを指差した。家の前まで送るよ、と柳楽は申し出たが、「けっこうです」と朝霧はそっけなかった。

　朝霧と別れたあと、遠目に見える地上二十五階建ての高層マンションを目指した。モニカが暮らしているマンションだ。もちろん柳楽の住まいも同じマンション内にあるのだが、その事実をモニカは知らないから、連れ立ってマンションの中に入るわけにはいかない。

「それでは柳なぎ楽らさん。また明日あしたです」

「うん、また明日」

　そんなわけで柳楽はマンションの前でモニカと別れた。そして、建物の外からモニカがエレベーターに乗り込んだのを確かく認にんすると、ホッとため息をついた。あとはもう一つのエレベーターを使って自分の部へ屋やがある七階まで上がれば今日きようのミッションは終了だが、気まぐれでモニカが戻ってくる可能性があるからまだ安心はできない。

「コンビニにでも行こう……時間を置いたほうが安全だ」

　そう考えた柳楽は建物に背を向け、道路に引き返した。

「──柳楽君」

　声がかかったのはマンションの敷しき地ちを出た瞬しゆん間かんのことだった。突然のことに驚おどろきはしたが、視し線せんの先、前方からの呼びかけだったのですぐに相手を認にん識しきすることができた。

「朝あさ霧ぎりさん……？」

　ピタリと足を止めると、街灯の下に立っていた朝霧が柳楽に駆かけ寄ってきた。

「すみません」まず朝霧は謝しや罪ざいから入った。「尾び行こうなんてするつもりはなかったんですが、誰だれにも邪じや魔まをされたくなかったので……」

「……あ、うん」

「少し付き合っていただけますか？」

　とても断れるような雰囲気ではなかったので柳楽は素す直なおに頷うなずいた。




　国道をしばらく歩いていると、前方に幅のある大きな川が見えてきた。前を歩く朝霧は橋を渡らず、川沿いに延びる遊歩道へ進路をとった。

「柳楽君、正直に答えてください」

　遊歩道に差しかかるとそれまで黙だまっていた朝霧が口を開いた。

「……突然、何？」

「先日も質問しましたけど、どうしても納得がいかないのでもう一度訊きくのですが……やはり柳楽君とモニカさんは付き合っていますよね？」

「……い、いや……そんなことは」

　慌あわてて首を振る。動揺がモロに顔に出てしまった。

「神に誓ってそう言えますか？　嘘うそをついたら末まつ代だいまで呪のろいますよ？」

「……そ、それは……」

「私は半ば確かく信しんしています」朝霧は早口にこう言った。「柳楽君に指示されて一いち之の瀬せさんたちと駅に避ひ難なんしたあと、モニカさんが酷ひどく取り乱したんですよ。そのとき私は思ったんです。モニカさんにとって柳楽君は大切な人なのだと」

「……で、でも……モニカさんは人一倍泣き虫だから……」

　苦しい言いい訳わけだ。当然、朝あさ霧ぎりも納得したふうではない。

「さあ、観かん念ねんして白状してください。悪いようにはしませんから」

　朝霧はそう言うと柳なぎ楽らに迫ってきた。表情は険けわしい。簡かん単たんに引き下がる気はないようだ。

　──相手がねこやんとかだったらとっくに白状してるんだけどなあ……。

　柳楽も思春期真まっ只ただ中なかの男子高校生だ。好きな女の子を目の前にして、「別の女の子と付き合っています」などとは言えるはずもない。というか言いたくない。

　しかしこの朝霧の様よう子す。諦あきらめる気なんてさらさらないようだし、このまま「違う」の一点張りでは押し通せそうもない。これはもう根負けして、観念すべきかもしれない。意地を張り続けて朝霧の心証を害するよりは、きちんと説明したほうがまだマシ──かどうかはわからないが、これ以上、しらを切り続けたところで事態が進展するとは思えない。だからここは──

「……朝霧さんの……言う通りだよ」

　こちらが折れるしかなかった。

「認めるんですね？」

「はい、認めます……」懺ざん悔げするように言った。「私はモニカさんと付き合っています」

「ようやく白状してくれましたね。助かります」

「あ、あの……朝霧さん。こ、これには深い事情があってね……」

「安心してください。他言するつもりはありませんから」

「え？　ああ……それは助かるけど……って、いや、そうじゃなくて俺おれが言いたいのは……」

「その代わりと言ってはなんですが、柳楽君にお願ねがいがあります」

「う、うん……？　お、お願い……？」

　人の弱みを握っておいて「お願い」はないだろう。普通は「要求」と言う。

「回りくどいのは嫌いなので、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います」

「は、はい……」




「私を柳楽君の──愛人にしてください」




　河か原わらに転げ落ちそうになった。

「大丈夫ですか？」

　朝霧がよろめいた柳楽の身体からだを片手で支えた。そして、ぐいっと自分のほうへ引き寄せる。ものすごい腕わん力りよくだったが、状況が状況だけに柳楽は違和感に気がつかなかった。

「…………愛人って……その……意味が……よくわからないんだけど？」

「つまりですね、柳楽君の側そばにいさせていただきたいのですよ」

「……俺の側に？」

「具体的に言うと半径十メートル以内です。二十四時間体制でお願いします」

「…………」

　わからない。さっぱりわからない。

　柳なぎ楽らには朝あさ霧ぎりが何を喋しやべっているのか一文字たりとも理解できなかった。

「大丈夫ですよ。柳楽君にもモニカさんにも絶対に迷めい惑わくはかけませんので」

「……そ、そんなこと言われたって」

「私は柳楽君が望むものの全すべてを手に入れることができます。その自信があります。柳楽君のためなら、火の中、水の中、底なし沼の中です」

「……あ、朝霧さん……そ、そんな……」

「戸と惑まどわれるのも無理はありません。ですが、柳楽君がどんなに私を拒こばんだところで、無意味ですよ。私は柳楽君の側そばから離はなれるつもりはありませんから」

「……う、嘘うそだろ」

　柳楽は眩暈めまいを感じた。愛人宣言云うん々ぬんよりも、朝霧が「ストーカーの素質をバッチリ備えた危ない女の子だった」という事実が何よりもショックだった。クールでさばさばしている人だと思っていただけに殊こと更さら衝しよう撃げきは大きかった。これでは「さばさば」ではなく「どろどろ」である。どこぞの昼ドラに匹ひつ敵てきしうる恐怖だ。

「それでは行きましょうか」

「……え？　どこに……？」

「決まっています。柳楽君の家ですよ」

「ちょ、ちょっと待ってよ……まさか押しかけるつもり？」

「安心してください。部へ屋やの中には入りません。私は屋根の上でもベランダでも外がい壁へきでも、どこでもかまいませんから。もちろん半径十メートル以内に限りますが──」

　柳楽は朝霧が解説を終える前に駆かけ出していた。

　まっとうな精神状態の人間なら誰だれだって逃げ出すに決まっている。

「うわああああ！　嘘だ嘘だ嘘だ嘘だ！　あんなの朝霧さんじゃない！　偽にせ物ものだ！」

　駆けた。全力で駆けた。途中でこけた。人にぶつかったりもした。

　──信じない！　信じないぞ俺おれは！　朝霧さんは心のオアシスなんだ！　そ、そう、これは夢だ！　俺は夢を見ているんだ！　夢の中だから変なことが起きるんだ！　思えば今日きようはアクシデント続きだった。不自然なまでに。……ということはあれも全部夢だな。そう、夢だ！

　そう納得した直後、溝みぞに足を取られて転倒してしまった。激げき痛つうに身もだえする柳楽。

「……っ!?」

　即そく座ざに起き上がった。背後で人の気け配はいがしたような気がしたからだ。

　実は塀へいの上をネコが歩いていただけだったりする。かなり敏感になっているようだ。




　その日の夜、柳楽は自室のベッドで男泣きした。




　　　　☆　☆　☆




「眠い……」

　柳なぎ楽らはフェンスにもたれかかるとズルズルと身体からだを水平に崩していった。

　その日、柳楽は学校にこそ登校したものの、朝あさ霧ぎりのことが気がかりで、まったく授業に集中できなかった。朝霧に何か言わなければ、と思うのだが、今の柳楽には朝霧と目を合わせる勇気すらなかった。そうこうしているうちにもう放ほう課か後ごだ。

『運動をすれば足腰が鍛きたえられます。足腰が鍛えられれば車に轢ひかれても平気なのです』

　そんな妙な理り屈くつで部活動に興きよう味みを持ったモニカは授業が終わると一いち之の瀬せにくっついてどこかへ行ってしまった。さすがにモニカを置いて帰るわけにはいかないので、柳楽は一年生校舎の屋上に上がった。昨日きのうの夜、ほとんど眠れなかったから、昼寝でもしよう、と思ったのだ。

「──おーい、柳楽」

　ソフトクリームみたいな雲をぼんやり眺めていると屋上の扉とびらが開いた。

　相手を見るまでもなく声で判別がついた。

「……お前、一人ひとりか？　モニカさんは？」

「テニスコートにいるよ。そこから見えない？」

　白いテニスウェア姿の一之瀬が柳楽に駆かけ寄ってくる。

　金かな網あみ越しに何度か見かけたことはあったが、こうして間近で一之瀬のテニスウェア姿を眺めるのは初めてのことだった。スコートは学校の制服よりもずっと丈たけが短い。柳楽は今、座った状態なので、もう少し身体を傾ければスコートの中が覗のぞけそうである。しかしどうせ見せパンを穿はいているに違いない。だとすれば覗く価値はあまりない。それに一之瀬だし。

「たぶん、モニカさん素す振ぶりやってると思うよ。あ、ほら、あそこ──」

　一之瀬が校舎の真裏にある六面のテニスコートを指差す。モニカはすぐに見つかった。髪の色が一人だけ特殊だからこの位置からでも容易に判別がついた。

「一人で素振りやってる……なんか罰ゲームみたいだな」

「何言ってんの。スポーツで一番大切なのは基本なんだからね？」

「部活サボって屋上で油を売ってるお前は基本以前の問題じゃないのか？　つーか、なんで俺おれがここにいるってわかったんだよ？」

「あんたが屋上のフェンスに寄りかかってるのがテニスコートから見えたの」

　よいしょ、と一之瀬が膝ひざを抱え込みコンクリートの上に座る。横目でその様さまを見ると、たまたまスコートの中が見えてしまった。予想通り見せパンだ。紺こん色いろのブルマを穿いている。

　──前ぜん言げん撤てつ回かい。十分に見る価値がある。だってブルマだもん。希少価値高いもん。

　ブルマは絶滅寸前なのである。早急に保ほ護ごする必要があるのである。そのためには目に焼きつけておく必要があるのである。そうしなければこの世からブルマが消失したあと、「やっぱりブルマが必要だ」となったとき困るのである。……困るのだ。きっと困る。

「何度もアクビしてたよね？　マヌケな顔だったよ」

「視力いいな。──で？　何用だよ？」

　会話しつつ一いち之の瀬せの下半身に目をやる柳なぎ楽ら。見せパンだから見てもいいに決まっている。見られたくないのなら「見てはいけないパンツ」と改名するべきだ。

　横目でブルマを観かん賞しようしていると、ほどよく引ひき締しまった一之瀬の足に目が向いた。なかなか綺き麗れいな足だ。これでもう少し性格が穏おだやかなら多少は評価してやってもいいのだが。

「あ、んっとさ……なんだか今日きよう、元気ないみたいだったから……何かあったのかなって」

「……何かって、なんだよ？」

「んー、たとえば……朝あさ霧ぎりさんにフラれたとか……」

「…………う」柳楽は眩暈めまいを感じた。昨夜ゆうべの記き憶おくが蘇よみがえってくる。

「あ、あれ？　図ず星ぼし？」

「いや……フラれては……いない」

　問題はもっと別のところにある。そう別のところに。

「そ、そうなんだ……」

「一之瀬よ……」柳楽は冷たいコンクリートの上で仰あお向むけになった。「恋愛相そう談だんに乗ってくれ」

「恋愛相談……？　別にいいけど……何？」

「まずお前に訊ききたいことがある」

「訊きたいこと？」

「お前、好きな男いるか？」

「……へ？」

　一之瀬の顔色が変わった。いな、いな、いな、いないし、そんなの！　と面おも白しろいくらいに動揺している。いるみたいなので柳楽は話を進めることにした。

「仮定の話だけど、その好きな男がストーカーだったらどうする？」

「……………………………………」

　長い間があった。その間、一之瀬の横顔を眺めていると、最初は赤みが差していた頬ほおがみるみる元の色に戻っていき、徐じよ々じよに顔が引きつってきた。しばらくして一之瀬が口を開き、

「…………想像できない」と沈んだ顔で言った。

「世界最強のストーカーなんだよ。拒否権すら与えず問答無用で家まで押しかけてくる。しかも、屋根の上とかベランダとか外がい壁へきに住むとか言い出すんだ。真ま顔がおで」

「ううう、何それ……」こめかみを押さえる一之瀬。苦悩の表情だ。

「困るよな？　でも、どうしようもないんだ。それが現実なんだ。さー、どうする一之瀬？」

「……………………警けい察さつに行くしか」

「……………………だよな」

　満場一致で可決された。二人ふたりしかいないけど。

「ね、ねえ……柳なぎ楽らって……」

「なんだ？」

「柳楽ってストーカーなの？」

「──は？　なんじゃそら？　俺おれがストーカーなわけないだろ？」

「そ、そっか。そうだよね。……ご、ごめん！　私、変なこと言った！」

　両手を振って否定のポーズを繰くり返す一いち之の瀬せ。半笑いなのはいいとして、首から上がリンゴみたいに真まっ赤かに染まっているのはどういうわけだろうか。

「わ、私……そろそろ部活に戻るから！　あとでモニカさん迎えに来てね！」

「……お、おい。急にどうしたんだ。話のそらし方が不自然じゃないか？」

「ど、どうだっていいでしょう！」

　慌あわてて起立する一之瀬。立った勢いでスコートがひらりとひるがえり、局部が夕日に照らし出された。光の当たっていない太ふと股ももの内側の陰いん影えいが妙になまめかしく見えた。

　一之瀬が立ち去ったあと──

「鋭するどいように見えて、意外と鈍どん感かんなんだな、貴様は……」

「う、うわああああああ──っ！」

　自分以外誰だれもいないはずの屋上で女性の声がした。

　仰あお向むけの格好で寝転がっていた柳楽は反動をつけて起き上がった。

「り、リリアンさん……いつの間に屋上に？」

「ほんの数分前からだ。先客がいたようなので、給水塔の裏で待たい機きしていた」

　そう言ってリリアンはくわえていたタバコを携けい帯たい用よう灰皿の中に押おし潰つぶした。

　酒にタバコ。順じゆん調ちように堕だ落らくしているようだ。あとはこれにギャンブルが加われば──

「リリアンさんなら世界一渋しぶい『お姉ねえさま』になれますよ」

「なんだそれは？」

　風でひるがえりそうになるスカートを片手で押さえつけるリリアン。ノースリーブの涼しげなカットソーを身につけたリリアンの立ち姿はなかなかセクシーだ。今日きようは比較的、気温が高いからだろう、お馴な染じみの赤いジャケットは肩にかけている。服装にあまり文句はつけたくないが、部外者なんだから学校に侵入するときはもっと地味な服装にしろよな、と柳楽は思う。

「で？　どうしたの？　……まさかモニカさんが何かしでかした？」

「貴様の同級生……朝あさ霧ぎりシズホのことで話がある」

「…………」

　あなたもですか、と内心で柳楽は戦せん慄りつする。朝霧に迫られたときの記き憶おくがフラッシュバックしたのだ。思い出したくない。昨日きのうのことは二度と思い出したくない。

「心して聞け」リリアンは柳なぎ楽らの顎あごをつかみ威い圧あつ的てきな声で言った。「──あの女は地球人ではない。ダナ系のカルテスという惑わく星せいの人間だ」

「──は？」間の抜けた声が出てしまう。

「カルテスはクレメンツと長年にわたって敵対している帝国主義的な気質を持った国家だ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。なんの話？　朝あさ霧ぎりさんがなんだって？」

「宇宙人だ」リリアンは冷静に言った。「……いいか？　カルテス人は物事全すべてを武力で解決しようとする野や蛮ばんな人種なのだ。あの女も例外ではない。これ以上関かかわるな」

「……う、宇宙人って……一体なんの根拠があって？」

「昨日きのうの騒そう動どうを陰から見ていて、あの女の身体能力の高さに疑問を覚えたのだ。そこで私はあの女の部へ屋やに侵入して髪の毛を採取し……夜通しで遺い伝でん子し情報の解析に励はげんだのだ。結果が出たのはつい今しがたのことでな……いささか疲れたぞ」

「平然と人の家に不法侵入するな！　犯罪だぞ──っ！」

「……とにかく、あの女は私が始末する。貴様、余計なことをするなよ？」

「し、始末って……朝霧さんをどうするつもりなんだよ？」

「決まっているだろう……抹まつ殺さつするのだ！　この私の手で木こっ端ぱ微み塵じんにしてやる！」

「──木っ端微塵に!?」一体どんなテクノロジーを使って!?

「ああいう危険な女はさっさと始末しておいたほうがいい。何事も先手必勝と言うだろう？」

「無意味に先手を打たないで！　お願ねがいだから！」

「モニカ様の身に何かあったらどうする？　あの女は今日きよう中じゆうに始末するぞ。女王様からもカルテス人を見かけたら容よう赦しやするな、と言われているしな」

　そう言って踵きびすを返すリリアン。完全に殺やる気のようだ。

「ちょ、ちょっとリリアンさん！　考え直してよ！　たしかに朝霧さんはストーカーの気があるっぽいけど……でも、まだ何か実際に罪を犯したわけじゃないし！」

「私に指図するな……」

　リリアンは屋上の扉とびらの前で足を止め、柳楽のほうを振り返った。

「私は何よりもモニカ様の生命を優ゆう先せんする。モニカ様の身に何かあったら私は……」

　そこで言葉を区切ると顔を上げ、寂さびしそうな目で柳楽を見つめてきた。

　──そっか……そうだよな。モニカさんは大事な大事な王女様だもんな。きっとリリアンさんにとってモニカさんは手のかかる妹みたいなものなんだろうな……。

「モニカ様の身に何かあったら……私は死刑どころではすまないのだぞ──っ!?」

「──はい？」

「クレメンツでもっとも重い刑罰！　生いき地じ獄ごくの刑に処される！」

「……いきじごくのけい？」

「苦痛のフルコースだ！　まずは両手両足の骨をハンマーで粉々に砕くだかれる！　そして、素っ裸でつるし上げられ、気を失うまでバンジージャンプだ！　気絶したら水をぶっかけられ、今度はヒモなしバンジー！　落下した場所には水が張られていて、そこにはワニが──」

「わ、わかった！　もういい！　それ以上は聞きたくない！」

「──納得したか？」

「う、うん……リリアンさんの置かれた立場はなんとなく想像できたよ……」

「そうだろう、そうだろう。では、私はあの女をクレメンツ流の暗殺術で──」

「──ちょっと待ったああああっ！」柳なぎ楽らはリリアンに飛びかかった。「拷ごう問もんはわかったけど、暗殺はダメぇぇ！　暴ぼう力りよく反対！　暴力反対！」

「うっとうしい──しがみつくな！」

　片手であっさりと引ひき剥はがされた。腕わん力りよくではどうやっても対抗できそうにない。

「やけに庇かばうな。……ああ、そうか。貴様、あの女に惚ほれているのか？」

「──っ！」

「なるほど。だから貴様はモニカ様を受け入れないのだな。そうか。そういうことか。──ならば、ますます生かしてはおけないな……あの女は。やはり今日きよう中じゆうに始末しよう──」

「リリアンさん！」

　もう柳楽の言葉は届かない。ターゲットに狙ねらいを定めたリリアンは校舎には戻らず、助走をつけてフェンスを乗り越え、そのままなんの躊ちゆう躇ちよもなしに落下してしまった。

「なんなんだよ！　あの人は！」

　柳楽は慌あわてて校舎の中に引き返した。

　階段を駆かけ下りつつ、ポケットの中から『アレ』を取り出す。リリアンからもらった（貸してくれただけかもしれないが）音声対話型の携けい帯たい情報端末だ。

「おい──」親指で電源を入れ、ナビゲーターのなっくんを呼び出す。

《どうも。なびげーたーのなっくんです。…………なんだ、あなたですか》

「なんで俺おれだってわかるんだよ!?　っていうかテンション低いな！」

　なっくんは口に葉巻をくわえていた。サングラスも以前かけていたものとはデザインが異なり、レンズがより丸くなっていて、色もライトゴールドとゴージャスだ。

《ごようけんを、さんびょういないで、おねがいします》

「短いよ！　えっと……えーと、あれだ！　カルテス人について教えてくれ！」

《んー、たしか、こうげきてきで、あぶないかんじで……………………すごくこわい？》

「なんで疑問系なんだよ！　真ま面じ目めに答えろよ！」

《あ、いやぁー、すみません。あのですね、たいへんもうしあげにくいのですが、ぼくって、めいどいんくれめんつ、じゃないですか？》

　ぷかー、と大量の煙を口から吐き出す。画面全体が一いつ瞬しゆん、灰はい色いろになる。

「ん、まあ……そうだろうけど、それがどうかしたのか？」

《かるてすは、くれめんつと、てきたい、しているんですよー。だから、いくらぼくにきいても、かるてすの、わるくちしか、でてこないとおもうんですよねー》

「………………」

《つまり、なにが、いいたいのかというと、ぼくのいうことは、あまりあてにしないほうがいい……ということなんですねー。いやー、くれめんつは、ぐんじこっか、ですからね。じょうほうとうせいなんかは、おてのものなんですよー》

「相変わらず使えないな！　お前は！」

　柳なぎ楽らは端末の電源を切った。

　──んー、情報統制ってことは……リリアンさんのカルテス人に対する知ち識しきもそうとう偏かたよっているんじゃないのか？　うーん、どちらにしろリリアンさんを止めないと──

「あ、柳楽さん！　そんなに急いでどうしたのですか？」

　校舎の外に飛び出すと、水のみ場のベンチでくつろいでいたモニカがラケットを両手で持ち上げ、柳楽に駆かけ寄ってきた。彼女は一いち之の瀬せとよく似たデザインの白いテニスウェアを着ていた。スコートの丈たけが短いのは言うまでもないことだが、それより問題なのはポロシャツのほうだ。サイズが明らかに合っていない。ヘソが丸見えになっている。胸をそらせばボタンが弾はじけ飛とんでしまいそうだ。ぱつんぱつんである。窮きゆう屈くつよ、と今にも胸が文句を言い出しそうだ。

「あのさ、リリアンさん見かけなかった？」

「リリアンなら、先ほど私の目の前を猛スピードで駆け抜けていきました」

「どっちに行ったかわかる？」

「えーと……たしかグラウンドのほうに……あっ！　いました！　あそこです！」

　モニカがぴょんぴょん飛とび跳はねながらグラウンドの一点を指差す。胸が上下にゆっさゆっさと揺れ動き、おまけにスコートが盛大にめくれ返っていたが、モニカは無む邪じや気きに笑っていた。

　ジャンプする意味はあるのだろうか、と思いながらモニカが指差した方向を見る。

「──う、うわああああ！　何やってんだ、あの人は！」

　柳楽は髪の毛を掻かきむしりながら、グラウンドに続く石段を全力で駆け下りた。

　待ってくださ～い、とモニカもあとからついてくる。

「こんなひと目のつくところで、何おっぱじめてんだよ！　アホか！　アホなのか！」

　リリアンは野球部専用のグラウンドでバットを振り回していた。ただ普通に振り回しているのではない。野球部員にカゴの中の硬球をトスさせ（なぜリリアンに従う？）、それを「うおりゃあああああ！」と雄お叫たけびを上げながらノックしているのだ。打球は全すべてマウンド付近に立っている朝あさ霧ぎりのもとに向かっている。その朝霧に目をやると──

「──…………っ！」

　彼女はリリアンが打ったライナー気味の球を、ミットを使わず手足だけでさばいていた。無言で対処しているものの、けっこう必死なようで、ひるがえるスカートを気にしている余裕はまったくないようだ。

　カキーン！　パスッ！　カキーン！　パスッ！　カキーン！　パスッ！

「おおおおおお！」「ぱ、パンツが！」「見えない！」「なぜ見えない！」「見えろ！」

　野球部員たちは二人ふたりの攻防を熱ね心しんに観かん戦せんしていた。観戦ではなく観かん賞しようしている者が大半のようだが、部外者に練習を妨害されているというのに暢のん気きなことである。

　──おい！　誰だれか止めろよ！　そんなんだから万年一回戦負けなんだぞ！　っていうか、リリアンさん！　暗殺するとか言っておきながらなんでバット振り回してんだ！　あんたはバカか！　真性のバカなのか！　意味わかんねーよ、あんたの行動！　だいたい暗殺って、相手に自分の存在を悟られちゃダメだろ！　目立ちまくってんじゃねーかよ！

「リリアン……」

　モニカがぽかんと口を開けて二人の攻防を見つめている。まずいところを見られてしまったな、と柳なぎ楽らは思う。リリアンの暴ぼう走そうよりもモニカの暴走のほうがよほど危険だ。

「柳楽さん……リリアンと朝あさ霧ぎりさんが」

「も、モニカさん、これは違うんだ……これは、その、えーと……」

「見てください！　素す晴ばらしいパフォーマンスです！　二人とも運動神経万能ですね！　私も二人を見習わなければなりません！」

「だ、だよね！　素晴らしいパフォーマンスだよね！」

　柳楽はモニカに調ちよう子しを合わせた。勘かん違ちがいしてくれてよかった、と胸をなでおろしながら。

　──これならモニカさんのほうは大丈夫だな。あとはあの二人を……。

「くそっ……球切れか！」

　リリアンは全すべての球を打ち切ると、最後に金属バットを朝霧目がけて放り投げた。

　高速で回転するバットは、朝霧に命中するかと思われたが──しかし朝霧は身体からだをぐんと捻ひねって後うしろ回まわし蹴げりを繰くり出し、バットを黒いローファーで蹴り上げた。蹴りによって直角に進路を変えたバットは逆回転しながら天高く舞い上がった。

　そして朝霧は好こう機きとばかりにリリアンに背を向け駆かけ出した。だが、「私から逃げられるとでも思っているのか！」とものすごい形ぎよう相そうでリリアンが朝霧のあとを追いかける。無力な地球人であるところの柳楽には宇宙人二人の戦いを終結に導みちびくことは不可能に近かったが、このまま黙だまって見ているわけにもいかないので、しょうがなく二人のあとを追った。

　野球部の次はテニス部だった。

　よほど球を打つのが好きなのか、リリアンは金かな網あみに立てかけてあった赤いフレームのラケットを手に取り、側そばに落ちていたボールを今度は自みずからトスし、強烈なフラットサービスで朝霧を攻こう撃げきした。不意打ちだったようで、ボールは朝霧の右足に当たった。朝霧は一いつ瞬しゆん、顔をしかめたが、すぐに駆け出した。リリアンのテニス遊びに付き合う気はないようで、彼女は六面のテニスコートを全て素通りした。今度は校舎のほうへ向かっている。

「逃がすかぁぁぁぁぁ！　これでも食らえぇぇぇぇぇ！」

　リリアンは上半身を精一杯そらし渾こん身しんの力を込めてサーブを放った。

　──パキーン！

　宇宙人の腕わん力りよくはどうなっているのか、インパクトの瞬しゆん間かん、ボールがラケットのガットを突き破り、さらにラケットが根元からポッキリ折れてしまった。テニスに明るくない柳なぎ楽らにはこのアクシデントが異常なことかどうかはわからなかったが、テニス部員たちの青ざめた表情を見る限り、普通は起こり得ないことらしい。

「わ、わ、わ、私のラケットがぁぁぁ──っ！」

　一いち之の瀬せが激はげしく取り乱している。どうやら彼女のラケットだったみたいだ。

「特注のラケットがぁぁ！　十万円のラケットがぁぁ！　高校進学祝いのラケットがぁぁ！」

　ご愁しゆう傷しよう様としか言いようがない。あとでリリアンに弁べん償しようさせなければ、と柳楽は思う。

「逃がしてたまるかあああああああああああ──っ！」

　野や獣じゆうのように叫びながら朝あさ霧ぎりのあとを追いかけるリリアン。

　柳楽は、「もっと効率的に戦えばいいんじゃないですか？」とアドバイスしたい気分だった。

　さっきから非効率的というか、意味のない戦いを繰くり広げているとしか思えない。

「次はどこだよ──」赤い服を目印に現場へ急行する。

　モニカもついてくるかと思ったが、「私は部活に戻りますが、柳楽さんは二人ふたりのパフォーマンスを最後まで見届けてくださいね！」と言ってテニスコートに残った。

　──パフォーマンスか。たしかにそう見えないことも……いや、見えねーよ……。

　最終決戦の場は中庭だった。

　柳楽が中庭に到着するころにはすでにリリアンと朝霧は向かい合っていた。お互いの距きよ離りは十メートルほど。朝霧は逃げるのを諦あきらめ、戦うことを決意したらしい。二人とも武器は持っていない。素手でやり合うつもりのようだ。

　──まずい、まずいぞ。このままでは地上最悪の殺さつ戮りく合戦が始まってしまう──

「ここが貴様の墓はか場ばだ！　覚悟しろ！」

　リリアンが咆ほう哮こうしながら駆かけ出すと、朝霧もキッと表情を引ひき締しめ、地面を蹴けった。

「くそっ！　止めないと！」

　柳楽は二人が衝しよう突とつするであろう地点に向かって走った。無関係の自分が間に入れば、とりあえず戦いは中断されるだろう、と思ったのだ。

　しかし現実はそう甘くなかった。

「──どけぇぇぇぇぇぇ！」「──柳楽君！　どいてください！」

　車は急に止まれない。……それと同様に人も急には止まれないのである。

　──そうか。人も車と同じなんだね。いい教訓になったよ。

　死を覚悟した柳楽は穏おだやかな気持ちで『そのとき』を待った。

　ごー、よん、さん、にー、いち──




「──ぐぎょがああああああああああああああああ──っ!?」




　柳なぎ楽らはおよそ人間が発したとは思えない斬ざん新しんな悲鳴を上げ、芝しば生ふの上に崩れ落ちた。

　前と後ろからの強烈な一いち撃げき、二つの強大な力は柳楽をクッションにして相そう殺さいされた。

　朝あさ霧ぎりの助走をつけての飛び蹴りは柳楽のみぞおちに突き刺さった。

　リリアンの放った延えん髄ずい斬ぎりは柳楽の背中に突き刺さった。

　こうして、究きゆう極きよく奥おう義ぎ、『飛ひ翔しよう空くう舞ぶ相そう殺さい脚きやく』は完成をみたのであった。
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　──たぶん、そんな技わざはないけど……。




　　　　☆　☆　☆




「柳楽君、気がつきました？」

　目を覚ますと朝霧が真上から柳楽の顔を覗のぞき込んでいた。

「ん……ここは？」

「中庭ですよ」

「あ、そっか……俺おれってサンドイッチの具になったんだよね。……って、あれ？」

　柔らかいな、と思ったら朝あさ霧ぎりの膝ひざの上だった。膝枕まくらだ。憧あこがれの膝枕。朝霧はベンチに腰かけている。柳なぎ楽らは朝霧の膝の上に頭を載っけており、それ以外はベンチの上。空を見上げると、蜂はち蜜みつ色いろに染まった夕焼け空が視界に広がり、視し線せんを動かすと朝霧のふくよかな胸の膨ふくらみが目についた。なんだかいい匂においがする。甘ったるいが上品な香りだ。だが今はそれより──

「身体からだが……重い……」

　どちらかと言えばみぞおちよりも背中のほうが痛かった。背中は肉厚が薄うすい分、ダメージが大きかったのだろう。──というかあれを食らってよく死ななかったな、俺……。

「すみません。あの状況ではどうしようもなくて……」

「あ、いや、いきなり飛び出した俺も悪いし」

「まだ痛みますか？」と言って柳楽のお腹なかを指先でさする。少しくすぐったい。

「……ちょ、ちょっとだけ」

　本当は触れられるだけでお腹にズキズキと痛みが走ったが、柳楽はやせ我が慢まんをした。朝霧が申もうし訳わけなさそうな顔をしていたからだ。無神経な身内に囲まれて育った柳楽はこういう他人からの献けん身しん的てきな姿勢に弱いのである。

　──って、そういや……朝霧さんって……。だ、大丈夫かな……？

　再び昨日きのうの記き憶おくが脳のう裏りに蘇よみがえってきた。警けい戒かい心しんを強める。

「背中のほうはどうですか？」

「え？　あ、うん……そうだね。とりあえず骨は折れてないみたいだけど……」背中と聞いてふと思うことがあった。「──あ、そういえば……リリアンさんは？」

「リリアンさんですか？　あの方ならもう帰りましたよ」

「帰ったって……どういうこと……？」

「和解が成立したんですよ」

「へ？　で、でも……リリアンさんは本気で朝霧さんのことを──」

「時間はかかりましたけど、身分を明かしたらわかってくれました」

「……マジかよ」よく引き下がったな、リリアンさん……。

「事情は全すべてリリアンさんからお聞きしました。──どうやら、柳楽君には正体を隠す必要もないみたいですから、本当のことを話しますね」

「本当のこと……？」

「もうわかっていらっしゃると思いますが、私は地球人ではなくカルテス人です。……カルテスはもう百年以上も前からクレメンツと衝しよう突とつを繰くり返しています。硬いお国くに柄がらで、些さ細さいな理由で死刑が適用されてしまう融ゆう通ずうの利かない国です。──そういう私もカルテス生まれのカルテス育ちなんですけど、今の私は故郷と縁えんが切れているんですよ」

「縁が切れている？」

「五年ほど前にクレメンツに帰化したんですよ、家族共とも々ども。どうやら父はカルテス政府のやり方が気に食わなかったらしくて」

「国を捨てたんだ……」──クレメンツもどうかと思うけど……。

「今の私はカルテスとは無関係ということです。──そう説明したらリリアンさんもかろうじて納得してくれました。まあ、決め手となったのは……」

　朝あさ霧ぎりがスカートのポケットから電子カードのようなものを取り出した。なんでもクレメンツの国民なら誰だれもが所持しているそうだ。身分証明書のようなものだろう。

「そんなことより柳なぎ楽ら君……身体からだのほうはどうですか？　もう立てますか？」

「う、うん……もう自力で起き上がれる……かな……」

　話が一段落すると昨日きのうのできごとが柳楽の脳のう裏りを過よぎった。このシチュエーションはなんだか危険な香りがする。このままどこかに連れ去られそうな気が──

「家まで送ります。──タクシーを呼びましょう」

「い、いや、一人ひとりで帰れるよ……」

　柳楽は上半身を起こすと両足を地面に下ろした。そしてベンチから立ち上がる前に、

「……ね、ねえ、朝霧さん。一つ疑問があるんだけど、訊きいてもいいかな？」

　話をそらす意味もあったが、疑問があるのは本当だった。

「なんですか？」

「朝霧さんはどうして地球にやってきたの？　まさか観かん光こうってことはないよね？」

「観光ではありません」

「じゃあ、なんのために？」

「……真実を告げる前に、私は柳楽君に謝あやまらなければなりません」

「え？　なんで──」

　朝霧はベンチを立つと柳楽の目の前で正座をした。なんで正座なんだ、と思いながら柳楽も朝霧を真ま似ねて芝しば生ふの上で正座をする。──変なシチュエーションだ。

「昨夜ゆうべのことです。どうも誤解を招く発言だったようで深く反省しています」

「あ、うん……」

「昔からよく言われるんですよ。お前は『ズレている』とか『発言が比ひ喩ゆ的てきすぎる』とか」

「……そ、そうなんだ」

「どうぞ昨夜のご無礼をお許しください」朝霧は深々と頭を下げた。

「い、いや……そんなかしこまらなくても……」

「しかしあれは不適切な発言でした。『愛人』ではなく、せめて『妾めかけ』と言うべきでした」

「……………………」それ意味一いつ緒しよですやん。

「それで……先ほどの疑問の答えなのですが」朝霧は正座をしたまま顔を上げた。「私はある任務を遂行するためにこの星に配属されました」

「……任務？」

「私は地球で言うところのボディーガードなのです。役やく職しよくを無理やり地球語に変換するなら、そうですね、『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』でしょうか、一番近い表現は」

　ろいやるがーでぃあん。なんだか強そうだ。

　名前から察するに重要人物を守るのが仕事のようだが──

「あ、もしかして……リリアンさんもその『王室守護者』だったりする？」

「違います。あのお方はモニカさん……いえ、モニカ様をお守りする三人の側近のうちの一人ひとりです。たしかに同じ組そ織しきの一員ではありますけど、私などとは格が違いますよ。お会いしたのは今回が初めてです」

「へぇ……あの人、けっこうすごい人なんだ……」

「マスコミにも注目されています。写真集も出しておられますよ」

「…………マジかよ」

「全宇宙で七百万部ほど売れたそうです。ちなみに私は三冊買いました」

「…………ファンなのかよ！」

「ええ、ファンです。……悪いですか？」

　ちょっぴり赤せき面めんする朝あさ霧ぎり。完全に素すの表情だった。

「ファンなのに……飛とび蹴げりとかやっちゃうんだ。……まあ、さっきの戦いは回かい避ひ不可能だったような気もするけどさ……」

「いえ、ファンだからこそ飛び蹴りなんですよ。一種の愛情表現です。とてもラブです」

「…………そ、そう」

　宇宙人はよくわからない。というか朝霧がよくわからない。

「あ、そういえば……さっき言ってた任務っていうのはモニカさんの護ご衛えい？」

「違いますよ。モニカ様にはリリアンさんがついていますから、私の出る幕まくはありません」

「それじゃあ……一体……」

「私の護衛の対象は柳なぎ楽ら君ですよ」

「…………え？　俺おれ？」

　意外な答えが返ってきた。

「私の任務は『モニカ様の婚約者の護衛』です。モニカ様は婚約者を求めて様さま々ざまな惑わく星せいを飛び回っておられるのですが、その行く先々に私のような『王室守護者』が配置されています。そして、万が一、モニカ様の結婚相手に相応ふさわしい男性が現れた場合、その方をお守りしなければならないのです。それが私に与えられた使命であり、ここにいる理由なのです」

「……じゃ、じゃあ、俺とモニカさんの仲を勘かんぐってきたのは……？」

「もちろん、柳楽君がモニカ様のお相手なのかどうかを確かく認にんするためです。リリアンさんはまだ柳楽君のことを本国には報告していなかったようなので、自分でたしかめる他ほかありませんでした。リリアンさんとも連絡が取れなかったものですから」

「……そうだったんだ」

　どうやら「朝あさ霧ぎり嫉しつ妬と説せつ」は柳なぎ楽らの都合のいい妄想でしかなかったようだ。しかし、「朝霧ストーカー説」のほうは完全に柳楽の勘かん違ちがいだったわけで、状況としてはフリダシに戻ったようなものだ。いや、少しは前進したのかもしれない。朝霧の正体を知ることができたのだから。

「柳楽君……いえ、ご主人様。そろそろご自宅のほうへ参りましょう」

「……ご、ご主人様？」

「昨夜ゆうべも申し上げましたが、私はいついかなるときもご主人様の半径十メートル以内に存在しなければならないのです。そして、それが『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』の務めの中でもっとも大切なこと。最重要課か題だいです。当然の義務です」

「半径十メートル以内って……それ同居でもしない限り不可能なんじゃ……」

「ええ、同居が一番望ましいですね。ですが、昨夜、申し上げた通り、私は屋根の上でもベランダでも外がい壁へきでも、どこでも結構です。特殊な訓練を受けていますので心配はいりませんよ」

　いくらなんでも外壁は無理なのではないだろうか。──というか無理だろ。

「あ、あのさ、せっかくだけど……護ご衛えいはいいよ」

「──いい？　その……いい、というのは必要ないという意味ですか？」

「うん、そうだよ。護衛は必要ないよ」

「……そうですか」

　朝霧は見るからに落らく胆たんしていた。沈ちん鬱うつな表情で頭を垂れている。

「あ、必要ないっていうのは言葉のあやでさ……」

「──柳楽君。フォローはけっこうですよ。私も自分でわかっていますから」

「え？　わかってるって？」

「仕えるべき主人の信頼さえ勝ち得ることのできない私には『王室守護者』を名乗る資格はありません。私はミドリムシやケイソウなどの微生物にさえ劣る役立たずなんです。ええ、絶対にそうですよ。上司からもよく怒ど鳴なられますし、始末書もよく書かされます。私は無能なんです。無能だから……今回も地球のような辺境の惑わく星せいに送り込まれたんです。事実上の左さ遷せんですよ、きっと……」

「いや……そんなに卑ひ下げしなくても……」

「いいえ、ダメです！　私のようなゴミ虫はこの世に存在するべきではないんです！」

　朝霧はそう叫ぶとスカートの中、太ふと股もものベルトに装着していた銀ぎん色いろのナイフを抜き取った。

　刃渡り十センチを超える鋭えい利りなサバイバルナイフだった。

「朝霧さん!?　そんなもので何を!?」

「私は『王室守護者』の面つら汚よごしです！　死んでお詫わび申し上げます！　──アーメン！」

「──アーメンの使い方間違ってるから！　っていうか、あなたは宇宙人でしょう！」

　柳なぎ楽らはナイフを逆さか手てに握った朝あさ霧ぎりに慌あわてて体当たりをかました。彼女はナイフを落とし、わずかによろめいたが、すぐに体勢を立て直し、

「──柳楽君──邪じや魔ましないでくださいっ！」

　芝しば生ふの上に転がったナイフをつかもうと身体からだを捻ひねる。だが朝霧がナイフを手にする一いつ瞬しゆん前に柳楽のタックルが決まった。今度はバランスが保てず、朝霧は芝生の上に転倒してしまう。柳楽も後先考えずに体当たりしたものだから、朝霧を押し倒すような形になってしまった。誰だれかに見られたら百パーセント誤解されてしまうような状況だが、柳楽はどかずにこう言った。

「わかったよ……朝霧さん」

「何がですか？」

「護ご衛えい……お願ねがいするよ。朝霧さんに……」

「え？　いいんですか？　私なんかで？」

「う、うん。だからさ……死んでお詫わびするとか、そういうのは止やめてよ」

「……はい、わかりました。ご主人様……」

　一瞬で落ち着きを取り戻した朝霧はナイフをスカートの内側に戻した。

　どうも彼女は仕事にコンプレックスを持っているようだ。以後注意するべきだろう。

「ご主人様……改めまして、どうぞよろしくお願いいたします。末永くお幸せに……」

　朝霧は状況にそぐわない発言と共ともに、最上級のお辞じ儀ぎを披ひ露ろうした。

　両手を八の字にし、上半身を限界まで地面に接近させ、額ひたいを芝生にこすりつける、美しい謝しや罪ざいのスタイル。どう見ても土ど下げ座ざである。

　──護衛の件、承しよう諾だくしちゃったけど……これで本当によかったのかな……。

　戸と惑まどう柳楽に「なんなりとお申しつけください」と土下座を続ける朝霧。

　妙な具合になってきた。こんなところを誰かに見られようものなら──

「──こらぁ！　柳楽！　あんた朝霧さんに何やらせてんのよ！」

　最悪なタイミングで最悪な女がやってきた。言うまでもなく一いち之の瀬せだ。

「ち、違うんだ！　これには海よりも深い事情があるんだ！」

「女の子に土下座させるなんて、あんたはどこのヤクザよ！」

「違う！　違う！　俺おれがやらせてるんじゃない！　朝霧さんが勝手に──」

「──はぁ？　あんた何ふざけたこと言ってんの？　殺されたいわけ？」

　と言いながら根元の折れたテニスラケットを振りかぶる一之瀬。そういえば中庭を抜けた先に部室棟があったんだ、と柳楽は思い出す。ということは他ほかの部員たちももうすぐ──

「──あ、朝霧さん！　俺、急用を思い出した！」

「急用ですか？　でしたら、私も一いつ緒しよに参ります」

「だ、ダメなんだ。一人ひとりで行かないとダメなんだ。そうしないと……大変なことに──」

　そうこうするうちにテニス部員たちがぞろぞろと中庭に姿を現した。もちろん、その中にはモニカの姿もあって、「柳なぎ楽らさん!?　一体何を!?」と天然の彼女もさすがに何かがおかしいと気づいたらしく、一いち之の瀬せとタッグを組んで柳楽に迫ってきた。

「ち、違うんだ！　これには深いわけがあるんだ！　朝あさ霧ぎりさんが土ど下げ座ざをしてるのは主人に対する忠誠心のようなものであって……何も俺おれがやらせてるんじゃ──」

　柳楽は全すべてを言い切る前に悟った。無理だ。この状況では説明のしようがない。

「朝霧さんは俺を警けい護ごするためにクレメンツっていう惑わく星せいからやってきたんだよ」

　とは口が裂けても言えないわけで……というか言ってはいけない。モニカならわかってくれるかもしれないが、純粋な地球人が多数を占めるこの中庭でそんなナンセンスなことを口にしようものなら、たちまち『変人』のレッテルを貼はられてしまう。

「柳楽さん！　これは一体どういうことですか！　わかるように説明してください！」

　嫉しつ妬とに燃もえるモニカは今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　──これはもう、土下座をするしか……。




　その後、間もなく──モニカが雨雲と雷らい雲うんを呼び起こした。

　柳楽は雷かみなりが轟とどろき、横よこ殴なぐりの雨が降りしきる中、モニカに土下座して謝あやまった。このできごとは翌日、『世界一無ぶ様ざまな土下座』という見出しで校内新聞のトップを飾ることになる。

　南な雲ぐも高校に入学して以来、不名誉な称号を得てばかりの柳楽である──







　　　ＣＡＳＥ３　観覧の際は火気厳禁にてお願い致します




　中庭の一件以来、モニカはずっと不ふ機き嫌げんだ。あのときは五時間に及ぶ説明の末、なんとか朝霧が『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』だということを理解してくれたのだが、「……事情はわかりましたが、なんだか胸むな騒さわぎがします」と最後まで顔をしかめていた。

　モニカが爆ばく弾だんを抱えていることは言うまでもないことだが、『王室守護者』を名乗り、柳楽の護ご衛えいの任務に就ついた朝霧シズホも何かと厄やつ介かいな人物だ。

「できれば柳楽君と同居したいんですけど……どうですか？」

　いきなりこんなことを言い出すのだ。

　大変魅み力りよく的てきな……いや、大変迷めい惑わくなお誘いだった。

　柳楽は泣く泣く……いや、きっぱりとお断りした。三十分悩んだ挙あげ句く、きっぱりと……。

　同居の夢は消えたが、生き真ま面じ目めな朝霧が『半径十メートル以内』という護衛上のルールを破るはずもなく、彼女は同居を断った翌日の夕方には柳楽の隣となりの部へ屋やに引っ越してきていた。

　壁かべなどの障害物はあるが、たしかにお隣さんなら、『半径十メートル以内』を維持することができる。柳楽としても異い論ろんはなかった。屋根の上やベランダや外がい壁へきなんかに住み着かれるよりはずっといい。

　ところが、朝あさ霧ぎりは単なる『お隣となりさん』ではすまなかった。

　たとえばある日の夜、柳なぎ楽らがバスルームに向かうと、湯船の中からスクール水着姿の朝霧が突然現れた。素っ裸だった柳楽は慌あわてて洗面器で前を隠したが、

「お背中を流そうと思いまして」

　朝霧は平然とした様よう子すで、ボディタオルに石せつ鹸けんを擦こすりつけた。

　──背中を流すだけなら、わざわざ水着に着替えなくても……しかもスクール水着……。

「それではいきますよ。痛かったら言ってくださいね」
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　朝霧は問答無用で柳楽を風ふ呂ろ椅い子すに座らせ背中をゴシゴシ擦り始めた。逃げても力ずくでどうにかされそうだったし、下へ手たに騒さわぐとリビングでテレビを見ている姉に察知されかねないので、朝霧の厚こう意いを素す直なおに受け取ることにした。

　しばらく緊きん張ちようで俯うつむいていた柳楽だったが、そのうち目の前の鏡かがみに映った朝霧の姿を観かん察さつする余裕が出てきた。湯船から現れたときは幻かと思ったが、朝霧は間違いなく学校指定の紺こん色いろのスクール水着を身につけていた。お湯に濡ぬれて全体的に黒っぽい色に染まっている。

　──やっぱ水着だとボディラインが一いち目もく瞭りよう然ぜんだな……。

　朝霧は予想に違たがわずスリムな身体からだつきをしていた。目を引くのはなんと言っても腰のくびれだ。単体で見ると胸やお尻しりは小振りなのだが、ウエストが細く狭せばまっているから、凹おう凸とつのない幼児体型とは一味違う。きっと身体を鍛きたえているから余計な脂肪がついていないのだ。

「はい、背中は終わりました。今度は前ですね」

「──え？　前って？」

「前は後ろの反対ですよ。もしかして柳なぎ楽ら君って方向音おん痴ちなんですか？」

「それは方向音痴の域を超えてるから……ってそうじゃなくてさ！」

「そうじゃなくてさ？」

「前は……前は自分で洗うから……いいよ」

「柳楽君。そんなこと言わずに、もっと私を乱らん暴ぼうに扱ってください」

「……ら、乱暴に？」

「間違えました。もっと私を扱こき使ってください、でした。日本語って難むずかしいですね」

「あの……わざと間違ってない？」

「まさか、そんなことはありませんよ」

　朝あさ霧ぎりは後ろから抱きつくように身体を密着させ、ボディタオルを握った手を柳楽の胸板にあてがった。そして、ゴシゴシと一定のリズムで擦こすり始める。一回目の『ゴシゴシ』で背中に柔らかいものが当たり、二回目の『ゴシゴシ』でそれが一度離はなれる。鏡に映った朝霧の表情は真剣そのものだが、動きが明らかにおかしい。

　どうして身体を前後させているのか？　その動きに何か意味はあるのか？

　……というかだんだん彼女の右手が下のほうへ移動しているような……？

「あ、朝霧さん……それ以上はまずいって……」

「まずい？　私の所しよ作さに何か問題が？　問題があるとでも言うのですか？」

「いや……問題があるのは……どちらかと言うと俺おれのほうなんだけど……」

　比ひ喩ゆ的てきに説明するとこうだ。──禁断の聖地（下のほう）に眠る聖なる獣けもの（とても荒々しい）が目を覚ますと、通常の十倍の大きさ（誇こ張ちよう表現）にまで巨大化してしまうのだ。巨大化を果たした聖なる獣（たくましい）を迂う闊かつに刺し激げきしてはいけない。爆ばく発はつの可能性がある。

「だ、だから、やばいって……下半身はまずいって……」

　このままでは『擦る』が別の意味に変わってしまう。いくらなんでもそれは──

「何も問題はありませんよ。上半身も下半身も、全すべてこの私にお任せください」

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、ああああああああああああ！」

　柳楽が絶叫したそのとき、バスルームの扉とびらが突然開き、

「──ちょっと淳じゆん！　さっきからうるさいわよ！」

　顔を出したのは柳楽の姉だった。

　──終わった……俺おれの人生は本日をもって終了だ。…………って、あれ？　朝霧さんは？

　いつの間にか朝霧は消えていた。姉には気づかれなかったらしい。

　──ふ、ふぅ……助かった……。

　柳楽は姉に適当に言いい訳わけしつつ、背中に残る朝霧の胸の感触を思い返した。

　と、このように──

　朝あさ霧ぎりは神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、都合が悪くなると即そく座ざに姿を消す。その反応速度は人間の限界を遥はるかに凌りよう駕がしている。このときも姉に違和感を一切与えずバスルームから脱出していた。

　朝霧には実直すぎて融ゆう通ずうが利かないという欠点があった。しかも、下へ手たに反はん論ろんすると、「……役立たずの害虫は死ぬべきですよね」と言ってナイフを手にしてしまう。彼女にナイフを握らせてはいけない。柳なぎ楽らはそのことを中庭の一件から学んでいた。

　そんな朝霧だから、こちらからの要望はちっとも聞き入れてくれない。唯一、承しよう諾だくしてくれたのが柳楽の呼び方だ。朝霧は『ご主人様』と呼びたかったようなのだが、そんな呼び方だと誰だれかに正体がバレるかもしれないよ、と柳楽が言ったら「それもそうですね」とあっさり納得してくれた。




　そして、五月下旬のある日──

　朝霧はついに人前でとんでもないことをやらかしてしまった。

　昼休みのことである。以前、寿す司しを食べにいったメンバーで昼食をとることになり、お互いの机をくっつけ合っていたところ、朝霧がバッグからオレンジ色の巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

「それ、お弁当？　なんだか大きいね？」柳楽が何気なくそう訊きくと、

「ああ、これは柳楽君のお弁当ですよ。私のはこっちの小さいほうです」

　と言って同じデザインの巾着袋を机の上に置いた。

　──柳楽君のお弁当ですよ。柳楽君のお弁当ですよ。柳楽君のお弁当ですよ（エコー）。

　朝霧のその発言をモニカが聞き逃すはずがなく、

「お手製なのですか!?　お手製のお弁当なのですか────っ!?」

　モニカの大げさなリアクションにつられるように一いち之の瀬せも、

「朝霧さんが柳楽にお弁当を……お弁当を……お弁当を……お弁当を──っ!?」

　猫ねこ矢やはニヤリと笑い、クラスメイトに聞こえるような大声で、

「みんな大変だ！　朝霧さんが柳楽に手作りのお弁当を渡してるぞ！」

　茶ちや化かされたり、恨うらまれたり……それくらいのことですめばどんなによかったか──




　あとで確かく認にんしたところ、「何者かが柳楽君の食事に毒を盛ることも考えられますので、用心のために手作りのお弁当を用意してきたのですよ」と朝霧は話してくれた。予想していたことではあったが、これをそのままクラスメイトに告白する勇気は柳楽にはなかった。




　　　　☆　☆　☆




　翌日の昼休み、一年Ｆ組の教室である催もよおしが行われた。

「えー、それでは！　第一回南な雲ぐも高校わくわくお弁当対決を開かい催さいします！」

　そうタイトルコールしたのはことを大げさにした張本人、ねこやんこと猫ねこ矢や栄えい一いちだった。

　彼はマイクを右手に握りしめ、教きよう壇だんの上に立っている。

　教室には溢あふれんばかりの人、人、人──

　どうやら猫矢が事前に宣伝しておいたらしく、他クラスの生徒もかなり混じっていた。男子生徒で埋め尽くされるかと思っていたが、意外と女子も多い。

「…………不安だ」

　教室の中央にポツンと設置された机と椅い子す。柳なぎ楽らはそこに着席している。周囲には五十名を超える観かん客きやくが柳楽を取り囲んでいる。ベランダや廊下にも人だかりができているようだ。運動部の男子がどこかで待たい機きしているという話だから、逃げることは許されない。

「解説は通りすがりのお姉ねえさん！　リリアン・レッドフォードさんです！　拍手！」

　猫矢が手を叩たたくと、教室の前方の扉とびらが開き、平然とリリアンが乱入してきた。

　──解説って……おいっ！　リリアンさん！　あんた明らかに不法侵入だろ！　堂どう々どうと人前に出てくるなよ！　………………あれ？　誰だれも気にしてない？　……なんで？

　リリアンは黒いタイトスカートにストライプ柄がらのクレリックシャツを合わせていた。そして視力はいいはずなのになぜか赤いフレームメガネをかけている。

　──誰も気にしてないのはリリアンさんが女教師っぽい格好をしているからなのか……？

「リリアンさん。今回の対決をどうご覧らんになりますか？」

「こんなものは茶番だ。結果はやる前から見えている。まあ、あえてオッズを示すなら……そうだな。右から『１・１』『１００』『１０００』といったところだな。しかしこの倍率では賭かけが成立しないだろう」

　リリアンから見て、一番右にいるのはモニカだ。その隣となりに朝あさ霧ぎり。そして一いち之の瀬せ。

　──随ずい分ぶんと偏かたよったオッズだな。……って、一之瀬、涙目になってるぞ？

　モニカたちは教壇の前に設置された椅子に腰かけ、弁当の包みを膝ひざの上に乗せている。いずれの弁当も本人たちが食べるために用意されたものではない。

「どうだ？　このオッズでは解説するまでもないだろう？」

　リリアンは猫矢にマイクを返すと、キッと柳楽を睨にらみつけ、用意されたパイプ椅子にふんぞり返った。モニカを勝たせないと酷ひどい目に遭あうぞ、と暗に脅きよう迫はくしているのだ。

　──出来レース推すい奨しようってわけですか……。

　たしかにそれが最善の道ではある。安全性を重視するのであればなおさらだ。

　でも、それではモニカのためにならない。精神的な成長を促うながすためにも、ここは一つ、現実を突きつけてやるべきではないだろうか？　モニカが人並みに打たれ強くなれば、『ヴォルフの血』とやらに怯おびえなくてもすむわけで……。

　──いや、でも、今回は安全策でいこうかな。……ビ、ビビってるわけじゃないからな？

　軟弱な高校生に過度の期待は禁きん物もつである。

「えー、それでは次に参加者の紹介をしていきましょう！　まずは今回の騒そう動どうの火付け人！　黒髪のクールビューティーこと、朝あさ霧ぎりシズホさんです！　拍手！」

　猫ねこ矢やが言うまでもなく室内はものすごい歓かん声せいと拍手に包まれた。やはり男子生徒に絶大な人気を誇るようで、声援を送っているのはほとんど男子だった。対応が事務的で付き合いの悪い朝霧は一部の女子に反感を買っているという話だから、女子からは敬遠されているのだろう。

　当の本人は「よろしくどうぞ」といつも通りの反応。クールな佇たたずまいである。

「次は海外からの留学生！　モニカ・ロスチャイルドさんだ！　すでに非公式のファンクラブが乱立しており、彼女の生写真は一枚千円以上で取引されているという話です！　裏表のないその天然ぶりは教師さえ虜とりこにしてしまうという！　ああ、なんて恐ろしい子なんだ！」

　褒ほめているのか貶けなしているのか、さっぱりわからない紹介だ。それはともかく、モニカに向けられた声援と拍手の数は朝霧のときの比ではなかった。いつの間にこれほどのファンを獲かく得とくしたのだろうか。しかも、モニカの人気は男子に限定されるものではないらしく、黄き色いろい声で叫んでいる女子の姿も幾人か見受けられる。さすがは王女様だ。この調ちよう子しでいくと地球人はみんな彼女の前に跪ひざまずくことになるのではないだろうか。

「みなさん、ありがとうございます！　ありがとうございます──っ！」

　両手を振って声援に応こたえるモニカは、柳なぎ楽らが以前渡したウェイトレスの制服を着ていた。

　料理対決なのだからこれを着るべきです、と本人は言っていたが、給仕に料理を作る役目はないわけで、こういう場合、エプロンとかだろう。

「今日きようのお弁当は自信作なのです！　誰だれもが涙を流すこと請うけ合いなのです！」

　モニカが満面の笑えみを浮かべてＶサインをすると──その瞬しゆん間かん、待たい機きしていた写真部の男たちが一斉にシャッターを切った。なんだか際きわどい角度から撮さつ影えいしている者が数名いる。あとでリリアンに頼んで彼らの撮影した写真のデータを回収するべきだろう。

「最後はこの人！　参加者がたった二人ふたりでは盛り上がりに欠ける！　私は数合わせ！　他意はない！　他意はない！　他意はないんだから！　──とかなんとか言いつつ、実はまんざらでもないのか？　先の二人と比べるとあらゆる面で見劣りしてしまう……あ、テニスの腕前はたしかみたいですね！　えーと、下の名前なんだっけ……あ、そうだ。一いち之の瀬せ智とも香かさんです！」

　ぐだぐだな上に差別的な紹介だった。観かん客きやくたちの拍手もまばらだ。

「誰だっけ？」「さぁ……」「地味な子だな……」「あの子、場違いじゃない？」

　観客が好き放題にコメントする中、一之瀬の友人と思おぼしき人物が「智香頑がん張ばってー」と涙ぐましい声援を送っている。だが、一之瀬は早くも「……帰りたい」と弱よわ音ねを吐いている。

「ではさっそくアピールタイムに入りたいと思います！」

　猫矢が声を張り上げ、観客の衆目を集めた。やけに手て馴なれている。どこで勉強したんだ。

「──っと、その前にルールの説明が必要ですね！　えー、ルールは単純明快です！　今回のお弁当対決には『ミスター変態』の異い名みようを持つ、ナギラ大先生が唯一の審しん査さ員いんとして参加しておられます！　ナギラ大先生は『ゲテモノ食い』の異名を持つ大変グルメなお方！　彼の審査は世界標準！　三ツ星レストランさえ裸足はだしで逃げ出す……いえ、『裸足でのご入店はお断りしております』と入店を拒否されたのはナギラ大先生のほうでしたね！　えー、そういうわけで、お三方のお弁当を適正に審査していただけるはずです！　しかし選ばれるお弁当はたったの一つだけ！　ナギラ大先生は一体、誰だれのお弁当を選ぶのか！」

　猫ねこ矢やがマイクを天に掲かかげると観かん客きやくが「うおおおお！」と歓かん声せいを上げた。

「俺おれ、いくつ異名があるんだよ……」

　柳なぎ楽らは会場の盛り上がりとは裏うら腹はらにローテンションだった。

「なお、この料理対決の勝者には、『ナギラ大先生を一日だけ自由にできる権利』が与えられます！　ナギラ大先生は『華か麗れいなるマゾ』の異名を持つお方ですから、日ひ頃ごろの恨うらみを込めてボコるなり、夜中に『ジュース買ってこい』とパシリに使うなり、ご自由に弄もてあそんでください！」

　ルールの説明が終わると激はげしいブーイングが起きた。みんな柳楽をやっかんでいるのだ。

『なんであいつが審査員なんだよ？』

『なんでも……朝あさ霧ぎりさんが柳楽に弁当を作ってきたのが今回の発ほつ端たんらしいぜ』

『はあ？　冗じよう談だんだろ？　なんで朝霧さんが……って待てよ。ということはモニカさんも柳楽のことを狙ねらっているってことにならないか？　一いち之の瀬せさんは数合わせみたいだけど』

『そうなんだよ。モニカさん、柳楽とはなんでもないって否定してたのに……』

『誰が誰に好意を抱こうが勝手だけど……なんで柳楽なんだよ！』

『いや、待て。実はこの弁当対決を企画したの、猫矢じゃなくて柳楽なんじゃないのか？』

『つまり、朝霧さんとモニカさんは本気じゃないってことか？　演技？』

『それはありえそうだな。柳楽って中学のころからロクでもないこと企画してたし』

『でも企画といっても、ある程度仲がよくないとこんなことできないだろ？』

『──くそっ、やっぱ柳楽の奴やつ……許せねぇ！』

『ゲテモノ好きの変態マゾ男のくせに生なま意い気きだ！』

　ブーイングはしばらく鳴なり止やまなかったが、

「おい、貴様ら！　静かにしろ！　○○○を×××して△△△るぞ！」

　リリアンが怒ど声せいを上げると、観客たちは途と端たんに静かになった。彼女が後半、なんと言ったのか、柳楽には上う手まく聞き取ることができなかったが、よほどの暴ぼう言げんだったらしい。男子の一部はなぜかニヤニヤしているが、女子の大半は俯うつむいて顔を赤らめている。

「えー、気を取り直しまして、アピールタイムに入りたいと思います！　トップバッターはこの人！　朝霧シズホさんです！　それでは！　存分にアピールしてください！」

　声援が飛び交う中、朝霧が巨大な弁当箱を両手で持ち上げ、席を立った。表情からはどんな感情も読み取れなかったが、彼女は柳楽の目の前までやってくると、

「普ふ段だんはひと目を避けて行動しているので、こうも注目を浴びると、さすがに緊きん張ちようしますね」

　朝あさ霧ぎりはそんなことを言うと、えんじ色の風ふ呂ろ敷しき包みをゆっくりと解ほどいていった。

「おっと！　これは見事な漆うるし塗ぬりの重箱！　それも五段重ねだ！」

　柳なぎ楽らの目の前に積つまれた重箱は高さが五十センチくらいあった。高さもさることながら、漆しつ器きに彫られた細さい工くも見事なものだ。蛍けい光こう灯とうの光を浴びて黒光りする漆器には飛ひ翔しようする鶴つるの絵が彫られており、そこに金きん箔ぱくが沈められている。到とう底てい安物とは思えない重厚な作りである。

「まず一段目は和食です。二段目は中華で、三段目はフレンチ。四段目はイタリアンで、五段目は和わ洋よう折せつ衷ちゆうをテーマにしたデザートになっています」

　段を崩した重箱が一つ一つ柳楽の目の前に並べられる。入れ物も豪ごう華かだが、中身もそれに見合った素す晴ばらしい料理ばかりだった。一つだけ難なん点てんを挙げるなら、重箱に和食以外の料理を詰めたことだろう。奇異というかミスマッチというか、彩いろどりに気を配ってあるだけに残念だ。

　とはいえ、朝霧は料理のプロではない。素人しろうとならばこれでも十分すぎるくらいだ。

「柳楽君、どうぞ召し上がってください。最高傑けつ作さくの予感すらします」

「あ、うん。そうだね。それじゃあ……まずは和食から……」

　柳楽は長方形の箱に箸はしを伸ばした。巨大なエビが何本か詰められていたが、とりあえず朝霧の料理の腕を確かく認にんするため、煮に物ものから手をつけることにした。しいたけは苦にが手てなので敬遠し、わりと好きなレンコンを食べてみることにする。

「……な、なんだ……この味は？」

　煮物は甘いと相場が決まっているのに、どういうわけか朝霧の煮物は苦くて酸すっぱかった。さらに噛かめば噛むほどレンコンの粘ねばりが出てきて、口の中がイライラしてくる。

　──これ、腐ってないか？　……ぶっちゃけ、吐きそうなんだが……。

「どうですか？　わりといけるでしょう？」

「そ、そうだね……うぷっ……わりと……いけ……おえぇぇぇぇ……」

　これ以上、噛み続けるのは無理だと判断した柳楽は一気にレンコンを丸まる呑のみし、口の中のイライラを抑おさえるため紙コップに注がれた麦茶を一口飲んだ。

「あ、言い忘れていましたが、厳げん正せいなる審しん査さのため、出された料理は必ず完食するようお願ねがいします。朝霧さんのお弁当は、ちょっと量が多いみたいですけど、『四つの胃袋』を持つナギラ大先生ならこれくらいなんてことないですよね！　楽らく勝しようっすよね！」

「──俺おれは牛か！」

　胃袋がいくつあったって朝霧の前ぜん衛えい的てきな料理の前では全すべてが無意味だ。この場合、問題なのは量ではなく味のほうなのだ。こんな賞しよう味み期限切れみたいな料理──一体どうやって処理すればいいのだろうか。まあ、量も十人分くらいありそうだが……。

「あー、今のは冗じよう談だんですよー」猫ねこ矢やがニヤニヤ笑いながら説明を加える。「だいぶ時間が押してますからねー。一通りの料理に手をつけていただければ、それでけっこうですよー」

「……一通りって」

　それでも苦痛なことには変わりない。朝あさ霧ぎりの料理は『残飯』に等しいわけで、こんなものを食べ続けていたらそのうち精神が汚染されて廃人になってしまう。

「柳なぎ楽ら君。今度は中華をどうぞ。おすすめはこの春巻です。わりといけると思いますよ？」

　さっきも言っていたが、その『わりと』ってのはどういう意味なのだろうか。

「……春巻って油で揚げるはずだし……たぶん……大丈夫だよね」

　柳楽はブツブツ言いながらきつね色に焼けた春巻を箸はしで挟んだ。見た目はとても美お味いしそうだが、レンコンという前例があるだけに油断はできない。

「ん……これは……」

　具材を包む皮はカリっとしていて食感は思いのほかよかったが、中がドロドロだった。どうしてひき肉がこれほどまでにドロドロになるのだろうか？　味もおかしい。とてつもなく甘いのだ。これは羊よう羹かんに匹ひつ敵てきする甘さだ。ひき肉よりも砂さ糖とうの分量のほうが多いのかもしれない。

　──いや、なんでそうなる。ありえないだろ。……わざとか？

　色合いや形はどれも整ととのっているから、おそらく味付けに問題があるのだろう。つまり朝霧の味覚が全すべての元げん凶きようなのだ。

「柳楽君、どうですか？　美味しいですか？　いえ──美味しいですよね？」

　必死に春巻を咀そ嚼しやくしていると朝霧が顔を寄せてきた。

　無表情だが、その顔には「わかっていますよね？」と書いてあるように見える。

　柳楽は春巻を少しずつ飲み込みながら、昨夜ゆうべのことを思い返した。




　夜の十一時くらいだっただろうか。柳楽が自室で音楽を聴きいていると、朝霧がベランダ伝いに柳楽の部へ屋やに侵入してきた。そしてフローリングの上で正座をし、一言──

「明日あしたは私のお弁当を選んでください」

「……えっと……なんで？」

「おそらく柳楽君はモニカ様のお弁当を選ぶつもりなのでしょうが……そうするとモニカ様の性格からいって、『明日から私が柳楽さんのお弁当を作ります！』と言いかねません」

「……まあ……そうなるだろうね」

「モニカ様はカップラーメンのお湯さえ自分で注いだことがないのです」

「……まあ……そうだろうね」

「私は心配なのですよ。このままでは柳楽君の食の安全が確かく保ほできないのではないかと……」

　たしかに奇想天外な弁当を毎日食べるのは遠えん慮りよしたいが、

「でもさ……モニカさんを選ばないと……その……やばくない？」

「モニカ様のことはリリアンさんとご相そう談だんなさってください。私は柳楽君の護ご衛えいです」

「そ、そんな無責任な……」

「とにかく、柳なぎ楽ら君の食事は私にお任せいただきたいのです。……実は料理にはけっこう自信がありましてね、きっと柳楽君もご満足していただけると思いますよ」




　なーんてことを朝あさ霧ぎりは言っていたのだが、フタを開けてみるとこれだ。

　──料理には自信がある？　朝霧さん……あなたの味覚は正常とは言いい難がたいですよ？

　私のお弁当を選んでください、と彼女は言っていたが、これではとても選ぶ気になれない。

　だが──

「こ、この春巻……すごく美お味いしいよ。さすがは朝霧さん……お、おぇぇ……」

　面と向かって批判する勇気のない柳楽は心にもないことを口走ってしまった。

　柳楽はその後も、『新食感のたまご焼き（パリパリしている）』や『冷え切って石みたいに硬いハンバーグ』や『なぜか身体からだが温かくなる冷製パスタ（塩しお辛からい）』や『口の中でとろけるのに硬い何かが残る和風プリン（どこが和風？）』や『ワサビの味がするシュークリーム（もはや別の食べ物）』などを根性で食べ切った。何度か吐きそうになったがそこはグッと堪こらえた。

　一通りの料理を食べ終えると猫ねこ矢やが声を張り上げた。

「朝霧さんのアピールタイムはこれにて終了です！　えー、次は例のあの人！　えーと、なんだったっけな、下の名前は……あ、そうです！　一いち之の瀬せ智とも香かさんです！」

「あんたわざとやってるでしょう!?」

　一之瀬はガタガタと椅い子すを引きずりながら席を立った。猫矢に対する怒りで顔が真まっ赤かになっていたが、柳楽の前まで来ると表情が一変した。テニスで大おお舞ぶ台たいは慣なれているはずなのに弁当箱を抱きしめる一之瀬の顔には不安が広がっている。

「どうした一之瀬？　緊きん張ちようしてるのか？」

「……う、うん」

「お前って料理苦にが手てだったっけ？」

「……普通……だと思うけど」

　朝霧の前ぜん衛えい的てきな料理を下回る奇怪な料理を作る人間がこの世に何人もいるとは思えないが、自己評価ほど当てにならないものはない。

「あ、あのさ……柳楽……」

「ん？　なんだ？」

「私……辞退したいんだけど」

　小声で言ったつもりなのだろうが、地声が大きいから観かん客きやくに筒抜けだった。

　当然、猫矢にも聞こえていて、

「一之瀬さん！　辞退はご遠えん慮りよ願ねがいます！　視し聴ちよう率りつが下がっちゃいますから！」

「視聴率ってなんのことよ！　あんた観客から金でも取ってるんじゃないでしょうね!?」

「あはは、やだなー。そんなわけないじゃないですかー」

　猫ねこ矢やは尊大な態度でニヤリと笑った。バックに観かん客きやくがいるから気が大きくなっているのだ。

「辞退は不許可でーす！　早くお弁当をみんなに見せてくださーい！」

　マイクの力とは恐ろしい。観客たちも『そうだそうだ！』『開けろ！　開けろ！』と一いつ緒しよになって騒さわぎ出した。観客は完全に猫矢の味方についている。

「わ、わかったってば！　開ければいいんでしょ！　開ければ！」

　一いち之の瀬せは乱らん暴ぼうな手つきで弁当の包みを解ほどき始めた。なんだか自や棄けになっているようにも見受けられるが、一体どんな弁当を作ってきたのだろうか。

「なんとこれは！」

　猫矢が教きよう壇だんから飛び降り、一之瀬の肩越しに弁当箱を覗のぞき込んだ。

「ピンク色です！　ハート型です！　信じられないお弁当です！　ラブ弁当とでも言えばよろしいのでしょうか！　……たしかに私は申しました！　これは単なる弁当対決ではないと！　テーマは『愛』だと申し上げました！　──しかし……あのがさつな一之瀬さんがこんなお弁当を作ってくるなんて！　これは何かの間違いではないでしょうか！」

　会場が笑いの渦うずで包まれる。女子も男子も大笑いだ。

　笑いすぎだろ、と思いながら柳なぎ楽らは黙もく然ねんと一之瀬の弁当を見下ろした。

　長方形の弁当箱は中央で二つに仕切られていた。右半分におかず。左半分におにぎり。そこまでは普通だが、左半分に詰められたおにぎりの形がすごい。ハート型なのだ。シャケを混ぜ合わせているようで、表面はピンク色。完かん璧ぺきなハートおにぎりである。よく見るとおかずもファンシーな形のものが目立つ。タコさんウィンナー。星型のにんじん。ギザギザに切れ目の入ったゆで卵。うさぎの形をしたリンゴ。エトセトラ、エトセトラ……。

「へぇ、一之瀬って案あん外がい──」

　柳楽は、料理が上う手まいんだな、と続けようとしたのだが、

「はいはい！　子供っぽいって言いたいんでしょう！　わかってるわよ！　自覚してるし！　でも、だから何？　私がどんな趣しゆ味みをしてようとあんたには関係ないじゃないの！」

　一之瀬は素す早ばやくフタを閉めると両手で弁当箱を抱え、

「ちょっと……そこどいてよ！」

　強引に人波を掻かき分け、教室の外に飛び出してしまった。

　一之瀬の友人が、「智とも香かー、待ってよー」とあとを追いかける。

「おっとぉ！　なんということでしょう！　一之瀬さん、逆ギレです！　逃走です！」

　結局、一之瀬はいつまで経たっても戻ってこず、試合放棄と見なされ失格になってしまった。

　──せっかく褒ほめてやろうと思ったのに、なんなんだよ、あいつは……。

　一之瀬の途中退場により、残りはモニカ一人ひとりとなった。

「最後はこの人！　美しき留学生！　モニカ・ロスチャイルドさんだ！」

　王女様も緊きん張ちようするのか、椅い子すを引いて立ち上がったモニカの足取りは見るからに重かった。不自然な歩行。同じ側の手と足が一いつ緒しよに前に出てしまっている。まるでバイト初日を迎えたウェイトレスのようだ。身だしなみにも問題がある。頭のカチューシャは今にもズレ落ちそうな感じだし、胸元の大きなリボンもきちんと結べていない。

「柳なぎ楽らさん！　私が早朝より三時間かけて製作した超大作のお弁当を是ぜ非ひご賞しよう味みください！」

　両目を瞑つむってそう宣言すると、モニカは震ふるえる手で弁当箱を開けた。

　フタが開くと、中から独特の香りが教室に広がり──

「こ、こ、こ、これは！　……なーんとカレーです！　カレーライスです！」

　猫ねこ矢やの声に反応して、「おおおおお！」と室内にどよめきが広がる。

「お弁当にカレーライス！　きっとみなさん、意外なチョイスだと思われるでしょう！　しかし！　私はナギラ大先生と長い付き合いですから知っています！　──そう！　ナギラ大先生はカレーライスが大好物なのです！」

　たしかにカレーライスは柳楽の好物だが、モニカにそのことを話した覚えはない。

「柳楽さん、カレーライスがお好きなのですか？　それは初耳です……メモメモ……」

「え？　知らなかったの？」ということはカレーを作ったのはたまたまか。

「はい。……でも、どうして私は柳楽さんの大好物を知らなかったのでしょうか？」

　知らないから知らないのだろう。というかなぜ問いかけるかな、この子は。

「あー、すみませんけど、早いところ食べてください。昼休みが終わってしまいますので」

　猫矢に促うながされ柳楽はスプーンを手に握った。ルーはごはんの上に隙すき間まなくかかっていて、弁当箱は一面、カレー色に染まっている。湯気が出ているのでどこかで温めてきたのだろう。

「じゃあ、食べるよ……」

「はい！　どうぞ召し上がってください！」

　柳楽はごはんとルーを一口分すくい上げると、おもむろに口の中へと運んだ。

　すると意外なことに──

「……これは……あれ？　なんだか……美お味いしい？」

　固めのごはん。辛からさの中に甘さを感じるルー。モニカが作ったカレーライスは柳楽好みの味に仕上がっていた。野菜がかなり大きめに切られているが、柔らかくなるまでしっかり煮に込こんであるので問題なく食べられる。むしろ個性があっていいのではないだろうか。

「本当に……本当に私の作ったカレーライスは美味しいのですか？」

「うん、美味しいよ。お世辞抜きに」

　朝あさ霧ぎりには申もうし訳わけないが、この勝負、モニカの勝ちだ。リリアンの脅おどしは関係ない。この味なら誰だれが審しん査さしても結果は同じだろう。正当に評価した上でモニカを選ぶことができるのなら、出来レースはもはや不要な演出だ。罪悪感に悩まされることもない。

　──でも……あとで朝霧さんがなんて言うかな……。

『私は役立たずの塵ちり芥あくたです。お父とうさん、お母かあさん、先立つ不幸をお許しください……』

　とかなんとか言いながらまたナイフを握りしめるのではないだろうか？

　──ありえるな。十分ありえる。ありえるけど……でも──

　朝あさ霧ぎりを立てるとモニカが悲しむ。モニカを立てると朝霧が嘆なげく。

　どちらを選んでも丸く収まることはないのだ。

「はーい！　モニカさんのアピールタイムは終了でーす！」

　柳なぎ楽らの内心とは裏うら腹はらに猫ねこ矢やの声は明るかった。事情を知らないのだから当然だ。猫矢を含め観かん客きやくたちはただ面おも白しろがっているだけなのだから。

「それでは最後に審しん査さ結果の発表です！　あと五分で昼休みも終了ですからね！　テンポよくいきましょう！　まあ、自称ＩＱ１７０のナギラ大先生のことですから、すでに審査は終わっているはずです！　あとは結果を口にしていただくだけですね！」

「誰だれが勝者となるのか……実に楽しみだな」

　心にもないコメントをするリリアン。視し線せんはまっすぐ柳楽のほうを向いている。

　──これはモニカさんを選ばないと大変なことになるぞ……。

　朝霧の行く末はたしかに気になるところではあるが、まともに審査すれば今回はモニカのほうに軍配が挙がる。こればかりは覆くつがえしようがないわけで──

「……ん？　あれ……なんだか……変な……」

　胸のうちで審しん議ぎを続けていると急に口の中がひりひりしてきた。

　カレーを食べたせいだろうか。柳楽は残っていた麦茶を一気に飲み干した。

「……うっ……今度は……喉のどの奥が……熱あつい」

　麦茶を飲むと今度は胃の奥底から何かが込み上げてきた。食べたものが逆流してきたのかと思ったがそうではなかった。柳楽の口から出たのは高温の熱ねつ風ぷうだった。なんだかよくわからないが、とにかく吐き出す息がものすごく熱いのだ。口の中も熱い。焼けるような熱さだ。

「──柳楽君？　どうしたんですか？」

　異変にいち早く気づいた朝霧が柳楽に駆かけ寄ったそのとき──

　柳楽の口からとんでもないものが吐き出された。

「──おっと！　これはマジックなのか！　なぜかナギラ大先生の口から炎が！」

　いつだったかテレビで、口に含んだアルコールを火種に向かって吹きかけ、いかにも口から火を吹いているように見せかける、という芸を披ひ露ろうしていた男性がいたが、柳楽が吐き出す炎にはなんのトリックもない。というか、柳楽自身にもわけがわからないのだ。

「さすがナギラ大先生です！　カレーを食べて口から炎を吐き出す！　これはきっとパフォーマンスです！　ファンサービスです！　ちょっと古典的ですけどね！」

　猫矢は大笑いしているが、観客たちは完全に引いている。ドン引きだ。

「……頭が……重っ……」

　眩暈めまいを感じた柳楽は口からボーボーと炎を吐き出しながら教室の中をフラフラとよろめき始めた。口から勝手に噴ふき出る炎のせいで視界が定まらない。

　傍ぼう観かんしていた生徒たちが、きゃあきゃあ叫びながら柳なぎ楽らから離はなれる。

「み、みなさん逃げてください！　ゴジラです！　人間ゴジラの来らい襲しゆうです！」

　実況しつつ廊下に退たい避ひする猫ねこ矢や。ベランダ側にいた生徒たちも慌あわてて移動し始めた。

「おい、貴様！　即そつ刻こく、火を噴くのを止やめろ！　非ひ常じよう識しきだぞ！」

　リリアンの怒ど声せいが側そばで聞こえたが、意識が混こん濁だくしつつある柳楽には何も答えられない。

　──この火、呼吸と連動してるんだよ！　俺おれに死ねって言ってるのか！

　眩暈は一いつ向こうに引かないし、視界も不ふ明めい瞭りようだ。平へい衡こう感覚も怪あやしくなってきた。

「柳楽君！　そっちは危険です！　すぐに引き返してください！　──回れ右！」

　背後から朝あさ霧ぎりの注意の声が届くも、柳楽にはもはや「そっち」が「どっち」なのかを認識することはできない。というか自分的にはその場に突っ立っているだけのつもりなんだが──

「大変です！　カーテンに火が！　カーテンに火がぁぁぁぁぁ────っ！」

　モニカの金切り声が室内に響ひびく。

　──カーテンに火？　まさか燃もえ移ったのか？　それってやばくないか？

　やばいに決まっている。このままでは教室が火の海に包まれてしまう。

「誰だれか火災報知器のスイッチを押せ！　それから消火器を持ってくるんだ！」

　リリアンが誰かにそう指示した直後、

　──ジリリリリリリリ──っ！

　火災報知器が音を立て始めた。耳みみ障ざわりな音のはずだが、意識が遠のきつつある今の柳楽には火災報知器の音が遠く離はなれた場所からの音に感じられる。

「消火器を持ってきましたです──っ！」

「おお、モニカ様！　お手て柄がらです！」

「これさえあれば火災を一いち網もう打だ尽じんにすることができます！　もう我われ々われの勝利は確かく定ていしたも同然なのです！　さあ、柳楽さん！　そこをどいてください！」

　どいてくれ、と言われても柳楽は動けない。

「──な、柳楽さん！　危ないです！　消火器が！　消火器が──っ！」

　モニカの切せつ羽ぱ詰つまった声が柳楽の耳に届く。なんだか慌あわてているようだ。消火器の薬やく剤ざいが柳楽にかかってしまうことを懸け念ねんしているのかもしれない。

　だが、今は緊きん急きゆう事じ態たい。気にしなくてもいい、と柳楽は思うのだが──

　──ガコン──っ！

　そのとき柳楽の側頭部にかつてないほどの衝しよう撃げきが走った。何か重たいもので殴おう打だされたような、そんな感じだったが、柳楽は痛みを感じる前に気絶してしまった。




「モニカ様！　消火器は投げて使うものではありません！　このように扱うのですよ！」

　朝あさ霧ぎりは床ゆかに転がった消火器を拾い上げ、安あん全ぜん栓せんを抜いてノズルを火元に向けた。

　しかし──

「もう遅い！　すでに火が天てん井じように達している！　避ひ難なんするぞ！」

　リリアンの指示が飛ぶ。彼女は「脱出だ！」と全員に向かって叫ぶと、モニカを両手で抱きかかえ、窓を突き破ってベランダに飛び出し、手すりを乗り越え地上に落下した。ショートカットする意味があるとは思えなかったが、なんだか映画みたいでカッコよかったので、自分も真ま似ねすることにした。──エンターテイナーですね、リリアンさん。

「柳なぎ楽ら君……行きましょう」

　呼びかけても返事はなかった。完全に意い識しきを失っているようだ。幸い口から火はこぼれていなかったので、朝霧は柳楽を抱きかかえ窓から脱出した。




　朝霧たちがグラウンドへ避難すると急に雲行きが怪あやしくなり、学校に消防車が到着するころには雨が本格的に降り出していた。雨は消火活動を助け──同時に記き録ろく的てき豪ごう雨うとなった。

「柳楽さん！　しっかりしてください！　目を覚ましてください！」

　雨雲を呼んだのはモニカの『ヴォルフの血』だった。柳楽はあとで知ったのだが、このときモニカは「このままでは柳楽さんが死んでしまいます！」と本気で心配したらしい。長い間、探し求めていた『マナフの遺い伝でん子し』を所有する柳楽を失うということはモニカにとって「人生最大の不幸」といっても過言ではない。暴ぼう走そうするのも当然と言える。

　雨は柳楽が目を覚ますまで降り続き、たった一時間で約三百五十ミリメートルもの雨が南な雲ぐも高校を中心に降り注いだ。ちなみに日本の年間平均降水量は千七百ミリメートルほどだ。

　その日の雨は『観かん測そく史上最多』という言葉と共ともに翌日の新聞の一面を飾った。

　記事には南雲高校で起きた火災についても書いてあったが、「偶ぐう然ぜんの雨に感かん謝しやするばかりです」という校長のコメントが載っているだけで、火災の原因には触れていなかった。




　火災の原因を作ったのも、火を消したのも、もっと言えば雨を降らせたのも、ある一人ひとりの少女の仕し業わざなのだが、それを知るのはごく少数の人間だけだ。




　　　　☆　☆　☆




「じゃ、じゃあ……この香こう辛しん料りようは文字通り『宇宙一辛からいスパイス』なんですね……」

「ええ、そうよ。──でも、これジョークアイテムなのよ。ちょっと舐なめてみて、『辛いねー』って言って遊ぶのが基本ね。まあ、『辛いねー』じゃすまないと思うけど。……一度に五十グラムも口にした人は初めてよ。あなたよく生きていたわね？」

「…………ジョークアイテムなんですか、あれ」罰ゲームにしか使えないと思う。

「それにしても、口から火を噴ふいただなんて……ちょっと信じられないわね」

「いや、俺おれもあれは夢だったんじゃないかって疑ってるんですけど、どうもマジらしいです」

「世の中には不ふ思し議ぎなこともあるものね。勉強になったわ」

「……他ひ人と事ごとのように言いますね」

　火災と豪ごう雨うに見み舞まわれた日から数日が経過したある日のこと。柳なぎ楽らは学校が終わるとモニカと二人ふたりで学校の近くにある『すまっしゅあっぷ』という雑貨店を訪れていた。『すまっしゅあっぷ』には雑貨のほかにもハーブやスパイスなどが販売されていて、その豊富な品しな揃ぞろえから若い女性を中心に絶大な人気を誇っている。店主は「山やま本もと」という尊大な振ふる舞まいで接客に臨のぞむ変わり者の女性で、人気店にもかかわらず、店員は彼女一人ひとりなのだという。

「すみません……柳楽さん。私が使用上の注意を読まなかったばっかりに……」

「そう何度も謝あやまらなくていいよ。命に別状はなかったんだからさ」

　モニカはこのお店で購こう入にゆうした『宇宙一辛からいスパイス』なるものを弁当対決のときに持参したカレーの中に混ぜたらしい。なんでそんなものを入れたのか、と訊きくと、「カレーは辛いからカレーなのです」というモニカらしい答えが返ってきた。

「ごめんなさいね。私も口頭で一言、注意を促うながすべきだったわ」

　変わり者で有名な店主とのことだが、対応は意外に誠実なものだった。

　もっとも、レジの前で紅茶をすすりながら言うセリフではないが。

「あのー、疑問なんですけど」

「疑問？　何かしら？」

　ウェーブがかった黒い髪を横に払いながら店主が顔を上げる。青い瞳ひとみが印象的だった。

「その……どうして地球なんかで雑貨店を経営しているんですか？」

「ああ、そのこと……」

「故郷が香こう辛しん料りようの産地だって話はさっき聞きましたけど、それにしたってわざわざ地球みたいな辺境の惑わく星せいで商売しなくてもいいじゃないですか。輸ゆ送そう費ひとか大変でしょう？」

　店主は地球から約七百光年離はなれた『ローゼンフェルド』という惑星の出身らしい。

　──あなたクレメンツのモニカ王女でしょう？

　この一言でお互いが宇宙人であることが発覚した。

　モニカはメディアに露ろ出しゆつする機き会かいが多く、店主の故郷でも有名人なのだという。ローゼンフェルドはクレメンツの支配を受けていない自由主義国家で、あとでナビゲーターのなっくんに詳しよう細さいを尋たずねたところ──

《ろーぜんふぇるどは、しょくぶつのせいちょうとか、しげんのへんせいが、たのわくせいとくらべると、かくだんにはやいんですよ、たしか》

　と珍しくまともな回答が返ってきた。なっくんは『宇宙一辛いスパイス』のことも知っていたが、柳楽が「正式名称はなんて言うんだ？」と尋ねると、

《せいしきめいしょうですか？　……えーと、なんだか、ながったらしい、なまえでしたね……うん、ややこしかったです、かなり》と機き械かいのくせに答えをはぐらかした。

「別の惑わく星せいで売ったほうが特なんじゃないですか？　たとえば植物の育ちが悪い惑星とか」

「ええ、あなたの言う通りよ」店主は上品な仕し草ぐさで頷うなずいた。「地球での商売は、メリットよりもデメリットのほうがずっと多いわ。……でもね、私はもう地球を離はなれられないの」

「離れられない……？」

「私はね、この星の……いえ、日本の『漫画』という文化に目覚めてしまったのよ！」

「……………………は？」

「毎月発売される様さま々ざまな雑誌！　単行本！　画集！　ファンブック！　……もう私は故郷に戻る気はないわ。追いかけている連載が山ほどあるの。アニメも大好きよ」

「……………………そうですか」

　この人もまともな宇宙人ではなかったか、と柳なぎ楽らは残念に思った。

　話が一段落すると、今日きようは五時でお店を閉めるから、と漫画好きの店主が言い出した。なんでもこれから本屋をはしごする予定なのだという。

「あ、ちょっと待って。──お詫わびと言ってはなんだけど、これを差し上げるわ」

　店を出るとき、宇宙人店主が薄うすっぺらな紙切れを二枚、差し出してきた。

　紙切れには『南な雲ぐもブルーシーランド無料入場券』と書いてあった。

「なぐもぶるーしーらんど……？」モニカが小首を傾かしげた。「なんですかそれは？」

「ああ、市内にある遊ゆう園えん地ちのことだよ」

「はい……？　ゆーえんち……？」

　遊園地ではピンと来なかったようなので、娯楽施設と言い換えた。ついでに地球の、特に日本の娯楽施設についての事情を簡かん単たんに説明してみた。するとモニカの目が輝かがやき始め、

「行きましょう！　今すぐに行きましょう！　ゆーえんちが私たちを待ってます！」

「う、うわっ、ちょっと！　モニカさん、服を引っ張らないで！」

　モニカは行く気満々のようだ。さすがに断れそうにない。もっとも今すぐは無理だが。

　──またトラブルの予感がするなぁ。大丈夫かな、遊園地なんて行っても……。




　うやむやになってしまった弁当対決だが、モニカはもはや興きよう味みの対象が遊園地に移ってしまったようで、弁当のべの字すら口にしなくなった。一いち之の瀬せにはあの日からずっと避けられている。原因は言うまでもないが、あちらが勝手に勘かん違ちがいしているだけなので柳楽は特に問題だとは思っていない。

　ただ一人ひとり、朝あさ霧ぎりだけは食事の件を引きずり、自分が用意します、と言い張った。

　柳楽は悩みに悩んだ末、次のように説得した。

「朝は自分で用意してるから毒物が混入される心配はないと思うんだよ」

「お昼はどうなされますか？」

「購こう買ばいでパンを買うよ。昼時の購買は混雑するから……たぶん俺おれが買ったパンだけに毒物を混入するのは無理があると思うんだ。それでも心配なら朝あさ霧ぎりさんが買ってきてよ。なんなら毒味したっていいよ。──それなら問題ないよね？」

「ええ、それならば問題はありませんね。しかし夕食は？」

「普ふ段だんは姉ねえちゃんが作ってくれるけど……一人ひとりの場合はコンビニ弁当だね」

「コンビニのお弁当は……ちょっと不安ですね。レンジで温めると言いつつ、隙すきを見て毒物を混入するかもしれませんし」

「いや、そんな店員はいないと思うけど」

「裏で何者かに買収されているかもしれませんよ？」

「……うーん、だったら、姉ちゃんが残業のときは自分で料理するよ」

　ちょっと手間だが朝霧を納得させるためにはこの手しかない。しかし──

「私が作りますよ」

「──へ？」

「先日、ご賞しよう味みなさったと思いますけど……私の料理ってわりといけるでしょう？」

「あ、えっと……まあ、そうだね……わりと……ある意味……」

「昔から料理だけは自信があるんですよ。他ほかはからっきしで、女らしいことなんて何一つできないんですけどね」

　そう言って朝霧は微笑ほほえんだ。滅めつ多たに見ることのできないレアな表情だった。

「わざわざ柳なぎ楽ら君が料理をする必要はありませんよ。この私にお任せください」

「……いや、でも……その……」

　反はん論ろんしたい。声を大にして反論したい。あなたの料理は激げきマズだと。残飯以下だと。

　だけど、言えるはずがない。言えるはずがないじゃないか。本人は料理が得意だと思い込んでいるのだから。しかも、唯一の特技だと思っているのだから……。

「そ、それじゃあ……姉ちゃんが残業の日は朝霧さんに夕食を任せるよ……」

　苦く渋じゆうの決断だったが、柳楽は結局、朝霧の提案を呑のむことにした。

「全すべて私にお任せください」朝霧は重々しく頷うなずいた。「──ああ、そういえば今度の週末なんですが、たしか柳楽君のお姉さん、日にち曜よう日びにどこかへお出かけするという話でしたよね？　ということはさっそく私の出番なのでは？」

「ぶ、ぶほっ!?　なんで朝霧さんがそんなこと知ってるの!?　話した覚えないんだけど!?」

「まあ、隣りん室しつに住んでいますからね。お二人ふたりの会話内容は全て筒抜けですよ」

「…………プ、プライバシーが」

　かなり防音に優すぐれたマンションなのに……地じ獄ごく耳みみにもほどがある。

「せっかくなので三食とも私が作りますね。──何がいいですか？　どんな料理でも作れますから気軽にリクエストしてください。一番得意なのは和食ですけどね」

「ど、どうしようかな……」

　すごく逃げたい。ものすごく逃げたい。朝あさ霧ぎりから逃げられるとは思えないが──

　──あ、いや、待てよ。日にち曜よう日びはモニカさんと遊ゆう園えん地ちに行く予定なんだった。……ふぅ、助かった。朝霧さんの料理を朝、昼、夕と三食続けて食べるのは遠えん慮りよしたいからな。

「遊園地？　モニカ様とですか？」

　週末の予定を話すと朝霧はすぐに納得してくれた。だが一つ問題が──

「……モニカさんと遊園地か……」

　トラブルの予感がする。とてつもないトラブルの予感が。

　──どっちがマシかな……朝霧さんの料理を食べるのと、モニカさんと遊園地でデートをするの。……まあ、遊園地のほうが難なん易い度どは高そうだよな。……すっげー、不安だ。

　弱気になった柳なぎ楽らは、「デートをキャンセルしようか」と考えたが、リリアンから「ドタキャンは不許可だ。遅ち刻こくも許さん。肝きもに銘めいじておけ」という脅おどしとも取れるようなメールがデートの前日の夜に届き、柳楽が選せん択たくできる道は事実上、一つに絞られた。







　　　ＣＡＳＥ４　雨天決行、何がなんでも遊園地




　視し線せんを上空に傾けると、直径百メートルというバカげた大きさの観かん覧らん車しやが目に入った。ゆっくりと回転するその観覧車の背後には曲がりくねったジェットコースターのレールが見える。絶叫系の乗り物に苦にがい思い出がある猫ねこ矢やは深いため息をついた。

「一いち之の瀬せさん、どうする？　ナギラたち、中に入っちゃったみたいだけど」

「…………」

「おーい、聞いてる？」

「…………っ」

　一之瀬は猫矢の問いかけを無視して大おお股またで歩き出した。その足はまっすぐ入場ゲートに向かっている。まさか入にゆう園えん料りよう千五百円を払うつもりなのだろうか。──そんなバカな。

「ちょ、ちょっと！　一之瀬さん、待ってよ！」

「……何よ？」

　窓口で千円札さつを二枚差し出したところで、ようやく一之瀬が猫矢の声に反応した。

「マジで中に入っちゃうの？」

「……文句ある？」

「いやー、文句はないけどさー」

　尾び行こうしよう、と提案したのは猫ねこ矢やのほうだが、はっきり言って冗じよう談だんのつもりだった。成り行きに身を任せ、ここまで面おも白しろ半はん分ぶんで尾行してきたが、さすがに入にゆう園えん料りようを払ってまで柳なぎ楽らとモニカのデートを覗のぞき見みするつもりはない。本気で尾行しているわけではないのだから。

　──にしてもナギラとモニカさんがねぇ。本命は朝あさ霧ぎりさんだと睨にらんでたんだけどなぁ……。

「一いち之の瀬せさん、部活に行く途中だったんでしょう？　サボるの？」

「自主練だから問題なし」

　一之瀬は南な雲ぐも高校指定の白いセーラー服を着用しており、背中には青いリュック、肩には黒いカバーに入った縦たて長ながのテニスラケットをかけている。以前見たときはラケットカバーが白かった気がするが、新しいラケットだろうか。それとも複数のラケットを所持しているのか。

　この『南雲ブルーシーランド』には毎日たくさんの人が訪れているはずだが、テニスルックの女子高生が入園する光景は非常に稀け有うだろう。──何しに来たんだ、という感じだし。

「僕には千五百円も払う価値があるとは思えないんだけどなー」

「だったら帰ればいいじゃない」

　一之瀬はそっけなかった。いつもそっけないが、今日きようは特にそっけない気がする。

　きっと弁当対決のときに観かん客きやくと一いつ緒しよになって煽あおったことをまだ根に持っているのだ。

　謝しや罪ざいの品として手渡した『卯う月げつ堂どう』の『焼き菓子の詰め合わせ』はお気に召さなかったのだろうか。あれこそ千五百円もしたというのに。

　──そうか。あの程度ではダメなんだな。というよりも、謝あやまってすむ問題じゃないのかもしれないな。……よし、こうなったら………………恩を売ろう。いや、売りつけてやろう。

「一之瀬さん。ちょっと訊きいてもいい？」

「……何よ？」

「前から思ってたんだけどさ、一之瀬さんって、ナギラに興きよう味み津しん々しんだったりする？」

「………………………………別に」

　顔を見ればだいたいわかる。口では否定しているが、本心は間違いなくその逆だ。

　自主練をサボってこんなところまで来てしまうくらいだから、彼女の柳楽に対する好意は本物なのだろう。──ふふふ、恩を売るならやっぱり恋愛絡みだよねー。あー、楽しいー。

「よーし、決めたっ！　僕、今日から一之瀬さんを全面的にバックアップするよっ！」

「……ばっくあっぷ？」

「一之瀬さんとナギラの仲を取り持つ、愛のキューピッド役を務めるってことだよ！」

「……キモチワル」一之瀬が目を細める。「……何が狙ねらいなわけ？」

「僕の主しゆ観かんだけど、ナギラと一之瀬さんって意外と相あい性しよういいと思うんだー」

「え？　そ、そう……？」一之瀬が顔を綻ほころばせた。それはもうわかりやすいほどに。

「息が合ってるというか、ボケとツッコミの役割分担がはっきりしてるというか──」

「……ボケ？　ツッコミ？」

「お笑いカップルって感じ？」

「……いっぺん死ね──っ！」

　瞬しゆん時じに激げつ昂こうした一いち之の瀬せがカバー入りのラケットをぶん回す。

　それを予期していた猫ねこ矢やは人込みに紛まぎれることで難なんを逃れた。

「一之瀬さんってちゃんとツッコミ入れてくれるからボケ甲が斐いがあるんだよねー」




　　　　☆　☆　☆




　南な雲ぐもブルーシーランドには三つの絶叫マシンがある。

　立ち乗りの状態でひたすらループを繰くり返す『ホイールコースター』。

　全長二キロメートル、最高時速百二十キロメートルを誇る『韋い駄だ天てん』。

　垂直上昇と垂直落下が自慢の『ライズ＆フォール』。

　どのコースターも最高到達点が高く、乗れば南雲市の全景を見渡すことができる。

　入にゆう園えんしたときにもらったパンフレットにはそう書いてあったのだが、

「そんなもん見る余裕あるかぁぁぁぁぁ────っ！」

　柳なぎ楽らは恐怖を打ち消す思いで絶叫した。叫ばずにはいられなかった。まさかこんなに恐ろしい乗り物だとは思わなかったのだ。乗る前は、安全が保証されていない母親の運転のほうが数倍恐こわいに決まっている、などと高たかをくくっていたのだが、この『韋駄天』というコースターにいざ乗ってみると、恐怖で顔が引きつり、情けないことに涙まで流してしまった。

「柳楽さん見てください！　市内が一望できますよ！」

「──うああああああああああああああ！」

「さすが韋駄天です！　スリル満点です！　あとでもう一度乗りましょう！」

「──いやあああああああああああああ！」

　意外なことにモニカは絶叫系の乗り物が平気のようだった。クレメンツは地球に比べて重力が大きいという話だが、そのことと何か関係があるのだろうか。




　放心状態で『韋駄天』を降りるとケータイが震ふるえ始めた。

　猫矢からのメールだった。どうせたいした用件ではないだろうと思ったが、『韋駄天』から解放された安心感から、ついつい受信メールを開いてしまった。

　件名は遊園地。本文には、じぇっとこーすたー、とだけ書いてあった。

　何を意味するメールなのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「……ねこやん……来てるのか。マジかよ……」

　辺あたりを見回してみたが、この人込みの中から猫矢を捜し出すのは不可能に思えた。

「妙なこと企たくらんでなきゃいいけど……」

　こうしてわざわざメールを寄よこしてきたということは直接顔を合わせる気がないということだ。いや、ただ単にメールを送ってこちらの反応を楽しんでいるだけなのかもしれない。

「柳なぎ楽らさん！　次はこの……えーと、『ホイールコースター』に乗りましょう！」

「……モニカさん、楽しそうだね」

「はい！　楽しくて楽しくて仕方ありません！　じぇっとこーすたーは至し高こうの乗り物です！」

　結局、午前中は絶叫マシン三ざん昧まいとなった。『ホイールコースター』に一回、『韋い駄だ天てん』に三回、『ライズ＆フォール』に二回。柳楽の三さん半はん規き管かんは午前中でえらいことになった。




　正午を回ったころ、ランチを食べるために園えん内ないのカフェに移動していると、本日二通目のメールが届いた。今度は猫ねこ矢やからではなく朝あさ霧ぎりからだった。

『柳楽君の面おも白しろい顔が撮さつ影えいできたのでお送りします。今、隣となりでリリアンさんが大だい爆ばく笑しようしているところです。今日きようのベストショット間違いなしなので、帰宅したらプリンターで印刷しようと思っています。壁かべに飾ろうかなーと。あ、そうなるとポスターフレームも必要ですね』

　添てん付ぷされた画像ファイルを開くと、柳楽の顔写真が液晶画面に表示された。

　普通の顔ではない。まさに阿あ鼻び叫きよう喚かん。風と横Ｇを受けて顔のパーツが不自然にひん曲がっている。目と鼻と口からは変な液体が流れ出していて──一言で言えばみっともない顔。

「そういえば朝霧さん、写真撮影がマイブームだって言ってたな。……この前はそろばんがマイブームだって言ってたような気がするけど……もうそろばんはいいのかな……」

　朝霧たちは、二人ふたりの前にこそ姿を現さないが、間違いなく園内のどこかで柳楽たちを見守っている。そんなわけで今回のデートは二人っきりというのとはちょっと違う。

「柳楽さん、このお店です。早く中に入りましょう」

「あ、うん……」

　ポケットにケータイを捻ねじ込むと、自動ドアの前に移動した。店内はお昼時とあって混み合っていたが、どうにか二人がけのテーブル席を確かく保ほできた。

「柳楽さん！　私は故郷に帰ったらテーマパークを建設します！」

　パスタをフォークでくるくるやっていると、向かい側のモニカが声を張り上げた。

　モニカがやると言ったら必ず実行するように思える。というか絶対やるだろう。

「クレメンツにはテーマパークみたいなものはないの？」

「あることはありますが、子供だましです。大人おとなが楽しめるほどの施設はありません」

「へぇ、それじゃあ、ジェットコースターに乗ったのは初めてだったんだね」

「初はつ体たい験けんです」と言いつつパスタを口に運ぶ。「じぇっとこーすたーはとてもいいですね」

「かなり気に入ったみたいだね」

「はい！　じぇっとこーすたーは最強です！　じぇっとこーすたーはとにかく……あれです、楽しいです！　落下したり回転したり……その……つまり、ワクワクします！」

「うん、ワクワクするよね」

「それにとてもスリリングでドキドキします！　具体的に言うと……えっと……えーと、つまり、とても楽しいということですね！　あと……そうです、ワクワクします！」

「うん、ワクワクするよね」

　上う手まく言葉にならないようだが、モニカの気持ちは十分伝わってきた。

　ストレートな感情表現は見ていて清すが々すがしいものがある。子供っぽくはあるけれど。

　その後も興こう奮ふんした様よう子すでジェットコースターの素す晴ばらしさについて熱あつく語っていたモニカだったが、『ライズ＆フォール』の垂直上昇をジェスチャーで表現した際に、テーブルの上のグラスを肘ひじで倒してしまった。

「──ああっ！　飲み物が──っ！」

　幸いグラスは割れなかったが、オレンジジュースがモニカの衣服にかかってしまった。白いワンピースにじわじわと薄うすいオレンジ色の染みが広がっていく。慌あわてふためくモニカをなだめつつ、濡ぬれた部分に紙ナプキンを当ててみたが、ほとんど意味がなかった。柳なぎ楽らはムキになって紙ナプキンをワンピースに押し当てたが、

「柳楽さん……そこは……ダメですよ」

　モニカが顔を赤らめたのを見て、柳楽は反射的に手を引っ込めた。

　やけに弾むな、とは思ったが、まさか胸に紙ナプキンを押し当てていたとは。

　普ふ段だんのモニカは柳楽が何を言っても何を要求しても首を縦たてに振る天然娘で、恥じらいの表情を表面化させることはないのだが、たまにこうして女らしい一面を見せることがある。どういう条件でモニカが素すの表情を見せるのかはよくわかっていない。王女様には謎なぞが多い。

「ご、ごめん……そんなつもりじゃ」

　慌てて席に戻ったが、モニカの熱ねつっぽい視し線せんが柳楽の動揺を誘う。一いち之の瀬せだったらこういうとき、「死ね！」とストレートに罵ば倒とうするのだろうが、モニカの場合、言葉では非ひ難なんしながらも、柳楽の行為をどこか肯定的に捉とらえているようなニュアンスが混じっているのだ。

　──なんて言えばいいんだ……滅めつ多たにないシチュエーションだからなぁ……。

　柳楽は気を落ち着かせるためアイスコーヒーを口に含んだ。

「──ん？」

　グラスをテーブルの上に置いた直後、誰だれかが柳楽の肩をポンポンと叩たたいた。

　首を後ろに回すと、そこには──

「──う、うわあああああ!?　なんだ──っ!?」

　熊くまがいた。

　どことなく熊とは違うような気もするが、しかしここは熊ということにしておこう。

　といっても本物の熊がこんなところにいるわけがない。着ぐるみだ。

　南な雲ぐもブルーシーランドのマスコットキャラクター、『くまくま君』である。

　その名の通り、熊くまを模もしたマスコットだ。胴長で手足が短く、腹はぷっくりと出っ張っている。まあ、そこはマスコットらしくて可愛かわいらしいのだが、どうも身体からだの色が熊っぽくない。くまくま君の体毛は茶ちや色いろでも白でもなく、なぜか赤なのだ。

　パンフレットによると──

『☆くまくま君はお隣となりの銀ぎん河がからやってきたハイスペックな熊さん。わずか五歳でイギリスのオックスフォード大学を卒業。しかも主席。彼の卒そつ業ぎよう論ろん文ぶんのタイトルは、「サケを素す手でで捕まえる五十の方法」。二年後、実じつ験けんと称してアラスカを舞ぶ台たいに遡そ上じようするサケを乱らん獲かくし、アラスカ在住の熊たちの顰ひん蹙しゆくを買う。このとき過度の羞しゆう恥ち心しんから体毛が赤く変化。以後、自宅に引きこもり、生しよう涯がいインドア派を貫つらぬく。十歳のとき親しん戚せきからもらった生ガキにあたって死亡』

　──どんな熊だよ。……ってか、もうこの世にいないのかよ、くまくま君。いいのか、そんなのが遊ゆう園えん地ちのマスコットで。子供たちに絶望を与えてどうするよ──

「モニカ様のワンピースが台無しだ。あとで弁べん償しようしろよ」

　くまくま君が馴なれ馴なれしく話しかけてきた。×の形をした口元に自然と目が向いたが、着ぐるみなのだから口が動くわけがない。中の人が喋しやべっているのだ。

「その声は……リリアンさん？」

「ああ、そうだ」

「なんで着ぐるみ？」

「カムフラージュだ。……バイトも兼ねているが」

「バイトって、王女様の警けい護ごやってるんだから、それなりに軍資金はあるんでしょう？」

「バカか貴様は。国から預かっている金を私用で動かせるか」

　どうやら個人的にお金が欲しいようだ。たしかに酒やタバコは経費では落とせないだろう。

「あー、だからバイトか。……つーか、金使い荒そうだよね、リリアンさんって」

「余計なお世話だ」

　リリアンは短い手（着ぐるみの手）で柳なぎ楽らの背中を叩たたくと、モニカの側そばに駆かけ寄った。

「モニカ様、その格好では風か邪ぜを引いてしまいます。お着替えになったほうがよろしいかと」

「──熊くまさん？」

「いえ、熊さんではありません。私です。リリアン・レッドフォードです」

「──リリアン？　どこからどう見ても熊さんですよ？」

「ええ、ええ……もちろん、今の私は熊さんです。明らかに熊さんです」

「──でも、リリアンの声が……します……？」

「ええ、ええ……もちろん、見た目は熊さんですが、中身はリリアンなのです」

「──外見は熊さんで、中身はリリアン……それってつまり、どういうことなんですか？」

「ええ、ええ……ですから……ですから！　ですからぁ！　こういうことです──っ！」

　リリアンは大だい胆たんにも着ぐるみの頭部分を脱ぎ捨てた。説明が面めん倒どうだったのだろう。

「そういう構造になっていたのですね。なるほどですー」

　モニカは意外にもあっさりと納得してくれたが、近くのテーブルに座っていた幼い姉妹が、変へん貌ぼうしたくまくま君を見て泣き出してしまった。
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「…………おいおい」

　──リリアンさん……人前で脱ぐのはタブーですよ。……あー、でも、くまくま君ってもう死んでるんだっけ？　だったら、まあいいか……………………いや、よくないだろ。




　着替えに手間取っているのかモニカはなかなか戻ってこなかった。退屈だったので、午後のプランでも練ろうかな、と柳なぎ楽らはテーブルの上でパンフレットを開いた。

「お食事中に失礼します」

「……ん？」

　声のしたほうを見上げると、いつの間にか朝あさ霧ぎりがテーブルの側に立っていた。

「──うわっ、何その格好。……まさか私服？」

「私服ですよ。地球では和服と言うらしいですね」

　朝霧は菫すみれ色いろの着物を身にまとっていた。桜の文もん様ようがやや季節外れだが、染め付けは見事だった。ルックスからいって朝霧に着物が似合わないわけがないが、ここは成人式の会場でも、神社でもない。場にそぐわないミスマッチな格好だ。ミスマッチと言えば胸元から両の耳に伸びている黒いイヤフォンも着物との調ちよう和わはイマイチだ。

「私の故郷ではわりと一般的な服装ですよ。窮きゆう屈くつな格好をするのが私の星では美学なんです」

「美学っすか」

「国を捨てた身でなんですが、服ふく飾しよくに関する伝統だけは否定したくありませんね」

　前々から思っていたことだが、朝あさ霧ぎりは宇宙人であるにもかかわらず、顔立ちが日本人とほとんど変わらない。今の話を聞く限り、服装なんかも日本と似た文化を持っているようだ。

　──そういえば朝霧さんって心意気が侍さむらいっぽいよね。切腹しようとするくらい実直だし。そういうお国くに柄がらなのかな。……でも和服って滅めつ多たに着ないよね、今の日本じゃ。

　宇宙進出を果たしている惑わく星せいが未いまだに過去の日本の文化を基本にしているなんておかしな話だが、何事も巡り巡って一周すると言うし、ありえないことではないのだろう。

「ところで……その着物さ……」

「はい？　なんですか？」

「あ、いや、着物がっていうか……着物の内側に秘められたミステリーというか……」

　女性は着物を着るとき下着をつけない。……フィクションの世界ではそのように伝えられることが多いのだが、果たしてそれは真実なのだろうか？　ずっと疑問だったのだ。

　恥も外聞もなく尋たずねるようなことではないが、朝霧なら教えてくれそうな気がする。

「あー、もしかして下着の有う無むを訊きいているんですか？」

「……えっと」察しがよろしいようで。「あくまで後学のために……なんだけどね」

「涎よだれが垂れていますけど？」

「…………すみません、許してください」

「許してあげます」朝霧がかすかに微笑ほほえんだ。「下着、つけていませんよ」

「……へ？　マジで？　上も下も？」

「というかですね、私は基本的に下着を持っていないんですよ」

「下着を持っていない!?」衝しよう撃げきの事実だった。

「私の生まれた星には下着という概がい念ねんがないんですよ。想像を絶する乾かん燥そう地帯なので」

「と、と、ということは……朝霧さんって学校に行くときも下着をつけてないってこと？」

「そういうことになりますね」

「……ノーパン……ノーブラ……セーラー服……階段……」

「もちろん冗じよう談だんですけど」

「……………………………………」

　どこまでが真実で、どこまでが冗談だったのやら……。

　結局、着物の下がどういう事情になっているのか、わからずじまいだった。

　与よ太た話ばなしはさておき──

「えーと、それで？　何か用があるんだよね？」

「はい。実はですね……」朝あさ霧ぎりは無表情で頷うなずき、「どうやら何者かが柳なぎ楽ら君とモニカ様を監かん視ししているようなのです」

「監視？　……それって、もしかしてねこやんのこと？」

「たしかに猫矢君も園えん内ないにいるようですが、私が報告したいのは別グループです」

「グループ？　……ってことは、相手は複数で動いてるの？」

「正せい確かくな人数はわかりませんが、男女合わせて七人ほど確認しています」

「え？　そんなに？」

「先ほどリリアンさんがそのうちの一人ひとりを捕ほ獲かくして、軽く拷ごう問もんしたのですが、『俺おれたちは雇やとわれているだけなんだ。指定されたターゲットを監視して逐ちく一いち報告する。……そういう指示を受けているだけで、それ以上のことは何も知らない』と答えたそうです」

「……拷問て」リリアンはおっかない。「えっと……その人たちプロなの？」

「素人しろうとでした。大学生やフリーターが多いようですね。もちろん純粋な地球人です」

「単なるバイトってことか……」

「日給三万円らしいですよ。割のいいバイトですよね。私も雇って欲しいです」

「それ……俺おれも雇って欲しいよ」

　冗じよう談だんを言い合っている場合ではないが、日給三万円は聞き捨てならない。

「彼らの雇い主はおそらく地球人ではないと思います。目的はまだわかりませんが……」

「モニカさんを狙ねらってるんじゃないの？」

「ええ、その可能性が一番高いですね。モニカ様は王族ですし、顔も知られていますから」

「黒くろ幕まくが何者なのかはまだわかってないんだよね？　あと居場所とか」

「……申もうし訳わけございません」

　朝霧は謝しや罪ざいの言葉を口にすると、着物の裾すそを両手で軽くつまみ、床ゆかの上に膝ひざをついた。

　このモーションはまずい、と思った柳楽は土ど下げ座ざが完成する前に朝霧の腕を引っ張って立たせた。公衆の面前で土下座は勘かん弁べんして欲しい。

「うーん、どうしよう。さすがに帰るわけには……いかないよね？」

「モニカ様が首を縦たてに振るとは思えません」

「だよね。やっぱりこのままデート続行か……」

「黒幕の正体がわかり次し第だい、メールを送ります。……くれぐれも用心なさってください」

「気をつけるよ。ま、これだけ人がいれば、そうそう手は出せないと思うけど」

「ですね」




　朝霧が去って間もなく猫矢から電話がかかってきた。

「……もしもし」

　気のない応答で電話に出ると、

「──柳なぎ楽ら！　大変だ！　一いち之の瀬せさんが！」

「……な、なんだよ……いきなり。叫ぶなよ……」

「だから！　一之瀬さんが大変なんだって！　至急応援を求む！」

「どうした、ねこやん？　いつものキレがないぞ？　冗じよう談だんを言うならもっと面おも白しろい──」

「冗談じゃないんだよ！　これマジなんだよ！　激げきマジなんだってば！」

「はいはい、わかりましたよ、狼おおかみ少しよう年ねん君。迷めい惑わくだから二度とかけてこないでくだちゃいねー」

　煩わずらわしかったので通話を終了させた。なんだかそうとう焦あせっていたような気もするが、それほど気にすることもないだろう。──ねこやんはいつも大げさだからなー。

「ついでにっと……」

　また電話がかかってきたら面めん倒どうなので、一時的に猫ねこ矢やの番号を着信拒否に設定した。操そう作さが多少面倒だったが、電源を切ってしまうと朝あさ霧ぎりと連絡が取れなくなってしまうので、こういうときは個別に対処するしかない。

「柳楽さん！　お待たせしました！」

「──あ、モニカさん」

　化粧室で着替えたのだろう、モニカはオレンジ色の鮮あざやかなワンピース姿に変身していた。

　──敵に目印を与えているようなものだな。

　どうせなら目立たない洋服に着替えてくれればよかったのに、と柳楽は思ったが、よくよく考えてみると相手はグループで動いているわけで、ならば小こ細ざい工くを弄ろうしたところでたいした目くらましにもならないだろう。いろんな場所から監かん視しされているのだから。

「じゃ、そろそろ行こうか」

　あれこれ考えてもしょうがないので柳楽はデートに集中することにした。

　レジで会計をすませ、混み合ったカフェを出ると、道なりに適当に進みながら次なる行き先をモニカと話し合った。

「モニカさん。何か気になるアトラクションある？」

「リベンジなのです」

「え？　リベンジ？」

「じぇっとこーすたーにリベンジなのです！」

「……帰ったら辞書引こうね」

　リベンジはともかく、モニカは絶叫系に大ハマリのようだ。

　──他ほかにもいろいろアトラクションはあるんだし、一辺倒ってのはなぁ……っていうか、もうジェットコースターには乗りたくないんだよな。このままだと三さん半はん規き管かんがイカれる……。

「……どう説得したものか」

　柳なぎ楽らは頭を掻かきつつ、広場のベンチに視し線せんを投じた。

「──なんかカップル多いな……………………って、あれは──っ!?」

　どこかで見たことのある横顔だな、と思ったら柳楽の姉だった。

　姉は背もたれのある木製のベンチに姿勢よく腰かけていた。普ふ段だんはパンツスタイルなのに今日きようはスカートを穿はいている。隣となりに男が座っているからだ。

「いい歳としこいて遊ゆう園えん地ちでデートかよ……あの女」

　男なんて全員谷底に蹴けり落としてあげるわ。さあ一列に並びなさい。……みたいな顔をしているあの姉も、好きな男の前では猫なで声で鳴く女だった、というわけだ（妄想）。

「……後ろから蹴り飛ばしてやりたいな。でも、無理か……」

　こちらはこちらで連れがいる。気まずいので顔を合わせるのは避けたいところだが、

「──うわっ、こっちに来る！」

「柳楽さん？　どうかしたのですか？」

「モニカさん！　こっちへ！」

　柳楽は有う無むを言わせずモニカの腕を引っ張った。

　カフェに戻ろうかと思ったが、避ひ難なんするなら姉が行きそうにない場所だと考え直し、先ほどパンフレットで確かく認にんしたカフェの真向かいにある建物に駆かけ込んだ。

「柳楽さん？　ここは……？」

「えっと……たしか『呪のろわれた館やかた』っていうアトラクションだったはず」

　パンフレットにはウォークスルー型のお化ばけ屋や敷しきと書いてある。

　──姉ねえちゃんはお化け屋敷が大嫌いだからな。ここなら出くわすことはないはずだ。

　クラスメイトから聞いたところによると、この『呪われた館』は全長が四百メートルもあって、脱出に一時間以上かかるお客もいるという。ルートを間違えると、より恐ろしい目に遭あうという話で、脱出のパターンもいくつか用意されているらしい。

「室内のアトラクションでは一、二を争う人気なんだって」

「ホラーなのですか？」

「うん、ホラー。日本流に言うと『お化け屋敷』だね」

「お化け？　お化けとはなんですか？　美お味いしいものですか？」

「中に入ってみればわかるよ」

　入口には順番待ちの長い列ができていたが、『お化け』の正体が気になったのか、モニカは列の最後尾に自みずから進んで加わった。好奇心に負けたのだろう。




　で、行列に加わって数十分後──

　柳楽は激はげしく後悔した。別のアトラクションにしておけばよかったと。

「柳楽さん！　お化けは恐こわいです！　お化けはトラウマです！」

「トラウマになるのはこれからだよ……」

　最初の扉とびらを抜けたところで早くもモニカが半泣きになった。前に進むのが恐こわいのか、柳なぎ楽らにしがみついたまま離はなれようとしない。まあ、それも仕方のないことだ。

「……想像以上だな」

『呪のろいの館やかた』と呼ばれる建物が北ほく欧おうに実際あって、それを遊ゆう園えん地ちの中に運んできたんですよ、と言われたらうっかり信じてしまいそうだ。それくらいリアリティーに富んでいた。柳楽が特に驚おどろいたのは建物の内装だ。さっき何気なく壁かべを叩たたいてみたのだが、安っぽい響ひびきはしなかった。室内の家具も本格的な作りで、扉とびらなどもやけに重々しかった。

『呪いの館』のスタート地点は三階の『書斎』からで、与えられる道具は懐かい中ちゆう電でん灯とうのみ。ここから一階まで下りて脱出ルートを確かく保ほしなければならない。

「モニカさん……とにかく前に進もう」

「呪われます！　このままでは私も柳楽さんも呪われてしまいます！」

「平気だって、全部作り物なんだから……」

「作り物？　これは作り物なのですか……？」

「うん……」

　内心では柳楽もそうとうビビっていた。遊園地のアトラクションだから、少しはそれらしい作りなのだろうとは思っていたが、文化祭のお化ばけ屋や敷しきなんかとはまるで次元が違っていた。

「柳楽さん！　引き返しましょう！　今ならまだ間に合います！」

「そ、それは……さすがにどうなんだろう」

　なんだかんだ言いつつ二人ふたりは前進していた。かなりのスローペースではあったが。

　ギシギシと床ゆかの軋きしむ細長い廊下を七割ほど進んだところで二人は足を止めた。

「……柳楽さん……嫌いやな予感がします」

「……奇き遇ぐうだね。俺おれも嫌な予感がするよ」

　前方に階段が見えるのだが、「ぺちゃぺちゃ」と変な音が聞こえてくるのだ。

「お化けです……ついにお化けと遭そう遇ぐうしてしまいます」

　モニカは相変わらず柳楽の腕にしがみついている。柔らかな胸の感触が常時、柳楽の左腕に伝わってくる。たまにモニカの吐と息いきが首をくすぐり、柳楽はその度たびにドキドキしていた。こんなに長時間、女の子との密着状態が続くのは初めてだ。これがお化け屋敷ではなく、単なる密室だったとしたら柳楽の理性はとっくに爆ばく発はつしているだろう。

「柳楽さん……どうしましょう？」

「こうなったら強行突破だ。一気に階段を駆かけ下りよう」

「強行突破ですね。わかりました。残った勇気を振り絞ってみます」

　こんな序じよ盤ばんで振り絞っちゃまずいだろ、と思うが、臆おく病びようなモニカにはここらが限界なのかもしれない。柳楽が側そばにいるからなのか、今のところモニカに暴ぼう走そうの兆きざしは見られないが、このままゴールまですんなり行けるとは思えない。何かの拍子に暴ぼう走そうするとも限らないわけで、だとすればここから引き返すのもありだろう。──俺おれは恐こわくなんてないからな？　本当だぞ？

「柳なぎ楽らさん！　行きましょう！　強行突破です！」

　進むか戻るかで迷っていると、モニカが柳楽の腕を強引に引っ張った。

「──うわっ！」

　踏み出した左足がモニカの右足に引っかかる。

　どうにか踏ん張って体勢を立て直したが、そのとき──

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ────っ！」

　背後から何者かが奇声を上げながら駆かけてきて、柳楽たちの側そばを猛スピードで通過していった。予期せぬ不意打ちに身をすくませた柳楽とモニカはその場にへたり込み抱き合った。

　通り過ぎていった何者かは階段の手前で立ち止まり、こちらを無言で見つめてきた。

「柳楽さんを見てます……？　呪のろわれるのは柳楽さんのほうです……？」

「……都合のいい解釈だね」

　男なのか女なのか、よくわからなかった。身体からだ中じゆうに包帯を巻きつけていたからだ。しばらくすると包帯さん（恐いから可愛かわいい名前で呼ぶ）は階段を下りていった。包帯さんがいなくなると、「ぺちゃぺちゃ」という音もしなくなった。どうやら音のほうはフェイントだったらしい。

　──どうして『洋よう館かん』にミイラなんだよ……組み合わせ変じゃないか……？

「…………呪われました」

　モニカが胸元で十字を切る。どこで覚えたのだろうか。

　ともかくこれで第一関門は突破だ。……が、これが何度も続くのかと思うと憂ゆう鬱うつになる。

「……奴やつらは本気だ。本気で俺たちを呪い殺すつもりなんだ……」

　序じよ盤ばんでこの演出なのだ。今後、どんな恐ろしい目に遭あわされることか──想像しただけで寒気がする。真夏に入ればさぞ納涼になるだろう。クーラーのほうがずっといいが。

「柳楽さん……なんだか甘い匂においがします」

「え？　甘い匂い？」

　モニカに言われてようやく気づく。たしかにほのかに甘い香りがする……ような気が。

「これ、なんの匂いだ……？　食べ物じゃないよな……？」

　その場から立ち上がった柳楽が階段のほうを注視していると、

「……柳楽さん……」

「ん？　どうしたの？」

「なんだか……眠い……のです」

　廊下にへり込んでいたモニカが柳楽の腰につかまり、身体からだごと寄りかかってきた。

　暗くて表情は確かく認にんできないが、声を聞く限り、就しゆう寝しん五分前といった感じだ。

「眠いって、急にどうしたの？」

「眠いので……眠いから……眠いのは……眠くても……眠るのです」

　意味をなさない五段活用を唱となえながら、ますます柳なぎ楽らのほうに寄りかかってくる。

「……まさか、この甘い香りと何か関係があるのか？」

　これも演出の一つだろうか？　しかしそれにしたってこれはやりすぎな気が──

「あれ……？」

　不意に眩暈めまいを覚えた柳楽はモニカを片手で支えながら床ゆかに片かた膝ひざをついた。

「まぶたが……重い」

　ちょっとでも気を抜くと意い識しきが吹っ飛びそうだった。

「──うわっ」

　そのとき、モニカが背後から覆おおいかぶさってきた。

　それをきっかけに柳楽は転倒してしまい──睡すい魔まに意識を乗っ取られた。




　　　　☆　☆　☆




　目を覚ますと、白い部へ屋やにいた。だだっ広い長方形の部屋で、床も壁かべも天てん井じようも白く、窓やドアなどはどこにも見当たらなかった。柳楽とモニカはその何もない空間の中ほどにいて、柳楽は青い椅い子すに、モニカは赤い椅子に座らせられていた。

『ようやく目が覚めたようですわね』

　どこからともなく声が降ってきた。高たか飛び車しやで威い圧あつ的てきな口く調ちよう。女性の声だ。

『捜しても無む駄だですわ。私はその部屋にはいないのですから』

「誰だれなんだよ……あんたは」

　正体不明の声は不気味ではあるが、普ふ段だんからドスの効いたリリアンの声に慣なれているので、声の主ぬしを恐ろしいとは思わなかった。サドっ気がありそうだな、とは思ったが。

『ちなみにその部屋に出口はありませんから、あしからず』

「……出口がないのなら……どうやって私たちは中に入ったのでしょうか……？」

　モニカがもっともなことを言った。完全に揚げ足取りだが。

「そうだそうだ！　どうやって中に入ったんだ！　この性しよう悪わる女おんな！」

『性悪女ですって！　顔も見ずによくもそんなことが言えますわね！　ぶっ殺しますわよ！』

　軽く挑ちよう発はつしただけであっさりキレた。あまり賢かしこくはないようだ。

「そう怒るなよ。冗じよう談だんなんだから。──で？　一体なんのつもりなんだ？」

『なんのつもり……とは？』

「俺おれたちを拉ら致ちった理由を訊きいてるんだよ。あんたが黒くろ幕まくなんだろ？」

『フフフ、そうですわねえ……回答が欲しいのならば、「教えてください」と頭を下げなさい。そうしたら教えて差し上げますわ』

　女の笑い声が聞こえてくる。思った通り、この女は妙な悪あく癖へきを持っているようだ。

「……いやー、別にそこまでして知りたくはないんだが」反抗することにした。

『遠えん慮りよすることはありませんわ。ちゃんと答えてあげますから、早いところ土ど下げ座ざしなさい』

「はぁー？　なんでお前に土下座しなきゃなんねーんだよ？」

『口答えは厳げん禁きんですわよ！　いいから、早く土下座しなさい！　この愚ぐ民みん！』

「おいおい、人にものを頼むときは、『お願ねがいします』だろ？」

『そ、そうですわね……』女はやはり賢かしこくなかった。『お、お願いします。どうか土下座を──って何を言わせますの！　本格的にぶっ殺しますわよ！　このブタ畜ちく生しようめが！』

　女の声が室内に反はん響きようする。そんな中、モニカが空気を読まずに、

「……柳なぎ楽らさん、お腹なかが空すきました……」

「うん、俺おれもそろそろ小腹が空いてきたなぁ。──あ、園えん内ないに美お味いしいアイスクリーム屋さんがあるって聞いたんだけど、あとで行ってみない？」

「はい！　是ぜ非ひとも！　あいすくりーむは宇宙史上稀まれにみる素す晴ばらしい食べ物です！」

『ちょっとあなたたち！　私を無視するのはお止やめなさい！』女が金切り声で叫ぶ。『言っておきますけどね！　あなたたちは私の命令に逆さからえない状況下にあるのよ！』

　さっきから逆らいっぱなしだが、そのことは口にしなかった。

『これを見なさい！』

　ウィーン、と妙な機き械かい音おんがしたかと思うといきなり天てん井じようが左右に開き、巨大なスクリーンが下りてきた。一いつ緒しよに降下してきたプロジェクターがスクリーンに映像を映し出す。

「ん？　この顔は……一いち之の瀬せか？」

　スクリーンに映し出されたのは柱にロープでくくりつけられた一之瀬のあられもない姿だった。彼女はなぜか制服姿で、しかもスカートが露ろ骨こつに短くなっていた。ですわ女（柳楽たちと話している女のこと）の趣しゆ味みなのかロープは六角形の網あみ目めが美しい亀きつ甲こう縛しばりになっている。

「……食い込んでる……これはなかなか……芸術的な……」

　一之瀬は苦しげな表情を浮かべていた。手足を強引に動かし、どうにか抜け出そうともがいているが、一之瀬の身体からだを束そく縛ばくするロープは複雑に絡み合っていて、道具でも使わぬ限りロープは解ほどけそうにない。……それにしてもスクリーンに映し出された一之瀬の姿、そうとうエロい。一部、モザイクが必要な気すらする。直視するのも憚はばかられる。……と言いつつも、じっくり眺めてしまうのは男の本能だから仕方がない。

　──って、まじまじと観かん察さつしている場合じゃない。このままでは一之瀬が……。

『いいかしら？　あなたたちが私の要求に従わない場合──』

　女が言葉を区切った瞬しゆん間かん、柱にくくりつけられた一之瀬の頭上数センチのところに鋭するどい矢が一本突き刺さった。「なんなのよこれ！」「離はなしてよ！」とそれまで怒ど鳴なり散らしていた一之瀬の顔が見る見る青ざめていく。

『今度はあの矢が、彼女の心しん臓ぞうに突き刺さりますわよ？』

「マジかよ！」もはや笑ってすませられる状況ではない。

「柳なぎ楽らさん！　一いち之の瀬せさんの生命が大ピンチなのです！　はーとぶれいくの危き機きなのです！」

「くそっ、一之瀬は貴重なツッコミ要員なのに！」

『おわかりいただけたかしら？』女の声に余裕が戻る。『いいですか？　あなた方には──今からあるアトラクションに挑ちよう戦せんしていただきます』

「は？　アトラクション？」

『まずは──クイズです！』女は自分勝手に話を進めていく。『題して、「カップル限定！　二人ふたりの相あい性しようはどうなの!?」ですわ！』

「………………………………そのタイトルコールこそどうなのよ」

　一気にテンションが下がった。人質を取られているから逆さからえないけど。

　──わけのわからない展開に突入しつつあるな。……くそぉ、朝あさ霧ぎりさんとリリアンさんはどこで何をやってるんだ。早く助けてくれよ……。この女……頭おかしいよぉ。

『それではいきますわよ！　スイッチオン！』

　再び天てん井じようが開き、スクリーンが上昇を始めた。

　いちいち大げさだな、と呆あきれていると、続いて床ゆかが音を立てて左右に割れ始めた。

　床下に現れたのは巨大なプール。柳楽とモニカが立っている場所だけは椅い子すを中心に半径一メートルほどの足場が残された。足場はけっこう高い位置にある。

『ルールは簡かん単たんですわ。私が出題する三つのクイズに二問以上正解すればクリアー。逆に言えば二問不正解になった時点で失格ということですわ。ただし、解答は二人分用意しなさい。相そう談だんは不許可です。──そして、ここが一番重要なポイントですけど……二人の出した答えが同じである場合に限り正解とします』

「えーと、そのルールでいくと、問題とは無関係の解答であっても、俺おれたち二人の答えが同じなら正解ってことにならないか？」

『ええ、そうですわよ。それがなんだと言いますの？』

「……それクイズって言わないよね」

　推理ゲームだ。与えられた問題からモニカの解答を推理する。要約するとそういうことだ。

「内容のほうはいいとして……この目の前に現れたプールは何を意味するんだ？」

『フフフ、それはゲームオーバーになればわかることですわ』

「……この遊ゆう園えん地ちにプールなんてあったっけ……ってか、ここ遊園地じゃないのか？」

『ごちゃごちゃうるさいですわ！　第一問！　さっそくいきますわよ！』

　ですわ女はせっかちだった。やることも小学生レベルだし、しょうもない女だ。

『あなたはお腹なかを空すかせた狼おおかみです』

　──さっそくわけのわからないことを言い出したぞ。

『はっきり言って飢うえています。あなたは食欲を満たすため、山を下り、人里へ向かいました。運よく住民のいない民家に侵入することができたあなた。民家の中には冷れい蔵ぞう庫こがありました』

　──冷蔵庫って！　現代の話なのかよ！

『あなたは二本足で立ち上がり、人間的な動作でごく自然に冷蔵庫を開けました』

　──だんだんシュールになってきたな……。

『さあ！　食事の時間です！　あなたはおもむろに○○○を手にしました！　しかしオーマイゴット！　住民が帰ってきました！　あなたは素す早ばやく四本足スタイルに戻り、窓を突き破って脱出を果たしました！　もちろん○○○は手元にあります』

　──この物語はいつになったら終わるんだ？

『森の中に避ひ難なんしたあなたは盗んできた○○○をさっそく味わうことにしました。──さあ、ここで問題です！　狼のあなたが侵入した村の名前は一体何！』

「知るかぁぁぁぁ──っ！　っていうか、○○○ってなんだったんだよ──っ！」

『うるさいですわね！　じゃあ、○○○がなんなのか答えなさい！　言っておきますけど、○○○だからと言って三文字とは限りませんからね！』

「そんなこといちいち言わなくてもわかるっつーの！」

『制限時間は一分ですわ！　さあ、悩みなさい！　狼おおかみの苦悩を味わいなさい！』

　一分は短すぎるだろ、と思うが、この女には何を言っても無む駄だだろう。

　さて、推理の時間だ。

　○○○とは何か？　当然、食べ物に決まっているが、バカ正直に答えてはいけない。

　というか文脈を追う必要はない。狼の気持ちなんて無視だ。

　──読み解くのはモニカさんの思考だ。

　モニカを見やると、ぼんやりとした様よう子すでプールの水を眺めていた。

　話しかけたら即そく失格になるに違いない。となると現在のモニカの外見状況と普ふ段だんのモニカの言動から答えを推測するしかない。

『一分経過しましたわよ！　さあ、答えなさい！』

「──早いよ！」

『３・２・１、とカウントしていきますから、ゼロになった瞬しゆん間かん、同時に答えを口にするのです！　答えない場合も不正解と見なしますからそのつもりで！』

「マジか──っ！」

　問答無用でカウントダウンが開始される。

『３・２・１──』

　答えないわけにはいかない。答えないと不正解になってしまうのだから。

　ですわ女が、「ゼロ！」と叫んだ瞬間、柳なぎ楽らは脳のう裏りを過よぎったある言葉を咄とつ嗟さに口にした。

「ラズベリーショートケーキ！」

　それは駅前の洋菓子店『卯う月げつ堂どう』でモニカがよく選ぶケーキの名前だった。

　ちょうどおやつの時間だし、先ほどお腹なかが減ったと言っていたからこのケーキの名前を口にするのではないだろうか、と柳なぎ楽らは推理したのだ。しかし──

「狼おおかみさんは肉食ですから、答えはお肉です！　狼さんはお肉が大好物なのです！」

　こんなときに限ってモニカはボケてくれない。

『不正解ですわ！　お話になりません！　相あい性しよう最悪ですわね！』

　ですわ女は散さん々ざん柳楽を罵ば倒とうした。日本語が理解できなかったのか。狼がケーキなんて食べるわけがないだろう。バカか。アホか。死ねばいい。狼に食い殺されてしまえ……云うん々ぬん。

『さあ！　第二問、いきますわよ！』

　ですわ女はこちらに息をつく暇ひまさえ与えるつもりはないらしい。

　理り不ふ尽じんなアトラクションは続行の運びとなった。

『さぁ、次の問題は──』

　また長々と問題文を読み上げるのかと思ったら、

『──明日あしたの天気を予想しなさい！　……以上ですわ！』

　今度はやけにあっさりしていた。いや、投げやりと言うべきか。

　──それにしても……この女はなんのために俺おれとモニカさんをこんなところに隔かく離りしたんだろう。クイズを出題する意図もよくわからない。ただの暇つぶし？　……んなわけないよな。

『残り時間、三十秒ですわ！』

　まずい。答えを考えなければ──

「うーん……」

　一問目では珍解答が見られなかったが、モニカのことだから次こそは奇想天外なことを言い出すに違いない。最悪、天気とはなんの関係もない答えが飛び出す可能性がある。

　チラッと横目でモニカを見ると、唇に指を当てて何やら考え込んでいる様よう子す。

　柳楽は思った。深読みしないほうがいいのかもしれない、と。

　──モニカさんはけっこうわかりやすい性格をしているからな。ぶっ飛んだことをする人ではあるけど、やることは意外とストレートなんだ。きっと思考回路も一いつ緒しよ。ややこしい理り屈くつはうっちゃって単純に考えよう。捻ひねらずストレートに。シンプルに──

「………………そうか」

　答えはすぐに導みちびき出された。

　──わかったぞ。晴れだ。晴れだよ。うん、そうだ。たぶん晴れだ。モニカさんは悪天候を嫌うからな。うん、絶対にそうだ。ははは、これはもう正解だな。

『さあ！　時間ですわよ！　覚悟を決めなさい！』

　ですわ女は声を張り上げ、カウントダウンを開始した。

『──３・２・１────ゼロ！』

　すでに一問不正解を出している。ここはなんとしても正解したいところだ。

「──明日あしたの天気は晴れだ──っ！」

　柳なぎ楽らに遅れてモニカも解答を口にした。

「──明日の天気は雨のちくもりなのです！　天気予報で言ってました！」

「うわあああああああっ！　天気予報見てたぁぁぁ！」

　柳楽は盛大にずっこけた。危あやうくプールに転落するところだった。

　──ま、まさかモニカさんが天気予報をチェックしているとは。……まあ、今日きようたまたま見ただけってことも考えられるけどね……。

『フフフ、不正解のようですわね』ですわ女が嫌いや味みな声で言う。『あらあら、まさかのチャレンジ失敗？　情けないですわねぇ。無ぶ様ざまですわねぇ。──一度死ぬといいですわ』

「うるせぇな！　ただ見てるだけの奴やつが偉そうに言いやがって！」

『口答え？　逆ギレ？　まあ、なんでもいいですわ。──お仕置きの時間です！』

「お、お仕置きだって？」

『プールの水と戯たわむれなさい。スイッチオン──ですわ！』

　何が起きるのかと身構えていると、柳楽たちが座っている椅い子すが急に斜めに傾き──

「──うわあああああ！」「──きゃあああああ！」

　ぎゅおーん、とものすごい音を立てて斜め上に突き上がった。

　椅子から投げ出された柳楽とモニカはそのままプールに落下し、不安定な体勢で着水した。

「──ぷはっ！」

　水の中から顔を出した柳楽はすぐにプールの水の異様さに気づいた。

「──これ砂さ糖とう水みずじゃねーか！」

『濃のう度ど三十パーセントですわ！　死し海かいを再現していますのよ！』

「──塩だ！　塩！　砂糖違う！　ったく……」

　あまり大声を出すと砂糖水が口の中に入ってしまうので柳楽は口をつぐんだ。

　──あれ？　そういえばモニカさんは……。

「な、なぎゅらさん……たしゅけてくだしゃい……っ！」

「──うわあああああ！　泳げないのか！」

　モニカは両手を左右に広げ、バチャバチャ、と必死の形ぎよう相そうで水面を叩たたいていた。

　このプールは大量の砂糖（濃度三十パーセント）を溶かし込んであるようなので、けっこうな浮力が働くはずだが、あのように暴あばれては浮力の恩おん恵けいを受けることはできない。

「……なぎゅら……しゃん……あまいでしゅ……けじょ……きゅるしぃ……でしゅ……っ！」

「──くそっ、水着じゃないからなかなか前に進まない……ってうわっ！」

　モニカの救出に向かっていると巨大な波が後方から押し寄せてきた。後ろからだったので、流れに乗ってモニカの側そばまで近づくことができたが、向かい側からやってきた第二波によって押し戻され、再びモニカと離はなれ離ばなれになってしまった。

「──なんなんだよ、この波は──っ！」

　このままでは永遠にモニカのもとにたどり着けない。いや、それどころか波に飲まれて二人ふたりとも溺でき死ししてしまう。こんなところでどざえもんにはなりたくないが──

　──ドゴーン──っ！

　園えん内ないのマスコットキャラクター、くまくま君が白い壁かべを突き破って登場したのは柳なぎ楽らが三度目の波に翻ほん弄ろうされているときだった。

「モニカ様！　今、お助けします！　くまくま君は泳ぎが大の得意なのです！」

　くまくま君は颯さつ爽そうとプールに飛び込み、スピード泳法のバタフライでモニカの救出に向かった。驚きよう異い的てきなことに着ぐるみがまったく負担になっていなかった。

　──なんか……不自然な速度だ。水中でスクリューでも回してるんじゃないだろうな……。

　くまくま君はモニカを片手で抱きかかえると、プールの中で信じられない跳ちよう躍やく力りよくを発揮し、さらに壁を利用しての二段ジャンプで元いた足場まであっさりと移動してしまった。




「罰ゲームかよ……ったく」

　リリアンの意思で数分放置されたのち、ついでと言わんばかりに救出された柳楽は砂さ糖とう水みずを吸い込み重くなったシャツを絞りながら隣となりの足場に視し線せんを投じた。

　着ぐるみを脱いで身軽になったリリアンと全身ずぶ濡ぬれのモニカがいる。当たり前だがリリアンの衣服も砂糖水に濡れている。遊園地の着ぐるみに防水機き能のうなどあるはずがない。二人とも砂糖水が浸しん潤じゆんし、下着が透すけ透すけになっている。

「モニカさん、大丈夫？」

「……身体からだ中じゆうが……ベトベトなのです……」

　狭い足場で体育座りをするモニカの背中にはブラジャーがくっきりと浮き出ている。

　柳楽がまじまじと眺めていると、リリアンに「この変態が！」と一いつ喝かつされた。そのリリアンは白地のＴシャツをたくし上げ、豪ごう快かいに絞っている。着ぐるみのバイトがあったからだろう、今日きようは軽装だ。Ｔシャツにショートパンツとスポーティーな格好をしている。

　──うわ、足、長いなー、リリアンさん。……それに案あん外がい、胸も……ボリュームがある。

　どうせなら間近で観かん賞しようしてやろう、と隣の足場に飛び移ろうとしたが、

『邪じや魔ま者ものが入ったようですけど、そろそろ次のアトラクションに移りますわよ！』

　ですわ女の横よこ槍やりが入った。間の悪い女だな、と柳楽は思う。

「邪魔者はお前のほうだ！　つーか、まだやるのかよ！」

『フフフ、当然！　アトラクションはまだ七つも残っていますわ！』

「多すぎだ！　これ以上はごめんだっての！　付き合ってられるかよ！　いい加減に──」




「──そうだ、もう止やめておけ！　オリヴィア・ヴァレンタイン！」




　リリアンのその一言で場が静まり返った。

　オリヴィア・ヴァレンタイン。誰だれの名前なのかは明白だ。

「さすがはリリアンさん。正体を突き止めたんだ。──で？　何者なの、あの女？」

「オリヴィアは『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』だ。以前、同じ部署にいたことがあるので面めん識しきもある」

「は？」柳なぎ楽らは眉まゆをひそめた。「『王室守護者』がなんでこんなことするんだよ？」

「……それは本人に説明してもらおう」

　リリアンは腰に手を当てると、不ふ機き嫌げんそうな声こわ色いろで、

「オリヴィア！　人質はすでに貴様の手を離はなれた！　茶番は終わりだ！　姿を見せろ！」

　手を離れたということは、一いち之の瀬せは無事救出されたのだろう。おそらく朝あさ霧ぎりの手によって。

「何を考えているのか知らんが、貴様のやったことは重罪に値するぞ！　生いき地じ獄ごくの刑だ！」

　啖たん呵かを切るリリアンにオリヴィアからの返答はない。何をやっているのか、さっきからゴソゴソと妙な雑音が聞こえてくる。慌あわてているのだろうか、それとも──

『その声はリリアンではありませんか』

「リアクションが遅いぞ。わざとか？」

『お待ちなさい。すぐにそちらへ参りますわ──』

　声が途と切ぎれ、間もなく天てん井じようが音を立てて左右に割れた。今度はスクリーンではなくオリヴィア本人が手すりに囲まれたリフトに乗って下降してきた。

　ウェーブがかった銀ぎん色いろの髪がまず目に入った。尊大な物言いに違たがわず、顔つきもどこか偉そうな感じで、つり上がった切れ長の目は青い瞳ひとみを有していた。柳楽は勝手に長身の女性をイメージしていたのだが、予想に反しオリヴィアは小こ柄がらだった。スリットの入った黒いドレスを着ているせいか、モニカほど幼い印象は受けなかったが。

「相変わらず態度がでかいな。かつての先せん輩ぱいに向かって呼び捨てか？」

「過去は過去ですわ。それに私は貴族ですから、庶しよ民みんの出のあなたとは格が違います」

「元貴族の間違いだろうが」

「ち、違います！　私はまだ現役バリバリの貴族ですぅ！　高貴な身の上なんですぅ！」

　オリヴィアがリフトの上で地じ団だん駄だを踏む。まるで子供のように。

「……元なんだ」

「……ああ。しかも名ばかりの貴族でな。能無しの父親がギャンブルにハマって多た額がくの借金を背負い、それが元で家族共とも々ども路ろ頭とうに迷う羽は目めになったらしいんだ。オリヴィアは剣の腕を買われて『王室守護者』になったと聞いたが……」

「ちょっとあなたたち！　お父とう様さまの悪口は許しませんわよ！　斬ざん殺さつ！　斬殺です！」

　どこに隠し持っていたのかオリヴィアはいつの間にか細身の剣を右手に構えていた。

　昔から手を焼いていたのだろう、リリアンはため息を一つつくと、

「オリヴィア、剣を収めろ。──そして白状しろ……貴様の目的を！」

「……ああ、そのことですか」

「言いたくないのなら、言いたくなるようにしてやろうか？」

「拷ごう問もんはけっこうですわ。立場が逆なら大だい歓かん迎げいですけど」

　オリヴィアは鞘さやに剣を収めると意味ありげにニヤリと笑った。

「言っておきますけど、私は女王様の命めいを受けてここにいるのです」

「──どういう意味だ？」リリアンが問いかける。

「私に与えられた使命は二つ……一つは柳なぎ楽ら淳じゆんという地球人がモニカ様の結婚相手に相応ふさわしい人間かどうかをテストすること。そして、もう一つは……柳楽淳が本当に『マナフの遺い伝でん子し』の所有者なのかを検査すること……ですわ」

　言葉にするとまともだが、オリヴィアが実際にやったことと言えば『拉ら致ち』や『脅きよう迫はく』などの犯罪行為だ。おまけに人質まで取る始末。最初から事情を話せばいいものを。

「どうして私に話を通さなかった？　貴様のやり方は乱らん暴ぼうすぎる──」

「テストは抜き打ちでやってこそ意味がありますのよ？」

「……まあいい」イラついているのかリリアンはあからさまに舌打ちをした。「それで？　まだ続けるつもりなのか？　そのテストとやらを？」

「いいえ、もう終わりですわ。──だって、検査の結果が出ましたもの」

「検査って俺おれの遺伝子の？」

「ええ、その通りですわ」

　オリヴィアはふっと笑えみを浮かべると、どこからともなく薄うすっぺらな紙片を取り出した。

「検査の結果が出たら、どうしてテスト終了なのか……知りたいですわよね？」

「……なんか含みのある言い方だな」

　彼女が何を言いたいのか、柳楽にはよくわからない。

「せっかくですから詳しよう細さいを読み上げて差し上げましょう──」

「──待て、オリヴィア！　言うな！」

　紙片に目を落としたオリヴィアにリリアンの制止の声が飛ぶ。

　オリヴィアはそれを無視した。

　さらにもう一度リリアンは叫んだが、オリヴィアはやはりそれを聞き流した。

　──リリアンさんがあの女の思おも惑わくに気づいたのは間違いないだろうけど……。

　しかし柳楽にはそれを知る術すべがない。ただ行方ゆくえを見守るしかなかった。

「フフフ、いきますわよ！」

　オリヴィアは声高らかに結果を読み上げた。




「柳なぎ楽ら淳じゆんは『マナフの遺い伝でん子し』の所有者ではありませんわ！」




　──へ、へぇ……そうなんですか……。

　さほど驚おどろきはしなかった。そもそも遺伝子がどうのと言われても実感がない。

　が……すぐに青ざめた。これはまずい、と思った。

　隣となりの足場に目をやると、リリアンが柳楽同様に顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。

　リリアンは唇を震ふるわせながらモニカを必死になだめているようだった。

　と、そこへ追い討ちをかけるようにオリヴィアが、

「実はモニカ様がお持ちになった『指ゆび輪わ型がた簡かん易い計けい器き』は高こう確かく率りつで誤作動を起こすことが最近になってわかったんですの。あれは失敗作ということですわ」

「誤作動……？」

　ようやくモニカが顔を上げた。目に溜たまった涙が今にもこぼれ落ちそうだった。

「誤作動とはどういうことなのですか!?　説明してください！　黒いドレスの人！」

「……オリヴィアですわ」

「柳楽さんは『マナフの遺伝子』を持っているのです！　間違いないのです！」

「だから誤作動だと言っているではありませんか」

「柳楽さん──っ！　柳楽さんは私を騙だましていたのですか!?　そうなのですか!?」

「え、ええええ──っ!?」

「嘘うそは重罪なのです！　死刑なのです！　許されざる蛮ばん行こうなのです！」

　──待て待て。問題なのはオリヴィアの発言の真しん偽ぎのはずだよな？　なのに、どうして俺おれが疑われてる？　そもそも俺は『マナフの遺伝子』なんて知らなかったんだからさ……。

「ううううう……」

　モニカの目からこぼれ落ちた涙がプールの砂さ糖とう水みずと混ざり合う。

　このままでは暴ぼう走そうが起きてしまう。何かモニカをなだめる方法はないものか──

　──ガタガタガタガタ！

　モニカが本格的に号ごう泣きゆうし始めると、それに呼こ応おうするかのように天てん井じようがものすごい音を立てて震ふるえ出した。天井だけではない。建物全体が揺れている。

　地じ震しんだ、と柳楽は直感的にそう思ったのだが……それは早計な判断だった。

「──ああああ！　天井が！」

　ドーン、と室内に凄すさまじい音が響ひびいたかと思うと、天井に巨大な穴が開いた。

　そこからは怒ど濤とうの展開だった。

　ものの数秒で天井は吹っ飛び、雨雲に覆おおわれた空が頭上に現れた。

　──これはそうとうやばいな。早いところなんとかしないと……。

　事態の深刻さに気づいたころには建物の側そく壁へきが崩れかけていた。

　──どんだけ耐久性の低い建物なんだよ。それともモニカさんが引き起こした災害の規き模ぼが想像以上にでかいのか？　どちらにしろこれ以上ここにいるのは危険だな……。

「──早く外に脱出しないと……ってうわあああああああ──っ！」

　外の様よう子すにばかり気を向けすぎていた。柳なぎ楽らは濡ぬれた床ゆかに足を取られ、プールに転落してしまった。派は手でな水音を立てて着水した柳楽は自分の不注意を悔やみながら浮上し、口の中に入った甘い液体を口から吐き出した。

　ベトベトするプールから這はい上がると、まず足場を見上げてみた。

「……あれ、誰だれもいないや」

　みんな先に避ひ難なんしたのだろうか。置いてけぼりとは酷ひどい話だが、崩ほう壊かいが進みつつある建物の中で佇たたずんでいても仕方ないので、側そく壁へきの崩れた部分から外に脱出した。

「……げっ」

　外は横殴りの雨と木々をなぎ倒しかねない激はげしい強風に見み舞まわれていた。

　しかも空が真まっ赤かに染まっている。夕焼け空とはどこか違う。どす黒い赤さだ。

　ここが園えん内ないだということは遠目に見える巨大な観かん覧らん車しやからわかることだが、今や屋外には人っ子一人ひとり見当たらなかった。みんな近くの建物に避難したのだろう。

　歩き出そうとすると、青白い稲いな妻ずまが赤い空を駆かけ巡った。その直後、「ゴロゴロゴロ！」と耳をつんざくような雷らい鳴めいが辺あたりに轟とどろいた。近くに落ちたんじゃないだろうか。

「……なんか……空、赤いし……世界の終わりっぽい雰囲気なんですけど……」

　これは急いだほうがよさそうだ。

「──柳楽君」

　建物の表側へぐるっと回ると、着物姿の朝あさ霧ぎりが直立不動で待たい機きしていた。全身ずぶ濡れになっているが、吹きつける風を受けても微動だにしない。さすがは『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』だ。

　朝霧の背後にはリリアンとオリヴィアもいた。二人ふたりは睨にらみ合っている……いや、睨んでいるのはリリアンだけだ。オリヴィアは強風でなびく銀ぎん髪ぱつを手で押さえ、高笑いをしている。

「ねえ、朝霧さん。何がどうなってるの？」

「煽あおったんですよ」

「煽った？」

「『マナフの遺い伝でん子し』に関するオリヴィアさんの発言はでたらめです。柳楽君は『マナフの遺伝子』を所有しています。これは百パーセント間違いありません」

「──え？」

「オリヴィアさんは嘘うそをついたんですよ。モニカ様を暴ぼう走そうさせるために……わざと」

「……暴走させるためって……それであの女にどんなメリットが……？」

「反逆です」朝霧は背後に目をやり、「オリヴィアさんは反体制組そ織しきの一員なんですよ」

「反体制組織……？」

「クレメンツは巨大国家ですから、その手の組そ織しきはごまんとあります。オリヴィアさんが所属している『マスティマ』は新しん興こうの勢力ですが、なかなか侮あなどれない組織ですよ」

「え、ちょっと待ってよ。あの人……『王室守護者ロイヤル・ガーデイアン』じゃないの？」

「『王室守護者』であり、かつ『マスティマ』のメンバーでもあるようです。私は彼女とは部署が違うので面めん識しきはないのですが、存在は知ってました。有名な方なので」

「……そうなんだ。……あれ？　でも、それ……どうやって調しらべたの？」

「本人が喋しやべっているのを聞いただけです。さっきから自慢するみたいに喋っていますよ」

「……………………マジかよ」

　そんな軽けい率そつなことでいいのだろうか。仮にも反体制組織のメンバーが。

　柳なぎ楽らは嵐あらしの中で対たい峙じする赤と黒の人ひと影かげに視し線せんを投じた。

「──貴様の目的はモニカ様の暗殺だな？」

「ええ、その通りですわ。よく気がつきましたわね」

　オリヴィアはベンチの上からリリアンを見下ろしていた。

　──よっぽど高いところが好きなんだな。というかバカなんだろうな。

「モニカ様を暴ぼう走そうさせ、地球ごと消し去る──なるほど貴様が考えそうなことだ」

「フフフ、完かん璧ぺきですわ！　まさにパーフェクト！　勝利は目前ですわ！」

「完璧だと？　はん！　精せい々ぜい、四十点だろうが！　図に乗るなよ、小悪党が！」

「見苦しいですわよ？　負けを認めなさい、リリアン・レッドフォード！」

「黙だまれ、反逆者！　国こく賊ぞく！　裏切り者！　都落ち！」

「最後のは取り消しなさい！　殺害しますわよ！」

「やーい！　やーい！　都落ち！　都落ち！」

　二人ふたりの言い争いは徐じよ々じよに低てい年ねん齢れい化かしていった。大人おとな気げないにもほどがある。

「……お、お遊びはこれくらいにしておきますわ！」

　先に折れたのはオリヴィアのほうだった。折れて正解だ。リリアンは人から何を言われてもそれを平然と聞き流すことができるタイプだから、口くち喧げん嘩かはめっぽう強いのだ。

「──なんだ？　逃げるのか？」

「も、もう挑ちよう発はつには乗りませんわよ！」

　オリヴィアはそう吐き捨てると、懐ふところからリモコンのようなものを取り出した。

「王女に仕える身であるあなたたちは惑わく星せい外に逃げることはできないでしょう？　フフフ、潔いさぎよくこの星と共ともに心中しなさい！」

　オリヴィアは右手に握ったリモコン（仮）を天に向かって掲かかげた。

　最後の最後まで大げさな奴やつだ、と柳楽が呆あきれていると、

「──っ！」

　密ひそかにオリヴィアの背後に回っていた朝あさ霧ぎりが、手しゆ刀とうでリモコン（仮）を叩たたき落した。雨風が激はげしくなかったら足音や衣きぬ擦ずれの音で気づかれていただろう。

「──きゃっ！」

　背後からの突然の奇き襲しゆうに悲鳴を上げたオリヴィアだったが、朝あさ霧ぎりの狙ねらいにすぐに気づいたようで、俊しゆん敏びんな動作で足元のリモコン（仮）を拾い上げ──られなかった。

「おお！　ナイスキック！」

　朝霧がオリヴィアよりも一いつ瞬しゆん早くリモコン（仮）を蹴けり飛ばしていた。リモコン（仮）はぐるぐると回転しながらまっすぐ飛んでいき、リリアンの足元でピタリと止まった。

「これはあれだな──端たん末まつ機きだな。宇宙船を遠えん隔かく操そう作さする」

「──ちょ、ちょっと、リリアン！　お止やめなさい！」

「フフフ、オリヴィアよ。貴様は昔から最後の詰めが甘いな──っ！」

　リリアンはヒールの尖とがった部分で端末機を踏みつけた。バキッ、とプラスチックが砕くだける音がして、端末機を構成する部品のいくつかが辺あたりに飛び散った。

「これで貴様も道連れだ！　ざまーみろ！　バーカ！　バーカ！」

「な、な、な、なんてことをしてくれましたの！」

　わなわなと唇を震ふるえさせながらリリアンに詰め寄るオリヴィア。例によって不毛としか言いようのない低レベルな口くち喧げん嘩かが始まる。

「端末機がないと富ふ士じ山さんの頂上に隠してある『さじたりうす号』を呼び出せないでしょう!?」

「オリヴィアよ……貴様は本当にバカだな。もっと近場に隠せ。この低能め」

「あなたに言われたくありませんわ！　このあばずれ女──っ！」

「三流の悪党の分際で何を言うか」

「い、い、い、言っておきますけど、私のほうが写真集は売れていますのよ！」

　関係のない話を持ち出す辺あたり、いかにも小学生っぽい。

「オリヴィアさんも写真集を出版してるんですよ」ここで朝霧の解説が入る。「リリアンさんの写真集は全宇宙で七百万部、オリヴィアさんの写真集は七百五十万部を売り上げたそうなんですよ。ちなみに私はリリアン派です。オリヴィアさんは胸が小振りというか……無乳？」

「……むにゅうですか」

　写真集のタイトルはリリアンが「ぬくもり」で、オリヴィアが「ピュア」というらしい。

「あー、そういえば……肝かん心じんのモニカさんはどこに行っちゃったの？」

「モニカ様ならあそこにおられますよ」

　朝霧が指差したのは並木道の奥にそびえ立つ灰はい色いろの鉄塔だった。螺ら旋せん状じように渦うずを巻いた階段が鉄塔の外側に見える。どうやらモニカは鉄塔のてっぺんにいるようだが──

「あの鉄塔ってたしかバンジージャンプができるところじゃなかったっけ？」

「よくご存知ですね」

「うん。朝、電車で移動してるとき、モニカさんが『今日きようはバンジージャンプです！』って張り切ってたんだよ。……結局、ジェットコースターに一ひと目め惚ぼれして、バンジージャンプのことは忘れちゃったみたいだけど……」

「一目惚れしちゃいましたか。モニカ様らしいですね」

「……大丈夫かな、モニカさん。雷かみなりとか鳴ってるのにあんな高いところに……」

「平気ですよ。『ヴォルフの血』が呼び起こす災わざわいは本人には無効だという話ですから、当面の間は問題ないはずです。しかし地球が消滅してしまった場合は──」

「……みんな死んじゃうよね。やっぱりモニカさんの暴ぼう走そうを止めるのが先決か……」

「そうなりますね」

「となると……」

　屋上のときのようにモニカを説得する必要がある。前回とは状況が異なるので、「愛だの恋だの」といった理り屈くつは使えないが、解決までの道筋はおぼろげながら見えている。要ようは自分が『マナフの遺い伝でん子し』の所有者であることをモニカに証明してみせればいいのだ。

　具体的な証明の方法は思い浮かばないが、大おお雑ざつ把ぱにはそんな感じでいいはず。

　──さて、どうしよう。口で言ったって証明にはならないしなぁ……。

　天てん然ねんのシャワーを浴びながら次善策を練っていると、オリヴィアが近づいてきて、

「ちょっと、そこのあなた！　……えーと、そうです！　柳なぎ楽ら淳じゆん平ぺい！　王女の婚約者なら状況を打開するアイデアの一つや二つ、パパッと出したらどうなのです！」

「淳平じゃねーよ！」「貴様が言うな！」「オリヴィアさんが言うことではないような」

　三人で一斉にツッコミを浴びせる。リリアンは言葉だけにとどまらず、オリヴィアの後頭部を引ひっ叩ぱたいていた。いいぞ、もっとやれー、と柳楽は内心でリリアンを応援する。

「……ひ、酷ひどいですわ……なんの罪もない婦女子に暴ぼう力りよくを振るうなんて……」

「元げん凶きようが何を抜かすか！　この無乳女！　ないちち！　都落ち！」

　リリアンは容よう赦しやしない。転がってきた空あき缶かんをオリヴィアの後頭部目がけて放り投げる。

「ドメスティックバイオレンス……略してＤＶ……ですわ」

「どこがＤＶだ！　どこが！　──ああ、もういい！　貴様は喋しやべるな！　二度と喋るな！」

　リリアンはとどめとばかりにオリヴィアの後頭部をパシーンと小気味よく叩たたいた。

「さてと……」

　戦意喪そう失しつしたオリヴィアは放っておき、三人で今後のことを話し合うことにする。

「どうするべきだと思う？」

「はい」朝あさ霧ぎりが手を挙げた。「モニカ様を後ろから殴って気絶させるというのは？」

「……えっと……」

「そんなことをしても無む駄だだ」リリアンが意見する。「仮にモニカ様が気を失ったとしても、この嵐あらしが静まることはない。『ヴォルフの血』とはそうしたものなのだ」

「じゃあ、地道に説得するしかないってこと？」

「その通りだ。頑がん張ばれ」

「頑張れって……まさか俺おれに説得しろって言ってるの？」

「私は人を説得するのが苦にが手てなんだ。朝あさ霧ぎりは……わかるだろう？」

　言われてみるとこの三人の中では自分が一番の適任のような気がしないでもない。

　リリアンも朝霧も物言いがストレートで気き遣づかいというものを知らないし、特に朝霧は対応が事務的だから、感情的になっている人間とは相あい性しようが悪い。

「……俺がやるのはいいとして……具体的にはどうすれば？」

「得意のおべんちゃらで勝利をつかめ！　……以上だ。反はん論ろんは許さない」

「全然具体的じゃねぇ──っ！」

「人生に必要なのはアドリブとほんのちょっとの勇気……ですわ」

「関係ない奴やつは引っ込んでろ──っ！」

　花か壇だんの雑草をむしり取り、渾こん身しんの力を込めてオリヴィアの顔がん面めんに投げつける。

「おお、そうだ。ナビゲーターと相そう談だんしてみろ。何かヒントを得られるかもしれないぞ」

「…………あいつが役に立ったことなんてただの一度もないんだけど」

「地球の存そん亡ぼうがかかっているんだ。情報は多いに越したことはない」

「藁わらにもすがる……って奴ですか」

　柳なぎ楽らは尻しりポケットから例の端末を引っ張り出した。端末には防水加工が施ほどこしてあるためプールの水（濃のう度ど三十パーセントの砂さ糖とう水みず）による影えい響きようはなく、ものの数秒で起動した。

「教えてなっくんのコーナーですね」

　朝霧が暢のん気きにそんなことを言う。どういう神経をしているのだろうか。

　雨あま脚あしは若じやつ干かん弱まってきたようだが、風のほうは一段と激はげしさを増している。

　数年前、南な雲ぐも市しに風速四十五メートルの大型台風が上陸したことがあったが、モニカが『ヴォルフの血』で呼び起こした嵐あらしはそのときの比ではない。

　実はさっきから目の前をいろんなものが飛び交っていたりする。空あき缶かんとか看かん板ばんとかゴミ箱とかベンチとか猫とか犬とか自転車とか自じ動どう販はん売ばい機きとか電話ボックスとか軽自動車とか。

　──全部、朝霧さんが処理してくれてるから危害は及んでないけど……正直恐こわい。

　なんでも『ヴォルフの血』が暴ぼう走そうを起こすと、力を行使した者を中心にして、徐じよ々じよに『不幸』の有ゆう効こう範はん囲いを広げていくのだという。その有効範囲は半日も放置すれば地球をすっぽり包み込んでしまい、最終的には地球全土を崩ほう壊かいに招くほどの大災害に発展してしまうらしい。

　──このままだとまずいよな。早いところなんとかしないと……。

《どうもー、みんなのあいどる、なっくんでーす。──あら、みなさん、おそろいのようで》

「……だからなんでわかるんだよ……そういうの」

《もしかして、たいへんなことに、なってますか？》

　なっくんはパイプタバコをくわえていた。前回は葉巻だった気がする。

「大ピンチだ。早いところ、二十二世紀の不ふ思し議ぎな道具で俺おれたちを助けてくれ」

「助けて、なくえもーん、ですね」冷静に悪ノリする朝あさ霧ぎり。というかなぜ知っている。

《あのー……ぼくは、なびげーたー、ですよ？　なくえもん……？》

「えーと、つまりだな……」

　柳なぎ楽らは事情をざっと説明し、解決策を示すよう求めた。あまり期待はしていなかったが、

《あー、そういうことでしたら、いいほうほうが、ありますよ》

　きゅぴーん、となっくんのサングラスが煌きらめいた。

「──え？　マジで？」

《せっとくするより、はるかにかんたんです。ちょーかんたんですよー》

「教えてくれ！　いや、教えてください、なっくん様！」

「……二重敬称……」朝霧がボソッとつぶやく。どうでもよろしい。

《しかたないなー。きょうは、とくべつですよ？　ここだけのはなしですからね？》

　と言いつつ、紫し煙えんをくゆらせる。憎たらしいはずのなっくんが今は神様に見える。

「もちろんだとも！」

　柳楽の中でなっくんの株かぶが急上昇した。今まで猫ねこ矢やと最下位争いを繰くり広げていたのだが、この発言でリリアンを追い抜き、上位にいる朝霧を視野に入れた。

「──で？　どうすればモニカさんの暴ぼう走そうは治まるんだ？」




《それはですね、あなたが、もにかさんに、きすをすれば、いいんですよ》




　ゴォー、と一ひと際きわ強い風が並木道を吹き抜けていった。

　──それはですね、あなたがモニカさんにキスをすればいいんですよ。

　頭の中で滑なめらかな日本語に変換してみた。意味は変わらないようだ。

　株が、なっくんの株が、小刻みに上昇と下降を繰り返している。暴落の予兆か。

「……説明はあるんだろうな？」一転して冷ややかになる柳楽。「なっくん様？」

《なんで、そんな、びみょうな、かおを？　もともとびみょうですけど》

「そんなことをしてなんになるんだ？　理由を言え、理由を」

　リリアンも要よう領りようを得ないようだ。

《えーとですね、『うぉるふのち』っていうのはですね──》

　渋しぶ々しぶ解説を始めるなっくん。「ヴォ」が発音できず「うぉ」になっている。

《えー、あれです。『まなふのいでんし』です。あれとふかいつながりが、あるんですよ》

　その話は以前、リリアンから聞いたことがあった。

『マナフの遺い伝でん子し』は『ヴォルフの血』と混ざり合うことで効果を発揮するのだと。

『ヴォルフの血』が流れていない柳楽自身にはなんの力もないのだと。

　力を操あやつれる者がいるとしたら、それは柳なぎ楽らとモニカの間に生まれてくる子供だけだと。

《ふつー、『まなふのいでんし』がそのちからを、はっきするためには、『うぉるふのち』がひつようなんですけど、じつは、けつえきじゃなくても、だきえのこうかんで、おーけー、なんですよ。これ、うらわざ、なんですけどねー》

「唾だ液えきの交換……だからキスか。それは知らなかった」リリアンが一人ひとり頷うなずく。

《けつえきでも、いけますけど、だえきのほうが、てっとりばやいよねー》

「えーと……」柳楽は要点を頭の中で整せい理りし、「つまり、キスで『マナフの遺い伝でん子し』の力を解放させて、モニカさんの暴ぼう走そうを食い止めろって言ってるのか？」

《そうです、そうです。こうふく、まいなす、ふこうです》

「プラスマイナスゼロとも言いますね」

　朝あさ霧ぎりが飛来してきた自転車を裏うら拳けんで叩たたき落としつつ、冷静につぶやく。

「明るい未来が見えてきたな」リリアンはそう言うと柳楽の背中を押し、「さあ、行け！　世界を救えるのは貴様だけだ！　私と朝霧はここで待たい機き……いや、応援していよう」

「……真ま面じ目めに働いてくださいよ」

　柳楽は端末の電源をオフにすると、それを後ろ手で尻しりポケットに突っ込んだ。

　鉄塔を見上げると、「頑がん張ばってくださいね」と朝霧から声がかかった。

「……まあ、それなりに」

　柳楽は曖あい昧まいに返事をすると、嵐あらしの中を駆かけ出した。

　──これからやることを思うと、「頑張ります！」とはさすがに言えないよな。っていうか、朝霧さんのリアクション……いたって普通だったな。やっぱ俺おれには脈なしなのかな……。

「……いかん、いかん。今は目の前のことに集中しないと」

　逆風の中を疾しつ走そうし、並木道を突き進んでいく。モニカがいる鉄塔は右手奥にそびえ立っている。左手には直径百メートルを超える巨大な観かん覧らん車しやがくるくる回っている。

「──あれ？　なんで観覧車が回ってるんだ…………って、高速で回転してる──っ!?」

　のんびりと風景を楽しむはずの観覧車が風に煽あおられ絶叫マシンと化していた。ものすごいスピードで回転している。ほとんどありえない速度だ。

「……や、やばくないか……あれ……」

　立ち止まって様よう子すを見ているとそのうち異変が起きた。

　ゴンドラの一つが回転による遠心力に耐えられなくなったらしく──

「──う、うわああああああ!?　こっちに向かって飛んでくる!?　しかも速い!?」

　なぜかゴンドラは柳楽目がけて飛んできた。ありえねぇだろふざけんなー、というツッコミを入れる時間はなく、柳楽は向かってくるゴンドラを、地面を転がることで回かい避ひした。なんとか紙かみ一ひと重えでかわせたが、ゴンドラの一部が柳楽のシャツを引き裂いていた。

「……ひ、ひぃ……」

　シャツは派は手でに破けていた。もはや着用は不可能のようだ（真っ二つに裂けている）。

　仕方ないので腰に巻いておく。裸になるよりはマシだ。

「柳なぎ楽ら君！　危険です！　またゴンドラが飛んできます！」

「──は、はぃ!?」

　またかよ！　と内心で叫びつつ、柳楽は素す直なおに地面を転がる。

　その直後、「ガツーン──っ！」と豪ごう快かいな打だ撃げき音おんがすぐ側そばで聞こえた。

　柳楽が身を起こすと、目の前にゴンドラの窓に腕を突き刺す朝あさ霧ぎりの姿があった。彼女は腕を振ってゴンドラをその辺にポイっと放り投げた。もはや驚おどろくことではない。

「ここは私にお任せください！　柳楽君は鉄塔へ！　さあ、早く！」

「う、うん、わかったよ。朝霧さんも気をつけて──」

　言い切る前に駆かけ出した。無む駄だ話ばなしをしている暇ひまはない。「ゴンドラの来らい襲しゆう」がモニカの暴ぼう走そうと関係あるのかどうかはわからないが、風が止やめばとりあえず観かん覧らん車しやの回転は治まるはずだ。

「あともう少しで鉄塔だ──」

　再び並木道を駆け出すと、赤い空を雷らい光こうが駆け巡り、その一いつ瞬しゆん後、耳をつんざくような雷鳴が「ドーン！」と辺あたりに響ひびいた。柳楽はビクッと身体からだを震ふるわせ、一いつ旦たん足を止めた。

「……大丈夫かな。……雷かみなり、落ちたりしないよ──なあああああああああああああ──っ!?」

　言った側から柳楽の不安が現実となった。──雷が落ちたのだ。それもすぐ近くで。

　雷は並木道に等とう間かん隔かくで並んでいるイチョウの木の一つを直撃した。

「アリエナイ、アリエナイ、アリエナイ、アリエナイ……」

　柳楽は片言でつぶやきながらよろよろと歩き出す。と、そのとき──

　──メキメキメキメキメキっ！

　イチョウの木が根元から折れ、柳楽のほうへ倒れてきた。

「アリエナイ、アリエナイ、アリエナ…………ありえねぇって言ってんだろうが!?」

　不幸のオンパレードだ。さっきからピンポイントで攻撃されているような気がする。

　柳楽は慌あわてて地面を転がった。さっきから何度も転がっているからだいぶ慣なれてきた。

　反応も早かったので、なんとか木の下した敷じきにならずにすんだ。

「……くっそぉ……いつになったら鉄塔にたどり着けるんだよ……」

　身を起こすと、「ビリビリビリィ！」と嫌いやな音がした。なんの音かと思ったら──

「う、うわあああああああ!?　今度はズボンが破けてる!?」

　どうやらイチョウの木の枝がズボンのポケットに引っかかっていたらしい。

　──すでに半はん裸らなんだぞ？　下も脱げって言うのか？

　歩き出そうとするとズボンがズレ落ちてしまう。ズボンを両手で持ち上げておけばなんとか大丈夫だが、両手が塞ふさがっていると何かと不便だ。しかし、だからといって脱ぐわけには──

　──ズドーン！

　くどくど考えていると、また近くの木に雷かみなりが落ちた。

　──メキメキメキメキメキっ！

　そしてお約束のようにイチョウの木が柳なぎ楽らのほうへ倒れてくる。さっきと同じパターンだ。

「おい！　何をボーっと突っ立っている！　避けろ！」

　背後からリリアンの怒ど声せいが飛んできた。やばい、と思って地面を転がろうとすると、その前に柳楽の背中に衝しよう撃げきが走った。リリアンに蹴けり飛ばされたのだ。柳楽は地面と何度もキスを繰くり返しながら転がっていき、並木道を抜けたところでようやく停止した。

「…………よ、よりによって肛こう門もんを……ぐ、ぐふぅ……」

　あまりの痛みに悶もん絶ぜつしそうになったが、なんとか気合で立ち上がった。

　歩き出そうとするとリリアンが側そばに寄ってきた。いつになく険けわしい表情をしている。

「雨風が強くなってきた。早いところモニカ様の暴ぼう走そうを食い止めろ」

「……謝しや罪ざいの言葉はなしですか」肛門から血が出ていてもおかしくない状況だというのに。

「今は冗じよう談だんを言っている場合ではない！　早く行け！」

「……ハイハイ、ワカリマシタヨ」

　もうツッコミを入れる気力すら湧わいてこない。──いつ、誰だれが、冗談を言いましたか？

「おい、貴様──」

　先へ進もうとすると、リリアンが背中に声をかけてきた。励はげましの言葉かと思ったら、

「──なぜ貴様はパンツ一丁なんだ？　変態なのか？」

「………………………………………………………………………………はぃ？」

　たしかに柳楽はパンツ一丁だった。身につけているのは青いトランクス一枚だけ。

　きっとリリアンに蹴り飛ばされた拍子に全部脱げてしまったのだろう。

　──え？　こんな格好でモニカさんと……キス……しないといけないの？　マジで？

　とてもじゃないがロマンチックなキスは期待できない。

　パンツ一丁で女の子に襲おそいかかる露ろ出しゆつ狂きようの変態男──絵的にはそんなだ。

　不本意だ。実に不本意だ。でも、仕方がない。……仕方がないのである。




　並木道を抜けると、そのうち『バンジージャンプはこちらです』の案内板が見えてきた。

「この階段か。……手すりがあるから大丈夫だよな」

　てっぺんを見上げると、オレンジ色の衣服が網あみ目め状じようの足場の上を動いていた。

　モニカのワンピースだ。昼食時に着替えたオレンジ色のワンピース。

「間違いなくモニカさんだ」

　コンコンコン。金属音を奏かなでながら灰はい色いろの階段を上っていく。パンツ一丁で。

　柳楽は階段を駆かけ上がりながら、モニカとのキスをシミュレートした。

　──てっぺんについたら、迷うことなくモニカさんの唇を奪う。それだけだ。モニカさんが俺おれの存在に気づいても気づかなくてもやることは一いつ緒しよだ。……モニカさんの意思は……本来であれば考こう慮りよすべきだが、緊きん急きゆう事じ態たいだからしょうがない。あれだ、あれ。これは人工呼吸なんかと同じだ。やらなければ死ぬ。だからやる。うん、それでいい……それで。

「……あと三段」

　柳なぎ楽らは残りの階段を一気に駆かけ上がった。

「──あっ」

　さすが高さ二十五メートルの鉄塔だ。てっぺんは思った以上に風が強かった。

　ところが風は背後から吹いていた。地上では逆風に苦しめられたが、今や風は柳楽の味方だった。その上、モニカはこちらに背を向けている。今なら一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰めることができる。

　唇を奪う。唇を奪う。唇を奪う。唇を奪う。唇をぉぉぉぉ──

　野や獣じゆうと化した柳楽は両手を前に突き出し、モニカに飛びかかる。

　やましい気持ちなんて微み塵じんもない。ちっとも、まったく、これっぽっちも──

　……ないのである。本当なのである。そういうことにしておいて欲しい！

　あと二メートル……一メートル……五十センチ……十センチ──

「──えっ──!?」

　目前に迫りつつあったモニカが急にゆらりと動いた。柳楽の奇き襲しゆうを予期していたとかそういうことではなく、ごく自然に横へ数十センチ移動したのだ。こんなときに限って。

「──ちょ、ちょっと──っ！」

　その結果、柳楽はモニカの側そばを素通りし、

「──うわあああああ──っ！」

　手すりに激げき突とつ──

　……する程度ならまだよかったのだが、何しろこの鉄塔はバンジージャンプ専用に作られた施設なのだ。てっぺんには手すりがない方向が一つだけある。

　そして、運の悪いことに柳楽は──

「落ちる──っ!?」

　高さ二十五メートルの鉄塔から転落……するかと思ったら、落ちる瞬間、片手を伸ばして鉄骨をつかんでいた。

「うははははっ！　俺が死ぬわけないだろう！　この俺が！　流れ的にありえないんだよ！」

　主人公が死んでしまったら物語が成立しないのである（？）。

　──俺は不死身だ！　月までぶっ飛ばされても平気だ！　パンツ一丁だけどな！

　胸のうちで叫びつつ、生せい還かんするべく片腕に力を込める。しかし強風に煽あおられジリジリと体力を消しよう耗もうしていく。最初は虚きよ勢せいを張っていた柳楽だったが、限界が近づくにつれ思考が冷静になっていった。現実的なある一つの結末が脳のう裏りを過よぎる。

　──これは……ちょっとまずいな。体力テストの懸けん垂すいみたいになってきたぞ。……腕に力が入らなくなってくると、ただぶら下がっているだけの状態が続くんだよな。

　這はい上がる気力を失いかけていたそのとき、嫌いやがらせのように背後から突風が吹いた。

　前後の揺れがよりいっそう激はげしくなる。まるでブランコをこいでいるようだ。

「……ダメだ……もう落ちる……」

　今日きようはもう二度もプールに転落しているのに……最後の最後でまた落ちるとは……。

　柳なぎ楽らは自分の運の悪さを呪のろいながら、痺しびれて感覚が遠のきつつある指先にもう一度だけ力を込めた。もう長くは持たないだろう。

「……あと五秒くらいかな」

　柳楽は心の中でカウントを始めた。

　５、４、３、２、１──

「……まだいけるかな。あと五秒くらい」

　５、４、３、２、１──

「……すごい。まだいけそうだ。あと五秒くらい」

　５、４、３、２、１──

「……あれ……腕が……」

　もうほとんど感覚のない右腕にかすかな違和感があった。

　異変をたしかめようと閉じていた目を開き、視し線せんを傾けると、

「──柳楽さん！　落ちると危険なのです！　危険が危ないと危険度マックスなのです！」

　いつの間にかモニカが柳楽の腕をつかんでいた。

「……も、モニカさん……」

「私に任せてください！　腹筋運動は毎日欠かさずやっていました！」

「……腕立て伏せ……」のほうがこの場合重要だと思います。

「大丈夫です！　私の手にかかれば……わっ、きゃああああ──っ！」

　綱つな引ひきの要よう領りようで一気に引っ張り上げようとしたモニカだったが、下半身が上半身の引っ張りに耐えられなかったらしく、つるん、と後方に転倒してしまった。柳楽の腕こそ離はなさなかったものの、体勢を大きく崩したモニカは、重り（柳楽）にズルズルと引きずられ──

「あ、あ、あ、あ、あぁぁぁぁぁ──」

　身を半分投げ出したところでモニカは動きを止めた。手すりに足を引っかけたのだ。

　柳楽は宙づりの状態だ。自力での浮上は不可能。全すべてはモニカにかかっている。

「足が……足が……今にも外れそうなの……ですぅ……？」

「ひ、ひぃ──」

　ダメだ。落ちる。今度こそ間違いなく落ちる。百パーセント落ちる。

　──っていうか、朝あさ霧ぎりさんは？　こんな状況なのにどうして助けに来てくれないんだ？

　まさかまだゴンドラと戦っているのだろうか。……朝霧ならありえる。

「……モニカさん……なんとか這はい上がれない……ですか？」

「も、もう……もう……もう……もう……もうぅぅぅぅぅぅぅぅ──っ！」

　もう限界です、と言いたかったのだろう。

　絶叫の直後、手すりに引っかかっていたモニカの足がするりと外れた。

　同時に柳なぎ楽らの自由落下が始まる。全然自由ではないが。

　鉄塔に見捨てられた二人ふたりは地上に向かって落下していく。

　落下中、モニカが柳楽の首に腕を回してきた。本人はしがみつこうと思ってそうしただけなのだろうが、徐じよ々じよにモニカの顔が柳楽に迫ってきた。モニカは目を瞑つむっている。

　──え？　え？　これは……もしかしたら、もしかしちゃう……？

　その一いつ瞬しゆん後、二人の唇と唇がたまたま重なり合った。身動きが取れない空中でのできごとだったので、あっさりとしたキスだったが、落下の恐怖が少しだけ薄うすまった。
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　──ああ、これがキスか。柔らかい。なんて柔らかいんだ、モニカさんの唇。まったく色気のないキスだけど……でも、これで地球崩ほう壊かいの危き機きは免まぬがれたな。まあ、俺おれは死ぬけどね。この高さから落ちたら間違いなく死ぬよ。……きっとモニカさんは平気だろうな。前も平気だったし、今度も大丈夫だろう。あーあ、短い人生だった……。

　５、４、３──

　今度は五秒も持たなかった。ものの数秒で地上へ到達した。

　柳なぎ楽らは固いコンクリートの地面に叩たたきつけられ………………はしなかった。

　むしろ反対に身体からだが空中に跳はね上がり──




　──ぼよーん！　ぼよーん！　ぼよよーん！




　大きくバウンドし、その後、何度かバウンドを繰くり返した。

「…………………………これは」

　どうやら地上にマットが敷しいてあったようだ。

　それも棒ぼう高たか跳とびなどによく使われる、反発性の高い厚みのある巨大なマットである。

　冷静になって考えてみると、そりゃそうだよな、と思う。バンジージャンプ中にロープが切れたら非常にまずいわけで、となればマットくらい敷いてあって当然だ。

「柳楽さん……私たち助かったのですか？」

「うん……そうみたいだね」

　雨に濡ぬれた巨大なマットに寝転がったまま柳楽はつぶやいた。

　当分、起き上がる気になれなかった。

「──あっ……空が……」

　太陽の光が柳楽の目を容よう赦しやなく刺し激げきする。

　空が、モニカのワンピースと同じ色に染まっていた。




　　　　☆　☆　☆




　嵐あらしが去ったあと、パンツ一丁の柳楽は朝あさ霧ぎりに買ってきてもらったくまくま君Ｔシャツとくまくま君パンツ（五分丈だけ）をトイレに持ち込み、急いで着替えた。その後、みんなと園えん内ないを出て駅に向かっていると、一つ目の交差点の角にあるコンビニから一いち之の瀬せと猫ねこ矢やが飛び出してきた。連れ立って歩き出すと、「待ち伏せしてたんだよ」と猫矢が耳打ちした。

「今日きようは散さん々ざんだったね。まさか嵐が来るとは思わなかったよ」

　猫矢はそれなりに元気だったが、一之瀬は酷ひどく疲れているようで、話しかけても「まあ」とか「さあ」とかリアクションがどれも曖あい昧まいだった。彼女は上下お揃そろいの白いジャージを着用しており、肩には黒いカバーに入ったテニスラケットをかけていた。

　どうしてそんな格好してるんだ？　と訊きくと、

「…………この近くでテニスの練習試合があったのよ」

「へぇ、そうなんだ」

　嘘うそに決まっていた。オリヴィアに人質として捕らえられ、柱にくくりつけられたとき、一之瀬の制服のスカートは極端に短くなっていた。あの格好で人前に出てこられるわけがない（柳なぎ楽らだってそうだ。パンツ一丁はさすがにまずい）。

　──あれ？　そういえば一いち之の瀬せってなんで遊ゆう園えん地ちにいたんだ？　練習試合があったっていうのは嘘うそだろうけど、ラケットはこうして持っているわけで……んー、よくわからんな。ジャージも部活用のジャージだよな。見覚えのあるデザインだし。うーん、謎なぞだ──

　疑問ではあったが、些さ細さいと言えば些細なことなので質問は控えておいた。




　地元の駅で一之瀬たちと別れると、自宅に向けて進路を取った。予定では夕食に回かい転てん寿ず司し（正しよう真しん正しよう銘めいの）を食べることになっていたのだが、みんな疲れ切っているようだったので（朝あさ霧ぎりは平気そうだが）、まっすぐ帰宅することにしたのだ。

「モニカさん……ちょっといい？」

　マンション近くの交差点で信号待ちをしているとき、柳楽はモニカに疑問をぶつけた。

「……なんで……助けてくれたの？」

「タスケテクレタノ……？」

「えっと、その、鉄塔のてっぺんから落ちかけたときのことだよ」

「危ないから助けました……？」

「なんで疑問系なんだ……」

「助けるべきではなかったのですか？　──は!?　まさか柳楽さん、自じ殺さつ願がん望ぼうが……？」

「いや、そういうことじゃなくてさ……」

　モニカの望みは『マナフの遺い伝でん子し』の所有者と結婚することだ。

　オリヴィアの嘘に騙だまされ、柳楽を普通の人間だと誤解したモニカはその事実に絶望し『ヴォルフの血』を暴ぼう走そうさせた。そこまでは理解できるが、鉄塔から落ちかけた柳楽の腕をモニカがつかんだのはなぜなのだろうか？

　誤解はすでに解けたが、あのときはまだ事実を正しく理解していなかったはずなのだ。

「モニカさん。たとえばの話だけど、もし俺おれよりもずっと優ゆう秀しゆうな『マナフの遺伝子』を持った人が見つかったら、どうする？」

「んー、んー、んー、んー、ん～、ん～……わかり……ません……です」

「ふーん、そっか……」

　どうやら『遺伝子』が全すべてということではないらしい。ここはやはり、「柳楽さんです！」と答えて欲しいところではあるが、悩んでくれただけでもよしとするべきかもしれない。

　──いや、まあ、別に、本気でモニカさんと結婚したいってわけではないんだけど……。

「柳楽さん……」

「ん？　何？」

「とても……」

「え？　とても？」

「とても……とても……お腹なかが空すきました……」

　ぎゅるるるる～、とモニカの腹が悲鳴を上げた。

　腹の音が治まると目の前の信号が青に切り替わったが柳なぎ楽らは横断せず、

「やっぱりどこかで食べていこうか？」

　全員にそう提案した。

　事情を察した忠ちゆう臣しん二人ふたりが、無言で頷うなずく。

　満場一致かと思いきや、密ひそかに一行に加わっていた銀ぎん髪ぱつの女が、

「──それはあなたの奢おごり？　それともワリカンなんですの？」

　無視できない女の無視できない発言が場の空気をしらけさせた。

「なんでお前がいるんだよ、ないちち！　っていうか、俺おれたちも気づけ──っ！」

　今の今まで気づかなかったなんてどうかしている。

「お金を払わなくてもいいのなら、私も同行いたしますわ。仕方なくですけれど」

「あつかましいな、おい！　つーか、あれか！　文無しなのか！」

　その後、リリアンに厳きびしく問い詰められたオリヴィアは『文無し』の上に『宿無し』であることを認めた。組そ織しきから与えられた軍資金は、今回のことで全ぜん額がく使い果たしてしまったらしい（どうせ任務を達成したらクレメンツに帰き還かんするだけだったから）。

「この女の後始末は私に任せておけ。……さあ、オリヴィア。お仕置きの時間だ──」

「ま、待ちなさい、リリアン。お仕置きは……お仕置きは嫌いやですわぁぁぁぁぁぁ──っ！」

　悪は滅び、世界に平和が訪れた。

　いや、ある意味、正義が死んだのかもしれない。

「柳楽さん！　早くお寿す司しを食べに行きましょう！　今日きようこそ回転寿司なのです！」

　オリヴィアがリリアンに引きずられてフェードアウトしていく中、悪あく魔まの力を秘めた少女が天使の微笑ほほえみを浮かべ、「早く早く」と柳楽の腕を引っ張った。

「うん、行こうか」

　素す直なおにそう頷くことができるのはモニカの心に嘘うそ偽いつわりがないことを知っているからだ。

　柳楽はもうしばらくの間、この王女様と付き合うつもりでいる。

　まだ恋人という関係とは程ほど遠とおいけど、そのうち何かが変わるかもしれない。

　変わったほうがいいのか、変わらないほうがいいのか、それはまだよくわからないけれど。







　　　あとがき。




★どうも初めまして。お久しぶりです。周す防おうツカサです。あとがきです。ですます調ちようです。

★今回のあとがきは箇か条じよう書がき形式になっています。実じつ験けん的てきな試みです。……余白少ないです。

★本作はシリアス要素１％未満のとっても不ふ思し議ぎな娯ご楽らく小説です。いや、言うほど不思議じゃないんですけどね。新聞の四コマ漫画をチラ見する感覚で気軽に読んでいただければと思います。何も恐れる必要はありません。愛あり、笑いあり、涙なし（ないの？）、のシンプルな構成です。あ、笑い泣きは大だい歓かん迎げいです。どうしても笑えない場合は作者をあざ笑ってください。

★唐とう突とつですが、こってりしたとんこつラーメンを食べたい気分です（九きゆう州しゆう男児的な意味で）。

★脈みやく絡らくなしに話題を変えてもオーケーなところが箇条書きの利点だと思います。

★今回の作品は終しゆう始しテンションが高いのが特徴です。私も主人公たちに感化されちゃいましてね、誰だれかが「うほおおお！」と叫ぶたびにシャツを引き裂いていました。しかし物語が中ちゆう盤ばんに差しかかった辺あたりで、愚ぐ図ずの私もシャツ代が経費で落ちないことに気づきましてね、「うほおおお！　シャツを引き裂くのは禁止じゃああ！」と自制しまして……最終的にマッパで執筆していました。……うん、調子に乗りすぎですよね。反省しています。でもね、私も社会人の端くれ。すぐに気づきましたよ。エアコンの設定温度を上げるべきだ！　ってね（服、着ろよ）。

★↑クーラーのことです。今は真冬ですが、これを執筆していたころは真夏だったので。

★店頭でこのあとがきをご覧らんの皆様。ここまで読んで何か感じるところがありましたら、是ぜ非ひレジのほうへ足を運んでみてください。正直こいつにはついていけねぇー、というお方は……玉ぎよく砕さい覚かく悟ごでレジを目指してみるのもまた一いつ興きようかと思います。……そ、そんな……睨にらまないで。

★↓からは関係者の皆みな様さまへの謝しや辞じになります（額ひたいを地面に擦こすりつけながらの謝辞となります）。

★編へん集しゆうの三み木きさん、土つち屋やさん、お疲れ様でした。お二人ふたりの華か麗れいなツッコミの前に私はなす術すべもなく崩れ落ちました。私のボケはまだまだのようです。一人前のお笑い芸人（？）になるためにも、今度、うっかり締しめ切きり日びを間違えてみようかと思います。…………いえ、冗じよう談だんです。

★イラストの赤あか人ひとさん、お疲れ様でした。素す敵てきなイラストありがとうございます。現在、頂いたラフを拝見しながらベッドの上で悶もだえているところです。いやー、素す晴ばらしい。特に○○○と×××が△△△すぎて××××××××××××××（言葉にならないとはこのこと）。

★また、本書の制作の過程に携たずさわった皆様、この場を借りてお礼を申し上げます。

★次巻では、新キャラが二十人くらい加わって大おお騒さわぎする予定です（予定と書いておけば何を言っても許されるなどと思っている傲ごう慢まんな作者にはそのうち天罰が下ることでしょう）。

★というか……そもそも続編出せるのかな。出せるといいなぁ……。





二〇〇八年十一月上旬　周防ツカサ＠決して余白に恨うらみがあるわけではありません。
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周防すおうツカサ

第５回電撃hp短編小説賞《大賞》受賞。長崎県出身。プロフィール欄を埋めるためのプロフィールを考えるのはもう止めにしよう、と最近決意しました。……あ、いや、決してネタがないからとかそういうことではなく……。
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赤あか人ひと

最近体調が芳しくない感じで、作業の合間辺りからよく気分が悪くなる…と思ったら、休憩中に先日買ったＰＳ３でア●リカやってて３Ｄ酔いしていたらしい…。
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らでぃかる☆ぷりんせす！
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